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巻頭言

32年前、今の東門あたりにあった牧場
のような横に長い木戸を押しのけて、不
思議な国に入るような感じがした。いろ
いろな植物が茂っており、その中にレン
ガ張りの新しい建物（実験棟）が建って
いた。そして、諸熊先生に会った。諸熊
先生は今も元気に活躍されているが、そ
の頃はさらにまばゆいばかりのエネル
ギーに溢れていた。そして、部屋の奥の
タバコの煙のなかに加藤重樹君がいた。
研究の合間によくした夜中1時からの外
灯の下での皆とのキャッチボール ―― 
あの頃の分子研は、創設期の特別な若い
活気のある、空気が満ちていた。
米国での博士課程の学生を終え、MIT
でポスドクをしていた時に、新しくでき
た分子科学研究所で特定領域奨励研究員
（現在の IMSフェロー）に来ないかとい
う知らせがあり、豊橋から深い緑のあふ
れる名鉄の沿線を見ながら、岡崎にやっ
て来た。それからの楽しいと同時に苦し
かったポスドクの3年間、その後MITと
慶応大学を経て、再び分子研に戻り自由
な助教授を過ごした11年間と、計14年
間分子研にお世話になった。直線的でわ
がままな、先の見えない不安な、エネル
ギーの溢れる若い時に、独立した研究者
として、自由と無限とも言える贅沢な時
間を与えてもらった。それから名古屋大
学に移り、14年、分子研は何か遥か昔の
ような懐かしい思い出の場所であり、同
時に自分なりの学問の方向を作ることが
できた大事な場所である。
分子研では、当然「自分たちの専門とす
る学問が確固たる存在である」と思ってい
た。しかし大学では、自分の立っている学
問を見直すことが迫られる。いかに人が
「考える力」によって、文学、法学、経済、
工学、農学、医学を初めとする、多様な学
問を作ってきたか、その中にある理学の意
味、そして化学という学問の成り立ってい
る「もと」を見つめざるを得ない。さらに、
基礎科目、特に初年度生に化学の最も基盤
となる考え方を教えることの難しさ、自
分のもつ学問の浅さに唖然とする日々で
あった。しかし、大勢の学生の燃え立つよ

うな、溢れ返る若い力、また「無駄」、「余
裕」のある心地よさがあった。初め自分の
研究室と教室の間だけで、この大学の心地
の良さを満喫していた。しかし、7年前の
あるきっかけから、評議員、学部長・研究
科長、理事として大学運営に関わらざるを
得なくなった。
大学院重点化以後、国立大学の姿が大
きく変化してきている。特に法人化の前
後から、大学が浮き足立って来ており、
その根底が揺らいでいる。喩えれば、法
人化によって大学という船が、岸壁を離
れ未知の大海原への旅を始めたが、その
不安から、岸に向かって陸への思いを叫
んでいるような状態といえよう。
大きな海原にあっては羅針盤が必要で
ある。羅針盤とは大切な方向、ものの根
幹を示すものであり、大学にとっては、
どう考えても、それは学問以外にあり得
ないと思う。学問とは、「ものごと」の
芯を極めようとする行為であり、同時に、
我々を取巻く「もの」の多様さ、豊かさ
への共感を得ていく過程である。それは
我々の原点を示すものであり、芯である
がゆえに革新的であり社会に大きな影響
を与えるものである。
分子科学は、原子、分子を司るシンプ
ルな原理から、いかに多様なものが生ま
れ変化していくのかを知るための科学、
即ち、自然の豊かさの源を探り、我々の
存在の根源を探る学問である。
分子研が創られて30数年、次の飛躍
に向けて大きなステップを踏むべきとき
にきていると思われる。その為には、分
子科学が宇宙、地球、生命、さらに地球
環境、医学、工学など多くの学問と共鳴
しながら、真に新しいフィールドを作り、
またそのことにより分子科学自身が深ま
り、分子科学という学問の豊かさと広が
りが多くの学問の源となっていく、その
ようなサイクルを描いていくことが求め
られている。
多くの国立大学や研究機関が財政的心
配から国の政策を先取りしようと躍起に
なっているが、今こそ、その次元を脱却
し、本質的な「学」のあり方についても

う一度見直すべきときであると思われる。
「学」は、学を志す一人一人が、あるもの
を不思議と思い、それを知りたいと強く
希求し、無限とも思われる試みと失敗の
繰り返し、そして僥倖によって生まれて
くる、一人一人の長い道のりである。ま
た「学」はそれ自身が乗り越えられるこ
とを内包しており、先人、我々、そして
継ぎ行く人々の連綿たる行為により作り
だされていく。「学」をする者の一歩一
歩の歩みを支えようとする大学・研究所
の意志と、社会の深い共鳴と信頼が、そ
の大切な支えである。
分子科学研究所が、学問に対する熱情
と柔軟性と強い意志によって、真の学問
の府としてさらに大きく発展して行くこ
とを期待している。

大峯　巖
名古屋大学理事・副総長

分子科学――自然の豊かさの源を探る――

おおみね・いわお
東京大学工学部数理工学科1968卒、
米国ハーバード化学物理博士課程修了1976（Ph.D
取得、1977）、
パリ大学第7　研究員（1974-1975）、
MIT化学科博士研究員（1976-1977）、
分子科学研究所特定領域奨励研究員（1977-1980）、
MIT物理学科研究員（1980-1981）、
慶応義塾大学助手（1981-1982）、
分子科学研究所助教授（1982-1994）、
名古屋大学理学部教授、理学研究科教授（1994-
現在）、
名古屋大学理学研究科評議員（2002-現在）、
名古屋大学研究科長・理学部長（2003-2005）、
名古屋大学理事、副総長（総務担当；2006-2007、
財務担当；2007-現在、CIO；2006-現在）
専門分野
理論化学　水の多様性の発現機構、生体分子反応、
分子の励起状態ダイナミックス、ゲルの相転移の
研究
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私は東大理学部化学科を1970年に卒
業しました。卒論は電荷移動錯体の光
伝導でしたが、指導教官の赤松秀雄先
生の御定年が近く、物性研（当時六本木）
の井口洋夫研究室に進学しました。外
部から多くの方が出入りして本郷と一
味違う開放感があり、共同研究や、長
倉研、斎藤（喜彦）研などとの交流を
通じて、助け合い・相互刺激の大切さ
を学んだと思います。原田義也先生の
御指導下、希ガス光源を用いた光電子
分光器を開発しました。芳香族炭化水
素のスペクトルが測れ、黒田晴雄先生
が英国から持ち帰られた気相データと
の一対一対応を確認したときの喜びは
忘れられません（Chem. Phys. Lett., 

20, 197-200 (1973)）。

この頃から井口先生は赤松・長倉先
生等と分子研の設立に奔走され、1975

年の発足と共に初代教授の一人になら
れました。私もPDになり、ゼロからの
研究室作りを体験しました。最初は舗
装が無く、雨が降るとゴム長が必須で
した。初代技術課長の高橋重敏さんに、

私の歩んだ道と分子研
への期待

関　一彦 名古屋大学大学院理学研究科　教授

レターズ

分子研には創設から10年間在籍し、その後も委員、UVSORなどで関与させて頂きました。分子科学を
歩んだ私の研究や分子研との関わりを振返り、分子研への期待を述べたいと思います。

分子研の草創期に参加

東大理学部化学科卒業（1970）。
同大理学系研究科化学専攻修了（1975）、理学博士。 
学振奨励研究員をへて分子研物性化学部門助手（1978-86）。
その後、広大理学部物性学科助教授（1986）、名大理学部化学科教授（1991）、名大物質科学国際研究センター
教授（1998）をへて 2005 年より現職。
専門は有機固体・薄膜・界面の物性化学。
21COE「分子機能の解明と創造」拠点リーダー（2002-2007）、
学振先端研究拠点事業「有機エレクトロニクス関連薄膜・界面の電子構造と電子過程」日本側コーディネーター（2007-2008）

父：関集三（1915-）。大阪大学、関西学院大学の教授を歴任。化学熱力学。主著「純物質の物性化学」（共
著）など。母方祖父：高田保馬（たかたやすま）（1883-1972）。広島高等師範（現広島大学）、東京商科
大学（現一橋大学）、九州帝国大学、京都帝国大学、大阪大学、大阪府立大学、龍谷大学の教授を歴任。社
会学、経済学。主著「社会学原理」「勢力論」など。父方祖父：関桂三 (1884-1963)。東洋紡績（株）会長、
関西経済連合会会長を歴任。主著「日本綿業論」など。

せき・かずひこ

分子研との最近の主な関わりは
学会等連絡会議委員（1994-1996，1998-2000）
共同研究専門委員会委員（1994-1996）
UVSOR利用者懇談会初代会長（1995-1996）
極端紫外光実験施設運営委員会委員（1997-1998）
分子科学研究会 第 13期委員長（1997-1998）
運営協議員会委員・人事選考部会委員（1997-2001）
分子スケールナノサイエンスセンター 運営委員会委員（2004-2006）

東大理学部化学科と、
東大物性研での院生生活
（最初の共同利用研）
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装置開発や、自覚を持った技術職員の
大切さを教わり、事務方まで一緒の花
見等もありました。物性研で共同利用
に慣れていた私にも、分子研の国際性
や組織運営の風通しの良さ、世界を先
導する研究をという緊張感、外国人研
究者が周囲に普通にいる環境は新鮮で
した。これを築かれた先生方の先見性
と御努力に今も敬意を覚えます。当時
の分子研は好条件に恵まれ、東大の藤
山常毅さん（後分子研）から、「良い研
究ができなかったら言い訳できない」
と言い聞かされました。先生方は大き
な責任感をもって着任されたと思いま
す。

1978年に井口研の助手になりまし
た。この時期、多くの有機伝導体の開
発や有機超伝導体の発見（1980年）が
あり、理学系の固体研究者は次々にこ
の分野に進出し、有機半導体の研究は
寂しくなりました。私自身は「次」を
求めて試行錯誤し、試料を高分子系に
広げ [1]、超高真空を導入してなんとか
新しい方向を出しました。分子研の研
究室も増え、那須奎一郎助教授（現高
エ機構）、三谷洋興助教授（後北陸先端
大）、榎敏明助手（現東工大）、斎藤軍
治助手（後京大）、佐藤直樹技官（現京大）
等の若手と夕食後に時間無制限の「デ

スマッチ」討論を行う機会もあり、理
論屋から合成屋までの思考や言葉の違
いを悟ると共に、努力すればギャップ
はそれなりに埋められ、より広い視野
が得られることも学びました。
また、多くの方々が共同利用で来訪

されました。阪大の城田靖彦先生（現
福井工大）の高分子や電子写真材料、
千葉大の上野信雄さんと夢中になった
長鎖アルカンの研究などが印象に残っ
ています。当時アルカンは注目されな
かったのですが、今になって多くの引
用を受け、「自分のセンスに照らして
本当に面白いと思うことを追求すれば、
世界には必ず理解者がいる」ことを学
びました。井口先生は、孫悟空を掌中
に遊ばせるお釈迦様のように、私達に
好きに研究をさせ、時に深夜の実験室
に現れては、様子を聞いて下さいました。

[1] 総 説 と し て、K. Seki, “UPS 

o f Po lymer s” ,  i n H . Baes s le r 

(ed . ) “O p t i c a l T e c h n i q u e s t o 

Study Polymer Systems” , Elsevier, 

Amsterdam (1989).

放射光との出会いは、1979年に田
無の物性研放射光施設を使うお誘いで、

皆で出かけて、菅滋正助教授（後阪大）
の御指導下、素粒子実験の加速器に付
いた一本だけのビームラインに分光器
を取付け、悪戦苦闘の末、何とか延伸
高分子の軟X線吸収（NEXAFS）を測
りました（Chem. Phys. Lett., 70, 220 

(1980)）。有機物質の内殻異方吸収の
第一例と思います。
その後分子研にUVSOR施設を作る

ことが決まり、所内ビームラインの一
本を担当しました。有機物質は表面科
学の方達には「汚染物」として嫌われ
ていたので、世界でも珍しい、有機固
体専用の光電子分光ラインを作ること
にしました。まず、施設の渡辺誠助教
授やその驚異的な人脈に支えられ、技
術課、特に酒井楠雄氏（後技術課長）
の献身的御支援などもあって、何とか
使える斜入射分光器を作りました。

1983年には、E. E. Koch博士（ハ
ンブルグ放射光施設）のもとに半年留
学しました。世界から最先端の研究者
と情報が集まるのを目の当たりにし、
分子研を設立された先生方の目指され
たCOEを実感できました。また、長鎖
アルカン配向膜の角度分解光電子分光
で、世界で初めて高分子（ポリエチレン）
の分子内バンド分散を大部分実測する
等の成果も挙げました（Chem. Phys., 

シンクロトロン放射光と
UVSOR
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105, 247-165 (1986)）。帰国後、光
電子分光装置の設計製作を行い、森健
彦助手（現東工大）、藤本斉博士（現熊
本大）の参加を得、藤本さんの奮闘で、
最初のデータとして、上記のアルカン
のバンド分散の全体を決定できまし
た（Chem. Phys. Lett., 141, 485-488 

(1987). 完全な決定はPhys. Rev. B, 

60, 9046-9060 (1999).）。

1986年、広島大学理学部物性学科
の太田俊明教授（後東大、現立命館
大）の助教授に転出しました。またゼ
ロからの出発です。研究室を挙げて高
エ研へ放射光実験に行きました。ここ
でNEXAFS が測りやすくなり、薄膜の
配向や電子構造解析の有力な新手法に
なっているのを太田先生や横山利彦氏
（現分子研）に学びました。私が分子研
で測ってきた物質群は幸い殆ど手つか
ずで、これらの系統的測定で、面白い
ように新知見が得られました [2]。

[2] 総 説 と し て、K. Seki, H. 

Ishii, and Y. Ouchi, in “Chemical 

A p p l i c a t i o n s  o f  S y n c h r o t r o n 

R a d i a t i o n”  ( E d .  T .  K .  S h a m ) , 

pp. 386 - 516 , World Scientif ic, 

Singapore (2002).

UVSORでの光電子分光研究も、関係
者の御理解や優秀なPDの常駐もあっ
て、高分子、フラーレン、高温超伝導
体等で成果が次々に出ました。この時
期、高エ研からは旅費を頂き、分子研
ではUVSOR客員助教授にして頂いて
自由に往復でき、本当に助かりました。

もう一つ、写真関連系の研究があり
ます。フィルム中の銀ハライド（AgX）
微粒子に単分子層程度の色素を吸着さ
せると、色素の吸収波長でも感光が起
こります。この分光増感に関連し、富
士フィルムの谷忠昭氏と共に色素/AgX

界面の電子構造を調べ、色素からAgX

への光誘起電子移動で感光が起こると
いう谷氏らの機構が支持されました
（Phys. Rev. B49, 2760 (2004)）。こ
れは次の有機/金属界面研究への跳躍台
ともなる、重要な研究でした。

1991年、名大学理学部化学科に転
任しました。また皆で分子研や高エ研
に行って新データを確保し、お金を稼
ぎ、有機界面研究用装置を作り始め
ました。大内助教授も分子研の客員に
して頂き、大変助かりました。この結
果、何とか界面研究用の超高真空光電
子分光器ができ、UVSORでも金属単
結晶が利用可能になり、石井久夫助手
（現千葉大）らが有機／金属界面の系統
的測定を開始しました。幸いその結果
は、1980年代末から勃興してきた有
機EL素子などの有機薄膜デバイスとの
関連もあり、かなりの注目を集めまし
た。最初の論文（Appl. Phys. Lett. 67, 

1899 (1995)）発表直後の米国材料
学会（MRS）で多くの研究者に声を掛
けられたこと、翌年、有機ELの先駆者
である九大の筒井哲夫先生が開かれた
第一回有機EL国際会議に招待され、界
面の基礎研究は重要だと励まされたの
が有難い思い出です。この後、分野
初の総説を書き（Adv. Mat., 11, 505 

(1999)）、初の国際研究集会を名大で
開きました。
このころ名大化学チームが科研費拠

点形成（COE）プログラムに採択され、
主要大学に置かれたVBLにも加えて貰
い、諸手法での総合的な有機界面解明
が可能になりました。大学の貧困に社
会の目が向き、改善された時期に、そ
の恩恵を蒙ることができたのは幸いで
した。
分子研との関係は、研究面では主に

UVSORで続き、名大・千葉大のメンバー
が流動教官となり、BL8B2の装置を更
新しました。また、運営協議員など、7

つの委員を勤めました。色々と教えて
頂いた一方、外部委員にしろ、科研費
審査員にしろ、文科省の仲間同士とし
て安く使い合うのではなく、専門家と
しての正当な待遇を行える制度を整備
すべきだと思います。例えばJSTや民
間財団と、同程度の選考を行った報酬
を比べると明らかでしょう。

2002年からは、科研費学術創成研究
費に採択され、上野さんらと有機界面
の前線をさらに開拓できました。有機
界面は予想より遙かに広く深い世界で、
固体物理、有機物性化学、表面界面科
学、電子工学にまたがる新しい学際領
域として、新鮮なインパクトを与えて
います。世界の研究者との連携は2007

年度開始の学振先端拠点事業に連なり
ました。
以上のように、分子研発足後の30

年、色々な形で分子科学と分子研に関
わってきました。以下、これらについて、
特に私の専門に近い分野に関連して述
べたいと思います。

名古屋大学：有機界面研究へ

広島大学：放射光による研究
の展開と界面研究の開始
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「分子科学」という分野は、1960

年代の日本で独自の発展を遂げたと思
います。水島三一郎先生に始まる分子
構造研究、長倉先生や田中郁三先生ら
の電子状態研究などの化学者グループ
と、小谷正雄先生らの物理学者グルー
プが科研費などで協力し、広い視点で
の研究が発展しました。討論の場とし
ても分子構造総合討論会が1963年に
発足しました [3]。物理学者との連携も
あり、この分野には、徹底的に思考し、
厳密な実験や理論でそれを検証すると
いう、精密科学の考え方が根付いてい
ると思います。これは基礎科学にとっ
て大切で、十分な基礎的鍛錬を受けて
おれば、周辺分野に打って出ても、色々
なバリエーションを安心して行えます。
このような「空気」は、分野の財産と
して大切にしたいし、分子研でも是非
尊重して頂きたいと思います。これは、
純粋基礎研究しかやるな、ということ
ではありません。堅固な基盤があれば、
様々な発展形（いわば応用分子科学）が、
適切に分子研の活動に含まれることは、
分野の活性化のためにも、分子科学が
社会に貢献できることを示すという意
味でも、望ましいと思います。

 [3] もう少し詳しくは、例えば：
http://www.molsci.jp/bkk/about.

html　

分子研は、勃興する分子科学で世界
を先導する研究成果を出すと共に、分野

のセンターになることをめざして1975

年に創設されました。具体的には分子科
学研究会が設立されて分野の声を結集し、
また多くの方々の御努力により創設に
至ったものです。この経緯もあり、研究
会は、分子研の委員を推薦する学会等連
絡会議の構成員の半数の推薦枠を受けま
した。皮肉なことに研究会自体は大目的
を達した後は活動が低迷しましたが、再
建され、会勢は挽回されて、一昨年分子
構造総合討論会と合同して分子科学会と
なりました。
分子研発足当初は、分子構造総合討

論会・分子科学研究会を軸とする研究
者と、分子研内の研究者はほぼ均質で
したが、諸施設・センター等の整備も
あり、諸分野の方々が分子研に加わら
れました。この方々には、御自分の研
究が「分子科学」であるのは当然ですが、
それが、いわば伝統的「分子科学」と
の重なりが大きいとは限りません。
これらの新展開と「伝統的な分子科

学」は、相互に刺激し、手を取って発
展すべきものですが、現実には、発表
の場や人脈の相違などで容易ではない
かもしれません。これは分子科学会設
立に当って表面化し、討論会・研究会
の研究者が「分子科学」を独占するの
かといった議論がありました。この種
の問題は、意識的に交流を刺激し、時
間をかけて解消すべきものでしょう。
ポイントは、「足を引っ張る」のではな
く、「前向きに協力して進む」というこ
とです。

分子研に移って、「外国人研究者が普
通にいて、共同で研究、生活するのが
当たり前」ということに別世界の観を
覚えました。これは今でも教育のから
む大学では容易ではありません。分子
研は、世界標準の研究所として、これ
を当初から実現してきました。そのメ
リットは事務体制、刊行物、宿泊施設
などを含めて健在で、大きな財産と思
います。これをさらに活かすには、人
的交流や会合開催などで国際ネット
ワークを強化し、分野を先導する研究
集会の開催などにより、世界のハブと
なることと思います。卓越した研究成
果とあいまって「誰もが知り、誰もが
行きたがる」COEとしての地位を築き、
保てるでしょう。
この点で、中断していた「岡崎コ

ンファレンス」が再開されたのは大変
喜ばしいと思いますし、分子研外の機
関・資金も活用しての会合開催も有効
と思います。また、小規模の国内外の
研究集会の機動的開催も萌芽的分野の
育成に有効で、小規模資金で「結晶核」
形成が行えます。私の関与した例で
は、イオン液体分野で濱口宏夫教授（東
大）と名大で開いた本当の小研究会か
ら、特定領域研究まで発展した例があ
りました。

分子研の発足当時、大学との間には
設備面での明らかな格差があり、設備
利用や共同研究は、大学の研究者にとっ
て大きな魅力でした。私もこれに大き
く助けられました。しかしその後、大

精密科学としての分子科学

分子研と
分子科学コミュニティー

分野のハブとして(1)：
国際性と研究集会

分野のハブとして（2）：
いまひとたびの「共同利用」
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学の設備改善に伴って、このような魅
力はかなり減退してしまいました。
ところが、最近事情は再び変ってき

たように思います。COEなどで厳しい
選別が行われ、選ばれた拠点の教員・
院生は恩恵を享受するものの、選に漏
れると研究環境は厳しくなります。こ
のとき、意欲ある教員・院生が共同
利用研を利用することで研究を継続
し、成果を出し続けることには、大き
な意義があります。基礎研究では、優
れた研究者が潤沢な資金でピークを出
すのは大切ですが、多くの研究者が自
由な発想に立ち、様々な試みを行うこ
とも同様に重要です。これは、生物学
における「種の多様性」の確保と同様
で、幅広い基礎研究という根があって、
初めて太い幹が育つのです。このよう
な共同利用研による基礎研究支援には、
十分な旅費・滞在費と、ある程度の研
究費の確保が重要です。最近は大型施
設を軸とする共同利用に重点的支援が
行われ、これも重要ですが、分子研や
物性研などでの小中規模の共同利用が
圧迫されてはならず、むしろ充実され
るべきだと思います。

分子科学では、孤立分子の研究と
並んで、分子集合体や、分子と固体の
複合系等の研究が重要です。これらは、
合成化学の力で自由に作れる孤立分子
の特性と、制御は容易でないが、多彩
な可能性を与える集合体の構造・相互
作用がおりなすもので、研究者の物質
観に従って無限の展開があり、一つの
分子、一つの集合系が世界を変える可

能性があります。
私自身は、このうち電子機能性有機

固体とその薄膜を主に扱ってきました。
日本でのこの分野は、上述したように、
80年代から理学系研究者は導電体・超
伝導体に集中し、これと別に、80年代
後半から、主に工学系研究者の努力で、
EL素子・太陽電池・トランジスターな
どの有機半導体薄膜デバイスが発展し
ました。この両分野での日本のポテン
シャルは高いものの、両分野の交流や
融合は、欧米に比べてまだ不十分です。
関連分野として、さらに単分子、単

層分子膜、ナノチューブなどの分子ス
ケール電子電気物性の測定があります。
この分野での日本の研究活動は、欧米
に比べてまだ十分と言えませんが、ナ
ノ科学の基幹分野として重要で、是非
さらなる活性化が望まれます。
分子研では発足当初、井口・丸山両

教授を軸に結晶・膜物性の研究が展開
され、後任の薬師・小林両教授による
伝導体単結晶の研究に引き継がれまし
た。一方、1997年度以降、分子物質開
発研究センターが発足し、分子スケー
ルナノサイエンスセンターに引き継が
れています。後者は分子研独自のナノ
科学の体系的研究を掲げたセンターで
すが、専任教授は一名でテーマはかな
り分散しており、物質科学研究領域の
今後と併せて、集合体の科学のどこに
着目して切りこむのか、研究所として
の戦略を立案するのが大切でしょう。
それを人事に反映し、上述した分野間
の融合と併せて、日本・世界のハブと
して機能されることを期待します。こ
の分野は、基礎科学として重要なだ

けでなく、自然な形で応用につながり、
社会貢献を通じて研究所の存在価値を
示せるという点でも大切です。
またこれらの分野も含め、分子スケー

ルからバルク単結晶まで、絶縁体から
伝導体までの分子性物質の物性研究者
が交流する場を分子研が提供すること
で、各分野での「次」の芽が出せると
思います。これは特に若い世代にとっ
て重要で、関連分野の息吹に触れるこ
とが、柔軟な頭脳に良い刺激を与えま
す。さらに国際的な側面を加えられれ
ば、次世代を担う人々の世界的ネット
ワークが若いうちからできることにな
り、素晴らしいでしょう。

ここでは、分子性固体・薄膜など
の研究について書きます。以前は超高
真空には入れて貰い難かった有機物質
ですが、今では表面科学と有機物性科
学の境界領域として多くの研究者が参
入し、活発な研究が展開されています。
このような研究には、真空紫外～軟X

線域をカバーでき、しかも光学素子が
炭素の焼き付きで汚れていないことが
重要ですが、世界的にもこんなビーム
ラインは多くありません。この種の課
題は分子性物質を主対象とする分子研
には良く適合するものです。従来は残
念ながら内部スタッフにこれを専門に
する方がなく、我々の力では飛躍的発
展まで実現する余裕はありませんでし
た。今後人的にも設備的にも注力して
頂き、この分野でさらに世界をリード
できれば素晴らしいと思います。

レターズ

放射光とUVSOR

分子研と有機電子物性研究
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以上述べてきた、分子研への期待をま
とめると、次のようになるかと思います：

・分野を牽引する優れた研究者を招致
し、世界の注目を浴びる成果を発信す
ること（発信に関しては、HPのない研
究室やセンターがまだ多い。英文での
整備も半分）。

・国内の関連研究室との連携ネットワー
クを構築し、共同利用にも積極的に取
り組み、各分野での日本・世界のハブ
となること。

・分野の将来を見据え、次世代を担う
若い研究者を含めた先導的な国内・国
際研究集会を、分子研内外で組織する
こと。
・機器センターに分野の標準的設備を備
え、設備利用や客員の研究活動に供し
て、各グループの共同研究と併せ、日
本のこの分野の根を支えること。

・分子集合体の物性に関しては、研究
所全体としての、バルク～ナノサイエ
ンスにわたる戦略を策定し、整合性の
ある人事を行うこと。

・放射光に関しては、UVSORに有機固
体・薄膜・界面研究スタッフを充実させ、
設備更新を含めてこの分野で世界を先
導すること。

こうして書いて来てみると、分子研
には創設から現在まで、大変お世話に
なりました。改めて深く感謝すると共
に、今後の発展を心から祈って筆を擱
きます。

（2008年6月30日急性骨髄性白血病で
死去、享年60歳）

この原稿の経緯

昨年、分子研レターズ委員になった私は分

子研への提言を書いていただけそうな候補者

を探っていました。関先生からは「どんどん

どんどん仕事が増えて、我が身が我が身でな

くなってきています」「互いにできるだけ無

理をしないようにしましょう（と言いながら

こちらもこの時間にキーを叩いているわけで

すが）」などのメールを以前からもらってい

たため、無理だろうなと思いつつ、昨年10

月にお会いした際、ご都合を尋ねてみました。

案の定、当分忙しいので無理そう、とのお返

事でした。

あきらめていたところ、入院1ヶ月後の

12月末に病床から「できれば是非書かせて

頂ければ」「書くならば、研究を始めた頃か

ら書き綴るスタイルで」とのメールがあり、

その後、1月末に「転院や諸検査のやり直し

などで時間を食った」「誠に申し訳ないので

すが、予定号の次に」、3月に「治療は当初

予定より長引き、まだ当分は続きそう」「原

稿は出来るだけ早く仕上げたい」との連絡が

来ました。

しばらく間が空きましたが、関先生も国際

諮問委員として深く関係されてきた国際会議

シリーズのご報告を兼ねて、病状や原稿の状

況をお伺いしようと思って帰国した6月30

日その日、分子研に向かう電車の中で突然の

訃報を受けた次第です。次回を2010年に主

催するカナダ側では、関先生を基調講演者と

したいが入院中なので決めかねている、その

次は日本ではどうかとの打診もある、ことも

相談事項でした。

7月3日の告別式の際、関研究室の大内准

教授に原稿の件をお話ししたところ、関先生

は「一応預かっておいて」「また作業できる

ようなら、手を入れたい」「もしこれ以上手

をいれるのが難しければ、小杉さんへの送付

をお願いするかも」と、6月11日に研究室

に原稿を託されていることが判明しました。

以上がこの原稿の経緯です。手直しされる

おつもりもあった原稿がそのまま提出された

ことが無念でなりません。ご生前、同系同門

の先輩である関先生にはUVSOR利用研究や

国際交流などに多大なご恩を賜りました。心

より感謝申し上げます。

（小杉信博）
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新緑がまぶしさを増す五月初旬、京
都へ出掛けた。歴史探訪は好きだが、
今回は寺巡りではない。京大に山中伸
弥教授を訪ねたのである。皮膚などの
体細胞から、神経や腸管など体のさま
ざまな細胞に分化できる「人工多能性
幹細胞（iPS細胞）」を作った研究者で
ある。同じ万能細胞でも「胚性幹細胞（ES

細胞）」は、受精卵を壊して作るため倫
理上の問題が指摘されるが、iPS細胞に
はその心配がなく、難病の原因解明や
新薬の開発、移植医療など、幅広い応
用が期待されている。
訪問の目的は、山中教授に弊紙の第

61回中日文化賞を贈るにあたって、正
式なあいさつと贈呈式の打ち合わせを
するためであった。マウスの皮膚から
iPS細胞を作るのに成功したのが二年前。
昨年十一月には、ヒトの皮膚で成功し
たと発表して世界を驚かせた山中教授
は、国内外を飛び回る多忙な生活を送
られている。無理を言って取材の時間
をつくっていただき、京都支局の記者
二人と一緒に研究室に入った。ノーベ
ル賞に近いと言われる研究者は、どん
な人物か。膨らむ好奇心とともに、緊
張感も高まった。
気さくで謙虚な人柄。第一印象であ

る。柔道二段のスポーツマンで、よく
鴨川沿いの道路を走るという。もとも

と整形外科医だった山中教授が基礎研
究に移った理由についてお聞きすると、
教授は次のように話された。
「基礎的な理詰めの考え方というか基
礎研究を一度やって、また臨床に戻ろ
うと。いったん研修医になって、この
ままずっと外科でやっていくと思って
いたんですが、その間にちょっとだけ
（基礎研究の）考え方を身につけたいな
と思いました。なかなか治らない病気
がいっぱいあるのも事実で、そういう
ものにも基礎研究は役に立つ可能性が
ありますから」
臨床と基礎研究の間で揺れた時期。

しっかりした基礎研究のやり方や考え
方を学びたかったという研究者の情熱
が伝わってきた。と同時に、山中教授
が繰り返された「基礎研究」の言葉が、
新鮮な響きをもって感じられた。基礎
研究を選択された教授の決断が、iPS細
胞作製につながったのだと思うと感慨
深いではないか。
何事においても基礎は大事なのだ。

私は、本筋を離れて妙に納得していた。
新聞記者でも同じであると。今は、電
話やインターネットでいくらでも情報
を収集できる。しかし、私たちはネッ
ト情報をどこまで信用できるだろうか。
やはり、基本は直接・対面取材である。
取材相手の目の動きや息遣い、色、音、

未来を拓く基礎学術
野口　宏 中日新聞名古屋本社活性化審議室次長

（前文化部長。2006年4月から 2008年7月まで分子科学研究所運営顧問）

レターズ

1952（昭和27）年、長野県茅野市出身。
早稲田大学第一文学部仏文科卒業。
中日新聞飯田支局、東京・中部報道部、長野支局
デスク、岐阜支社報道部長などを経て、2006 年
3月から名古屋編集局文化部長。旧石器・縄文時
代を中心にした考古学取材がライフワーク。
08年 8月から名古屋本社活性化審議室次長。
趣味は登山。今夏も八ヶ岳の硫黄－横岳－赤岳－
阿弥陀岳、北アルプスの白馬－小蓮華－白馬乗鞍
などを歩く。

のぐち・ひろし
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臭いなど現場に立ち会わない限り、決
して得られない “情報” がある。事実を、
真実を客観的に伝えるには、そうした
作業が不可欠なのである。若い時に比
べ、取材に出ることは少なくなったが、
一人の記者として「現場」を大事にす
る気持ちに変わりはない。
話が脱線してしまった。私が山中教

授の話を伺っている時に頭に浮かんだ
ことが、もう一つあった。それは、分
子研の中村宏樹所長の言葉である。昨
年十一月、上下二回にわたって弊紙の
夕刊文化面に寄稿いただいた「先進文
化国家・日本を築くために」。示唆に
富んだ論考であった。特に印象に残っ
ている言葉を紹介したい。「『学術研究』
は技術的応用を直接の視野に置かない
息の長い基礎科学の研究を意味する。
それは、何十年、何百年の後に新しい
科学技術を生み出す『種』となり、新
しい文化の礎となるものなのである」。
私は、科学や芸術など文化の振興こ

そが未来を拓く力になると信じている。
縁あって分子研の運営顧問を務めさせ
ていただいているが、基礎学術研究の
危機をこの国の危機ととらえている先
生方が〝憂国の志士〟に見えたことも
ある。しかし、わが国の基礎学術研究
への投資は先進国の中でも非常に低い
レベルであると聞いた。経済至上主義

の社会にあって、産業に直結しない研
究に企業の資金は流れにくい現状もあ
る。世の中全体が近視眼的で、懐の浅
い社会になってしまっているのである。
基礎学術の振興は、未来を拓く力にな
る――そうした視点で、私たちマスコ
ミも報道を続けていかなくてはならな
いだろう。今、あらためて思うところ
である。
　　　◇　　　　　　　　◇
何だかいかめしい。名前を聞いただ

けで身構えてしまいそうだ。「大学共同
利用機関法人　自然科学研究機構　分
子科学研究所」。基礎学術研究機関とし
ての存在は聞いていたが、活動内容な
どはほとんど知らず「これは、手ごわ
いぞ」と。それが、分子研に対する正
直な印象であった。
中村宏樹所長が中日新聞社を訪ねて

こられたのは、一年余り前のことであ
る。中村所長は二〇〇〇年に「化学反
応における非断熱遷移現象の研究」で、
第53回中日文化賞を受賞されている。
そんな縁もあって、分子研の運営顧
問をお引き受けすることになった。い
や、なってしまったと言った方が当たっ
ていよう。専門を離れ、文化的視点か
ら、事業計画や管理運営について助言
するのが仕事ということだった。しか
し、安請け合いは怪我のもと。中村所

長や分子研関係者の期待を裏切ってし
まった気がする。良い結果を挙げると
したら、中村所長に寄稿いただいたこ
とと、私自身の目が基礎学術研究の重
要性と分子研の現状に向いたことぐら
いであろうか。
最後に、報道に身を置く者として

一点だけ申し添えておきたいことがあ
る。それは、基礎学術研究の拠点とし
て、分子研の存在意義を広く外部にア
ピールし続ける必要性である。確かに、
目先の利害にとらわれず、未来を見据
えた真理の探究を続けることは基本で
あり、理想だ。しかし、それを実現さ
せるためにも広報の充実が求められ
る。岡崎の分子研ではなく日本の分子
研であるという自負をもち、記者会見
は少なくとも愛知県庁で行うべきだろ
う。重要な会見については、東京と名
古屋で同時開催など、より積極的な “広
報活動” を期待したい。国の将来を憂
える内向のエネルギーを外向のエネル
ギーに変え、活動状況をできる限り分
かりやすくアピールしてはどうだろう
か。市民、マスコミ、政治家など、分
子研への理解者を増やす努力も必要だ
と考えるのである。
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あおの・しげとし
1959年愛媛県生まれ。1982年東京工業
大学工学部卒業、1987年同大学院理工学
研究科博士課程修了（工学博士）。日本学
術振興会特別研究員、ジョージア大学博士
研究員、東京工業大学助手、北陸先端科学
技術大学院大学助教授を経て、2002年5
月より岡崎統合バイオサイエンスセンター
教授（分子科学研究所教授を併任）に着任、
現在に至る。
研究テーマは、新規な機能を有する金属タ
ンパク質の生物無機化学的研究。

気体分子と生物との関わりを考え
た時、まず頭に浮かぶのは酸素であろ
う。酸素は、我々人間を含め、酸素呼
吸で生育するすべての生物にとって必
須の気体分子である。光合成反応の基
質として機能する二酸化炭素も、生物
と関わる気体分子としてはポピュラー
なものである。しかし、これら以外にも、
一酸化炭素、窒素、一酸化窒素、水素、
硫化水素、メタン、エチレンなど多く
の気体分子が、様々な酵素反応の基質、
あるいは生成物となることが知られて
いる。
最近になり、気体分子が示す新規

な生理機能として、酵素反応の基質あ
るいは反応生成物としてではなく、気
体分子がシグナル分子として機能して
様々な生理機能制御に関与しているこ
とが報告され始めた。これまでに、酸素、
一酸化炭素、一酸化窒素などの気体分
子が、細胞の運動性制御、遺伝子発現
制御、細胞内での代謝系制御などのプ
ロセスにおいてシグナル分子として機
能していることが報告されている。こ
れらの気体分子が生体中でシグナル分
子として機能するためには、気体分子
を感知するためのセンサータンパク質
の存在が必要不可欠である [1]。我々の
研究グループでは、気体分子センサー
タンパク質を研究対象とし、これら気

体分子センサータンパク質の構造機能
相関の解明を目的とした研究を行って
いる。ここでは、それらの研究の中
から、一酸化炭素センサータンパク質
（CooA）と酸素センサータンパク質
（HemAT）に関する研究成果を紹介する。

一酸化炭素（CO）が呼吸毒となる
ことはよく知られている。しかし、CO

がポジィティブな生理作用を有してい
るとは、ながらく考えられてこなかっ
た。ところが、COを「餌」として生
育可能なある種の細菌では、COの代
謝反応に関与するタンパク質の発現
がCOの有無によって制御されている
ことが分かった。この発現制御は、転
写レベル（DNAからメッセンジャー
RNAが合成される反応）での制御であ
り、CooAと名付けられた転写調節因
子が、COに依存したタンパク質発現
制御に重要な役割を果たしている [2]。

CooAは、約25 kDaのサブユニッ
トが二量体を形成したホモダイマー構
造をとっており、各サブユニットには
1分子のヘム（鉄プロトポルフィリン）
が存在している。CooA分子中に含ま
れるヘムがCOセンサーの本体として
機能しており、ヘムにCOが結合する
ことにより、CooAは転写調節因子

岡崎統合バイオサイエンスセンター
戦略的方法論研究領域
生物無機部門　教授
（併）生命•錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門

気体分子センサータンパク質の
構造と機能

気体分子が示す新たな生理機能

一酸化炭素センサータンパク質、
CooA

青野　重利
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（実際には、転写活性化因子として機
能する）としての活性を獲得する。一
方、酸化型（ヘム中の鉄イオンがFe3+

の状態）、および還元型（ヘム中の鉄イ
オンが Fe2+の状態）CooAは、転写
調節因子としては不活性な状態である。
CooAの転写調節因子としての活性は、
CooAが標的DNAに結合できるか否
かによって制御されている。すなわち、
CO結合型CooAのみが標的DNAへ
の結合能を有しており、他の場合には
標的DNAに結合することができない。

CooA中に含まれるヘムは、次に
示すような特徴を有している。（1）酸
化型、還元型、CO結合型、いずれ
の場合も 6配位低スピン構造を有し
ている。（2）酸化型、および還元型
ヘムにはN末端窒素（光合成細菌R. 

rubrum由来のCooA（Rr-CooA）の
場合はN末端プロリン、CO酸化細菌
C. hydrogenoformans由来のCooA

（Ch-CooA）の場合はN末端α-アミ
ノ基）が軸配位している。（3）還元型
は配位飽和な6配位構造を有している
にも関わらず、生理的条件下において
COと容易に反応し、CO結合型を生
成する。（4）ヘムに配位したN末端と
COとの間で配位子交換反応が進行し、
CO結合型が生成する。
これらの性質は、CooAの機能発

現とも密接に関係している。COによ
るCooAの活性化機構については、す
べてが明らかになっている訳ではない
が、COがヘムに配位することにより
CooA分子のコンフォメーション変
化が誘起されていることは確かである。

このコンフォメーション変化のドライ
ビングフォースとして、次のような可
能性が考えられる。CooA分子中のヘ
ムにCOが配位する際には、ヘムに配
位していたN末端がヘム鉄から解離す
る。このため、N末端を含むポリペプ
チド鎖のコンフォメーションは、CO

配位の前後で大きく変化することとな
り、このコンフォメーション変化が分
子全体のコンフォメーション変化を誘
起する可能性が考えられる。また、CO

がヘムに配位することにより、ヘムポ
ケット中でヘムの回転が起こることが
分かっており、このようなヘムの動き
がヘム周辺のコンフォメーション変化
を誘起し、最終的に分子全体のコンフォ
メーションを変化させている可能性も
ある。

図1 イミダゾール結合型Ch-CooAの構造。タンパク質部分
をリボンモデル、ヘムをスティックモデルで表示。青色
で示したヘリックが、DNA結合モチーフであるヘリッ
クス・ターン・ヘリックスモチーフ中の認識ヘリックで
あり、標的DNAと直接相互作用する部位にあたる。
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COに よ る 活 性 化 機 構 も 含 め、
CooAの構造機能相関を解明するため
には、不活性型および活性型CooA

の分子構造を明らかにする必要があ
る。現状では活性型CooAの構造解
明には至っていないが、不活性型の構
造についてはアメリカのグループが報
告した還元型の構造と、我々が決定し
たイミダゾール結合型の構造の二つが
明らかになっている。X線結晶構造解
析により決定したイミダゾール結合
型Ch-CooAの構造を図1に示す [3]。
COが配位する場合と同様に、イミダ
ゾールはヘムに配位していたN末端ア
ミノ基と交換する形でヘムに配位して
いるにも関わらず、CooAは不活性型
の構造であった。この理由として、図
2に示すような、Met5の主鎖カルボニ
ル酸素とヘムに配位したイミダゾール
との間に形成された水素結合の存在が
考えられる。COがヘムに配位した場

合には、ヘムに配位したCOと周辺ア
ミノ酸との間に特別な相互作用はない。
しかしイミダゾールが配位した場合に
は、Met5カルボニル酸素とイミダゾー
ル間に水素結合が存在するため、CO

が配位した場合に比べて、ヘムの回転
およびヘムから解離したN末端ポリペ
プチドの動きが抑制されているものと
推定される。その結果、CooAの活性
化には不十分なコンフォメーション変
化しか起こらないため、不活性型の構
造に留まっていると考えられる。

HemAT-Bsは、枯草菌のO2に対す
る走化性制御系においてシグナルトラ
ンスデューサーとして機能するO2セ
ンサータンパク質である。枯草菌の
O2に対する走化性制御系においては、
HemAT-BsがO2の存在を感知した後、
一連のシグナル伝達反応が進行し、最

O2センサータンパク質、HemAT

図2  イミダゾール結合型Ch-CooA中のヘム周辺の構造
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図3  酸素結合型HemAT-Bs中の酸素化型ヘムが示す水素結合ネットワーク

終的にべん毛の回転方向が制御される
ことにより細胞の運動性が制御されて
いる。

HemAT-Bs中のセンサードメインは、
ヘムを含んだグロビン構造を有してい
る。共鳴ラマン分光法を用いた研究に
より、O2結合型HemAT-Bsには、ヘム
に結合したO2と周辺アミノ酸残基との
間に形成される、図3に示すような異
なった水素結合ネットワークを有する3

種のコンフォーマーが存在することが
分かった。ここでは、ヘムポケットに
存在するThr95が、ヘムに配位したO2

との水素結合に関与している。O2の代
わりにCOやNOが結合した場合には、
ヘムに配位したこれら外部配位子と周
辺アミノ酸残基間に水素結合等の相互

作用は存在しない。これらのことから、
Thr95とヘムに配位した酸素との水素
結合の存在が、HemAT-BsによるO2

の選択的センシングに重要な役割を果
たしていると考えられる。

HemAT-Bsによる選択的O2センシ
ングには、ヘムに配位したO2への水
素結合のみではなく、ヘムプロピオン
酸基と周辺アミノ酸残基間での水素結
合ネットワークが重要な役割を果たし
ていることも明らかになっている。す
なわち、HemAT-Bs中のヘムには、O2、
CO、NOいずれも結合可能である
が、生理的なリガンドであるO2が結合
した場合にのみ、His86とヘムプロピ
オン酸基との間で水素結合が形成され
る。この水素結合形成は、ヘム遠位空

間のコンフォメーションに影響を及ぼ
し、Thr95とヘムに結合したO2間での
水素結合形成を誘起する。His86をAla

に置換したH86A変異体では、ヘムプ
ロピオン酸基に対する水素結合が形成
されない結果、Thr95とヘムに結合し
た酸素間での水素結合も形成されない。
このように、生理的なリガンドがヘム
に結合した場合にのみ、ヘムおよびヘ
ムに結合したO2と周辺アミノ酸残基
間での特異的水素結合ネットワークの
形成がおこり、その結果、HemAT-Bs

のコンフォメーション変化が誘起され、
最終的にHemAT-Bsの機能発現へと至
る一連の分子内シグナル伝達反応が完
了するものと考えられる [4]。
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分子研シンポジウムが6月13日午後
～ 14日午前に開催されました。このシ
ンポジウムは14 日午後のオープンキャ
ンパスに連動させた企画で、昨年度か
らスタートし、本年度が2回目になり
ます。お話をいただいた講師と講演題
目は以下のとおりです（講演順に記載）。
分子研OB、総研大OBを中心に4研究
領域から推薦された7名の先生方です。

藤田　　誠 （東大・工　教授）
「自己組織化分子システム」

緑川　克美（理研　主任研究員）
「アト秒レーザーで探る原子・分子の超
高速ダイナミクス」

稲辺　　保（北大・理　教授）
「分子結晶の設計と機能開発」

谷口　弘三（埼大・理　准教授）
「超高圧を用いた有機超伝導体の研究：
新超伝導探索と発現機構の理解」

小松崎　民樹（北大・電子研 教授）
「1分子時系列情報から生体分子機能の
複雑さを解読する」

Chaoyuan Zhu（ 台 湾　National 

Chiao Tung University　教授）
「S e m i c l a s s i c a l  t h e o r y  w i t h 

a p p l i c a t i o n s  f o r  n o n - B o r n -

O p p e n h e i m e r  m o l e c u l a r 

dyanmics」

高橋　　保（北大・触媒セ　教授）
「新しい分野へのチャレンジ，炭素－炭
素結合切断反応の開発」

参加者（参加登録
された人数）は、所
外 53名、所内 45名
の計98名です。登録
されなかった所内参
加者もあったようで、
一時はコンファレ
ンスセンター小会議
室がいっぱいになり、
座れない方が十数名
いました。所外から
は学部生、大学院生、研究者、企業と
幅広く参加していただけました。皆さ
んに総研大への進学や共同研究の提案・
申請を促すことを意図して、それぞれ
の講演の最初に分子研との関わりを紹
介していただきました。各講師の分子
研や総研大への愛着を感じる話ばかり
で、我々にとっても大いに励まされる
ものでした。13日夕方、所内外の学生、
研究者の交流を深めるため懇親会を行
いました。懇親会には所内の方の参加

が若干少なく、来年度は特に総研大生
の積極的な参加を期待します。参加者
の皆さんには分子科学の多様性ととも
に、その基礎を支えている分子研の存
在意義を感じ取っていただけたものと
思います。お忙しい中をご協力いただ
いた講師の先生方にこの場をお借りし
て感謝申し上げます。

（藤井　浩　記）

分子研シンポジウム2008
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2008年 6月 14日（土）に分子研
オープンキャンパスが分子科学研究所
において開催された。本事業は全国の
大学院生、学部学生および若手研究者
を対象に、分子研で行なわれている研
究内容を分かり易く解説することによ
り、共同研究の機会を拡大するととも
に、総合研究大学院大学の物理科学研
究科を担う教育機関であることについ
ても、外部の方々に広く認識して頂く
ことを目的としている。本年度で18回
目の開催となるが、広報室の発案でそ
の名称が “オープンハウス” から “オー
プンキャンパス” へと変更された。また、
例年前日から開催される分子研シンポ
ジウムと連携して開催した。本年度は、
オープンキャンパスでの申し込み総数
は47名、キャンセルが2名で、北は北
海道から南は鹿児島まで、学部学生15

名、修士課程20名、博士課程4名、そ
の他の方々 6名の、総勢45名の参加と
なった。シンポジウム、オープンキャ
ンパスの双方への参加者は28名であっ
た。
当日は13:15より岡崎コンフェレン

スセンター小会議室で説明会を行った。

受付では希望者に「分子科
学者がいどむ12の謎」およ
び、「爆発する光科学の世界」
を各々 6、4名に購入頂いた。
分子研、総研大のパンフレッ
ト、および募集要項等を資料
として配布し、中村所長、永
瀬教授、田中教授から分子研、
総研大、共同利用について丁
寧なご説明があった。その後、
明大寺、山手の両地区で 14:00から
18:00まで実験室を自由に見学して頂
いた。写真撮影のため実験室を伺った
際、各部屋では先生方がポスターや機
器を前に熱心にご説明されていた。参
加者は訪問した各グループで十分に時
間をかけて、熱心に先生方のお話しを
聞いていた。また、対応した先生方か
らも、今年度の参加者は例年より熱心
であったことを伺った。当日はシャト
ルバスの終了間際まで、所内を歩く参
加学生さんの姿が見かけられた。
一方、アンケートは、説明会で提出

を強くお願いしたが、回収率は51％に
留まった。今回のアンケートでは情報
の入手先、ポスターの印象等について

具体的な質問を行った。アンケート結
果から、参加情報の入手先は、先生から
の紹介、およびホームページが大きな割
合を占め、残念ながらポスターは4％に
留まった。また、ポスターに関して、そ
の印象が参加に大きく左右するという返
答は30％以下であり、所属の機関で過
去に見たことがないという返答は73％
を占めた。ポスターは目にする機会があ
れば一定の効果があると思われるが、そ
の機会が十分でないことが伺えた。今回
のアンケート結果は、学生さんの多くは
インターネットを情報収集の手段として
いることを表しており、名称の変更は効
果があったのではないかと思われる。ま
た、自由コメント欄には、「先生方のお
話が大変面白く、研究所の学生に不親切
なイメージが払拭された。」、「もっとこ
のような機会や、Web、ポスターなど
を作成して知名度を高めてほしい。」な
ど、これからの広報活動に有益なコメン
トを頂けた。
最後に今回のオープンハウスの開

催にあたり、所内の皆様、各大学の先
生方をはじめ、広報担当の原田美幸様、
中村理枝様には大変にお世話になりま
した。この場を借りて、厚く御礼申し
上げます。

（西村勝之　記）

分子研オープンキャンパス2008

先生
56%

ウェブページ
33%

友人
7%

ポスター
4% 雑誌

0%

オープンキャンパス開催情報入手先

知らなかった
41%

良く知っていた
17%

聞いたことがある
42%

総研大認知度
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我が国が世界規模での資源・エネル
ギー・環境問題を抱えた現代社会の中
で、科学技術創造立国として、これか
らも持続的に発展していくために、大
学および大学共同利用機関が国際的に
活躍できる人材を数多く育成し輩出す
るための大学院教育の改革が不可欠で
あるとの観点から、分子科学研究所で
は、毎年、日本学術会議化学委員会と
日本化学会との共催で大学院教育戦略・
国際化・学術動向・設備・科学政策に
ついて多角的統括的に討議する所長招
聘研究会を行っている。平成20年度も、
5月7日（水）13時から岡崎コンファ
レンスセンターで参加者70名で第7回
所長招聘研究会「教育・研究環境のあ
るべき姿」が開催された。研究会は分
子研所長・中村宏樹の挨拶と日本学術
会議化学委員会委員長・岩澤康裕の趣
旨説明の後、三つの課題に分けて、以
下に示す講師が、それぞれの課題につ
いて講演を行った。

本年の研究会も講演後の活発な議論
のため、最終的には予定時間から2時
間の大幅な遅れを生じ、予定した自由
討論の時間がなくなりました。本年の
講演は、例年以上に優秀な若手人材獲
得のための世界戦略の必要性が強く指
摘された。おもな講演を取り上げると、
課題1で、野依良治氏は、米国、英

国は国家戦略として多額の奨学金を出
して海外からの優秀な留学生の世界的
争奪戦を行っているのに対して、科学
技術創造立国を標榜する日本政府の高
等教育への財政支援と国際的頭脳争奪
戦に関する国家戦力のなさを強く指摘
された。大竹暁氏は「日本型研究室の
問題点」、「補助金と委託費による競争
的研究資金の相違の認識」、「公正な評
価と研究者の実行責任」「科学コミュニ
ティの社会に対する説明責任」等の問
題点の解決による研究費の増額のため
の方法論に関して独自の意見を展開さ
れた。本田成親氏は、国際間での頭脳

獲得競争の成否が国家の存亡を左右す
る時代に突入しつつあることを、米国、
英国、フランス、ドイツ、オーストラ
リア、シンガポール、中国の具体的な
例を挙げて説明され、この問題に対す
る日本政府および大学の認識の低さに
強い危機感を表明された。
課題2で、西 信之 氏は、分子研が中

心になって進めている「設備有効活用
ネットワーク」の現状と出席者への支
援を求める講演を行った。
課題3で、相澤益男氏は、イノベー

ション創出戦略、人材育成・獲得戦略、
環境変動解決への国際的取り組み、持
続的成長のための米国、EU、英国、中
国、OECD諸国が採用している科学技
術政策、第3期科学技術基本計画に沿っ
て日本が取り組むべき財政改革、多様
な人材の育成・確保・活躍促進のため
の方策、評価基準に関して説明された。
岩瀬公一氏は「目標設定の明確化」に
焦点を絞り、明確な目標設定に基づく

第7回所長招聘研究会「教育・研究環境のあるべき姿」

「課題1　大学院教育の属際化、戦略性、施策」

野依良治（理化学研究所理事長）「大学院教育の国際化にむけて」

大竹　暁（文部科学省研究振興局基礎基盤研究課長 )「国際競争の中の日本――主として研究の側面から」

西本清一（京都大学教授）「グローバルリーダーシップ大学院工学教育の取組み」

巽　和行（名古屋大学教授）「日独共同大学院プログラム――大学院教育国際化の取組み」

本田成親（ジャーナリスト）「世界頭脳争奪戦の現況とその戦略について」

「課題2　化学の学術動向と研究設備」

小池康博（慶応義塾大学教授）「フォトニクスポリマーの研究を展開するにあたって」

西　信之（分子科学研究所教授）「化学系研究設備有効活用ネットワークの現状について」

小倉克之（千葉大学名誉教授）「化学の研究展開と研究設備――千葉大学の現状を中心に」

「課題3　科学政策と評価」

相澤益男（総合科学技術会議議員）「科学技術政策のグローバル化」

岩瀬公一（文部科学省科学技術・学術政策局科学技術・学術総括官）「政策のねらいと評価」

北澤宏一（科学技術振興機構理事長）「科学技術研究環境の変化について」

有本建男（科学技術振興機構社会技術研究開発センター長）「グローバル・イノベーション・エコシステム」

【世話人】  理化学研究所理事長 野依良治、分子科学研究所所長 中村宏樹、日本学術会議化学委員会委員長 岩澤康裕
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「ロードマップの策定」、「競争的資金の
制度設計と成果の具体的例示」、「自立
的法人運営のための目標設定」につい
て説明された。北澤宏一氏は、年間10

兆円に達する日本の貿易黒字が20年以
上継続しており、さらに日本企業が行っ
てきた積極的な海外投資で、年間20兆
円の投資利益を生み出している日本経
済の現状を説明された。その結果とし
て国内での新産業創成と輸出増への意
欲の減退によるGDP飽和現象、失業

問題（フリーター問題）、非正規雇用の
増大等の「日本病」が蔓延しつつある
危険性を強く指摘され、その克服のた
めのイノーベションの仕掛け作りの緊
急性を強く指摘された。有本建男氏は、
中国、インドの急激な経済成長を踏ま
えて、我が国の緊急の課題として国際
的に通用する人材の確保、科学と技術
の融合、Funding制度と大学改革、国
際化を取り上げられた。さらに、大学
の質と量の分布を踏まえた人材の確保

の観点からは、今後ますます中国、イ
ンドからの人材確保が重要になること
を指摘された。
今回の研究会で、筆者は国際間での

人材獲得競争での日本の国家戦略の構
築と、北澤宏一氏が指摘された定常的
な貿易黒字と投資利益がもたらしてい
る「日本病」に対する緊急の対応策を
打ち出すことの必要性を強く印象づけ
られました。

（田中晃二　記）

若手研究者育成を目的とした機構長
裁量経費事業として、2008年 2月 5

～6日の2日間に渡って、分子研若手
研究者助教8名がマレーシア科学大学
（University Sains Malaysia, USM）を
訪問し、ジョイントセミナー、研究交
流を行ったので、この場を借りて報告
致します。
本事業は、分子研若手研究者が研

究成果を国際的に積極的に発信してい
くと共に、アジア地域においては特に
科学研究発展の先導的役割を担うこと、
また新しい国際的な連携関係を築くこ

とを目的として行った。マレーシア
はASEAN諸国の中でも近年急速に
経済発展する国の一つである。マレー
シア科学大学はマレーシアペナン島に
位置し、マレー大学に次ぐ教育・研究
水準を有する総合大学として知られる。
今回、同大学生物学部のKumar博士が
ホストを務めて下さり、同大学化学学
部とのジョイントセミナーが実現した。
分子研側は、物質分子科学領域から十
代健、西條純一、根岸雄一、石塚智也、
生命・錯体分子科学領域から手老龍吾、
岡崎統合バイオサイエンスセンターか

ら吉岡資郎、分子スケールナ
ノサイエンスセンターから田
中啓文、東林修平、の8名の
助教が参加し、USM側から
は化学学部からWan学部長、
Baharuddin 副学部長を含
む教授陣と助教授、講師の若
手スタッフ及び学生、生物学
部からKumar講師が参加し、
セミナーは全体で約30名程度

の規模であった。
セミナー 1日目は、冒頭に東林から

分子研についてスライドを用いた研究
所紹介を行った後、分子研側から8名
が、USM側から5名の教授陣が、各々
の最新の研究成果について講演し、研
究討論を行った。2日目には、数グルー
プに分かれ、化学学部、生物学部の共
通施設及び各研究室を回り、施設・設
備見学を行うとともに、各研究グルー
プの研究内容について説明を受け、研
究討論を行った。マレーシアにおける
分子研の知名度はそれほど高いと思わ
れなかったため、セミナーの冒頭で分
子研の歴史、位置付け、施設、研究水
準、各種プロジェクト、及び総合研究
大学について、スライドを用いた紹介
を行ったことは、正解であったと思わ
れる。日本の分子科学研究領域におけ
る分子研の占める地位について認識を
深めることができた。講演については、

機構長裁量経費事業
若手研究者によるアジア新興国研究機関との研究交流促進
――マレーシア科学大学との分子科学シンポジウム――
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分子研側はいずれの講演も高水準の研
究内容に聴衆からの反応も高く、質疑
応答も活発に行われ、USMの若手研究
者、学生も討論に加わった。USM側の
講演は、若手によるセミナーという趣
旨がうまく伝わっていなかったためか、
講演者はいずれも教授陣によるもので
あった。

USMの研究内容は、政府による応
用重視の政策もあって応用研究を中心
としたものであり、講演者の研究分野
が有機材料化学、無機触媒化学、環境
化学、高分子化学と多岐にわたったこ
とを差し引いても、分子研側の基礎研
究を中心とした研究内容とはかなりの
ギャップが認められた。研究設備につ
いては、NMR, ガス／液体クロマトグ
ラフィー、マススペクトロメトリーな
ど基本的な設備が共通設備として近年
導入され、またSciFinder、主要なジャー
ナルなどの情報ソースも利用できるこ
とから、基本的な研究環境は現在では
整っているように思われる。各々の研
究室の設備については研究室間でかな
りの差が認められ、日本の研究室と遜
色のないグループから最低限の器具さ
え揃っていないグループと様々であっ
た。これは、応用研究を目的とした政
府のグラントの各グループの獲得状況
によるものである。マレーシア全体と
して外資系メーカーの工場進出は盛ん

で、ペナン島周辺も化学産
業、電子機器産業を含む外資
系メーカーの工場が多く見ら
れる工業地域であった。しか
しながら、これらは製品製造
を目的としたものであり、マ
レーシア国内で研究開発を行
える職は極めて限られるとの
話であった。このため、化学
系の大学／大学院を卒業して
も相応の職がなく、化学系

への進学意欲が低い、あるいは研究意
欲が低い一因となっている。こういっ
たことから、自国産業育成のため、政
府の大学機関への研究費は、日本の感
覚における応用研究以上に、実際の製
品開発を目的としたものを奨励してお
り、研究内容も必然的にそれを目的と
したものとなっている。しかしながら、
基礎的な高等教育や基礎研究が欠如し
ていることから、応用研究も表面的な
ものに留まっており、一部を除いて総
じて教員の水準が決して高くない結果
となっているように感じられた。近年
の経済発展に伴い、研究費の配分、大
学の研究設備の改善は徐々に進んでい

るものの、高等教育／基礎研究とそれ
を担う教育者／研究者の育成が追いつ
いていない。これらの発展なくしては、
応用研究、産業育成も容易ではないと
強く感じられた。
このような大きな研究の質の違いか

ら、今後の共同研究や研究交流は分子
研とUSMの双方にとって相乗的な効果
は薄いと考えられる。しかし、日本へ
の留学とその後の共同研究により、高
いモチベーションと研究水準を維持し
ている研究室も一部に見られたことか
ら、教育レベルからの交流は双方にとっ
て大きなメリットが得られると考えら
れる。事実、今回のジョイントプログ
ラムを通して、純粋に向学意欲の高い
積極的な学生も見られた。
最後に、今回のジョイントセミナー

を通じて、終始お付き合い頂き歓待し
て下さったUSM化学学部Wan学部長、
Baharuddin 副学部長 ,生物学部Kumar

講師に、この場を借りて御礼申し上げま
す。今回のプログラムはKumar博士と
田中博士の理化学研究所時代からの交流
により実現したものです。

（東林修平　記）
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機構長裁量経費の支援を受けて、平
成20年1月15日から3日間にわたり「理
論分子科学のフロンティアを探る」と
題する若手研究会（於岡崎コンファレ
ンスセンター）を開催した。10月末に
経費を認めて頂き、平成20年度中に開
催せよとのことであったので、広く参
加者を募るのではなく、発起人（筆者
に筑波大学の重田氏、横浜市立大学の
渕上氏を加えた3名）が話し合って選
んだ気鋭の若手研究者に直接参加を要
請した。その際に掲げた開催趣旨は以
下の通りである。 

“一昔前の理論分子科学は、電子状態
理論と化学反応理論とを中心とする、量
子力学という強固な基礎体系を基盤と
した exact science のことを指してい
た。適度な複雑さを持つ分子を対象に
様々な理論が生まれ、孤立分子のことは
ほぼ分かるという段階にまで進歩した
頃、我々はこの世界に足を踏み入れた。
このような境界条件のもと、小さな孤立
分子を対象としているだけではダメだ
という認識が我々の意識に生じ、結果と
して我々の世代の理論分子科学者の活
躍するフィールドは大きな広がりを見
せている。生体・ナノ物質、溶液や表
面などの環境を含む分子のサイエンス
をその代表例として挙げることができ
よう。理論分子科学者がこのように様々
なフィールドで活躍することは、それ自
体、非常によいことである反面、上述の
サイエンスは理論分子科学として全体
をくくるより、諸学問分野における微視
的アプローチとして規定する方が実情
をよく反映するほど、理論分子科学者同
士の交流は希薄になってしまったよう
に思われる。自ずからそうなったのであ
るから、それはそれで特に問題はないの

かもしれない。しかしながら、様々な
分野に散らばった学問基盤を共有する
同士が一堂に会して議論を行うという
ことも魅力的なことだと発起人は考え
た。流行の分野には様々なセンスの人々
が集まり視野を広げることができる一
方、議論の深まりは必ずしも期待できな
いのに対し、共通の学問基盤を持つもの
同士、丁々発止の議論ができたとしたら
面白いのではないか。このような趣旨の
もと、若手准教授、助教、ポスドクを中
心とした実際に手を動かして研究をし
ている実働部隊の皆様にお集り頂き、通
常の研究成果報告会とは異なるスタイ
ルでの研究会を開催したい。研究会を通
じて多様な研究分野の共通基盤として
の分子科学を再認識し、フロンティアに
横たわる問題意識を参加者で共有する
ことが本研究会の目的である。”
若手研究者間の横の繋がりを新た

に作ることも目的としてこれまで交流
の無かった方々にも参加を要請したが、
若手研究者間の交流が希薄であるとの
認識に賛同を頂けたようで、講演者は
すぐに決定した。ところで、筆者にとっ
て研究会の主催は初めてのことであっ
たが、分子研には優秀な秘書さんがい
らっしゃり、コンファレンスセンターも
あるので、事務・会場業務に煩わされる
ことなく研究会を開催することができ
た。これほど簡単に研究会を開けるのだ
から、（グループリーダーの理解あって
のことですが）若手所員もどんどん各々
の興味の赴くまま、楽しい研究会を開い
てはどうだろうか。閑話休題。研究会で
は21件の発表があった（表1）。
当日は、所内からのオブザーバー参

加（柳井毅准教授・吉田紀生助教・石
村和也技術職員）があり、参加者総数

は24人であった。個々の発表の内容を
意味のある形で要約することは、紙数・
筆者の能力をともに大きく超えている。
そこでここでは、筆者個人が研究会か
ら受けた印象を記すこととする。研究
会の雰囲気が伝われば幸いである。

大規模計算とモデル化
孤立分子の性質を調べ上げる狭義

の分子科学を超えて、本来の分子科
学――溶液・表面など環境と相互作用
する分子、もしくはタンパク質などの
巨大分子の関与する現実系の分子科学
――を理論的に押し進めて行くに当り、
大規模計算が必要となるのは必然である。
その意味で、大塚・中田両氏の大規模系
へ向けた電子状態理論の開発は王道とも
言うべきものである。大規模系電子状態
理論が現在、理論分子科学の大きな潮流
をなしていること自体が、この方向性の
重要性を物語っていると言えよう。
一方で、研究会を通じて示されたも

うひとつの考え方があった。それはつま
り、いくら計算機の進歩が早いとは言っ
ても、現実系を時間依存シュレーディ
ンガー方程式に基づいてシミュレート
できるようになるのは遥か先のことで
あり、それでも我々は孤立小分子の世
界を超えて行かなくてはならないのだ
とすれば、現実系をうまくモデル化す
る手法の開発が重要だというものであ
る。ある意味保守的な考えだとも言え
るが、早い計算機を作って全てをその
中にいれてしまえば何でも分かるとい
う世の中の風潮に対しては、強いアン
チテーゼとなっている。墨氏の2成分密
度汎関数法による液体水素の金属－非
金属相転移の話などは洗練されたモデ
ルのよい例であった。

機構長裁量経費事業
若手研究会「理論分子科学のフロンティアを探る」開催報告
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部分と全体、量子と古典
系の振る舞いがある程度ローカルに

決まっているとすれば、重要な部分と
そうでない部分に、つまりシステムと
環境に分けるのが素朴であると同時に
自然であろう。実際に、日野・鷹野両
氏はそれぞれ、適切な部分系を取って
きて高精度な電子状態計算を行うこと
で、創薬化学や生体反応のある側面が
うまく記述できることを示した。石田
（干）氏は液相反応に対して、溶質を量
子力学的に、溶媒を古典統計力学的に
扱う時間依存RISM-SCF法によって光
励起後の溶媒和ダイナミクスを議論し
た。筆者自身は、このような部分系の
抽出の際に、一般的には部分系を開放
系として扱う必要があることを説明し、
表面吸着分子系でその効果が著しいこ
とを示した。中村氏は同様なバルク物
質と接続された分子という開放系でお
こる電子移動の理論をレビューし、コ
ヒーレント極限のLandauer理論とイ
ンコヒーレント極限のMarcus理論の
間に位置する理論の不備を指摘した。 

コヒーレンスをどの程度真面目に扱
うべきかという問題は、大規模系の動
力学シミュレーションにおいても現在
広く議論されている。山田氏は原子核
の自由度に対する量子古典混合シミュ
レーションのレビューに加え、量子力
学的自由度と古典力学的自由度が相互
作用するとみる氏の取り組みについて
述べた。長い歴史を持つアプローチ
として、古典力学の側から量子性をい
れていく半古典論がある。重田氏は新
しい拡張された古典力学によって、中
山氏は古典軌道の特殊なアンサンブル
をとることで、古典力学＋αの手間で
量子揺らぎを考慮したシミュレーショ
ンが実行可能であることを示した。コ
ヒーレント・インコヒーレント両極限
の間に、一般性のある、セミコヒーレ

ントとでも呼ばれるべき階層は存在し
ているだろうか。存在したとして、古
典軌道間の干渉を自然な形で適度な計
算量で記述する理論の構築は可能だろ
うか。電子・核自由度の連関の問題も
ある。大規模系のダイナミクスの理論
には今なお多くの解決すべき問題があ
ると感じられた。

分子科学のシニフィエ
佐甲氏は、量子ドットの研究で盛

んに論じられる閉じ込められた電子系
の多体波動関数を、分子振動で氏が議
論に用いてきたローカルモード描像を
適用して鮮やかに解析してみせた。こ
のように、狭義の分子科学から一歩足
を踏み出した分野で物事を考えるとき、
まず我々は、その分野で用いられる概
念・用語を分子科学的な概念に置き換
えてみることから始めるであろう。例
えば、蛋白質のフォールディングの問
題を物理学者はある種の相転移とみな
すが、分子科学者は巨大分子の異性化
反応と捉え、ノーマルモードや IRCと
いった概念の適用を試みたいと考える。
渕上氏は、蛋白質の動力学シミュレー
ションで “観測” される運動と低振動
数のノーマルモードがよく対応するこ
とを指摘した。蛋白質の全反応経路を
探索することは難しいが、前田氏はそ
れを近い将来可能にし得るであろう強
力な反応経路探索手法について話した。
宮下氏の示したアルツハイマー病感染
の初期過程を、これらの概念から解析
することも興味深いであろう。アルツ
ハイマー病の感染を司る遷移状態とは
このようなものです、と提示すること
ができれば、分子科学の意義を一般に
知らしめることができるかもしれない。
直接（一分子計測でない）通常の実験
との対応を考えると、トラジェクト
リーのアンサンブルに基づいた議論を

行うべきである。石田（豊）・河津両
氏は、トラジェクトリー・アンサンブ
ルからの自由エネルギー曲面の構成法
について述べた。現状では、自由エネ
ルギー曲面を描く座標を事前に仮定し
なくてはならない点が、筆者には不満
であった。この恣意性を除いた自然な
反応座標を定義するために、一般化さ
れた IRC（蛋白質の IRCは分岐を繰り
返し、そのままでは適切な反応座標と
はなり得ない）や、寺本氏の示した位
相空間での反応チューブが利用できれ
ばと思う。また、熱的ダイナミクスの
直感的な理解のためにはアンサンブル
を代表するトラジェクトリーが分かる
とよいと感じた。高橋氏が示したよう
に、量子論は古典軌道の特殊なアンサ
ンブルから生成されると見ることもで
きる。だとすれば、量子論に古典的極
限・半古典論があるように、熱的アン
サンブルが少数の有効トラジェクトリ
に帰着することがあってもいいかもし
れない。筆者の妄想はともかくも、ノー
マルモード、ローカルモード、反応座
標、大振幅運動、分子内振動エネルギー
再分配と言った概念の総体からイメー
ジされる、我々が “分子振動” という
シニフィアンで語るところのシニフィ
エに基づいた直感が、蛋白質を語る新
しい概念を生み出す可能性は大いにあ
ると感じた。その他の分野への参入の
際にも、分子科学のシニフィエは我々
に力を与えてくれるであろう。

分子科学のテクニック
分子科学は物理と化学の境界領域に

生まれた “元祖” 学際分野であり、化
学の問題への物理学的手法の導入にそ
の特徴があった。ところが近年では、
理論分子科学において開発、洗練され
た電子状態理論の他分野への適用が一
つの流れとなっている。袖山氏による
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transcorrelated法の固体バンド計算
への適用もその流れの中に位置づけら
れ、今後の発展が期待される。保木氏
は、氏がレーザーによる分子制御の研
究に従来より用いてきた最適制御理論
のコンピューター将棋への応用（氏の
プログラム “ボナンザ” は渡辺竜王と
の対戦でも有名）について話した。懇
親会でのディスカッション（？）では、
棋譜の評価法が平均場的であるとの指
摘がなされ、多体相関を入れるために
coupled-clusterにしろ、励起演算子
をexponentialの肩に載せろなどと、
実にいい加減なアドバイスも飛び交い
大いに盛り上がった。

研究会を終えて
これまで若手同士で集まると、ロラ

ン・バルトが大都市東京の中心にある
皇居を指して「その中心は空虚である」
と言ったことをもじって、もともと物
理と化学の境界に成立した分子科学に
は堅固な実体などなく、その中心は空
虚なのではないかと穿ってしまうのが
常であった。しかしながら今回、参加
者各々が様々な分野に出て分子科学の
視点を持ちながら活躍する姿を見ると、
縁辺である山手線界隈が盛り場となっ
ているそのとき、中心は確かに存在す
るのだと実感することができた。新し
い物質が合成できればそれでよしとさ
れる化学の世界で、ことさら分子科学

は現象の理解や概念の抽出にこだわっ
てきた。21世紀の新しい物質科学、生
命科学を理解する明確な概念を生み出
すのは我々をおいて他にあるまい。研
究会を通じて、このような大それたこ
とを考えた。それだけの熱気が研究会
にはあったのである。理論分子科学と
いう枠組みで集まる意義があるのかど
うかを見極めることも研究会の目的の
一つであったが、その意義はあったと
自信を持って結論する。最後に、この
ような格別なテーマのない実験的な集
会に、機構長裁量経費からのサポート
を頂けたことを改めて感謝して、報告
を終えることとする。

（安池智一　記）

表1

※発表順

大塚　勇起（分子研）Confi guration State Function を用いたプロジェクタモンテカルロ法

中田　真秀（理　研）二次の密度行列の変分法に関する研究：最近の進展より

佐甲　徳栄（日　大）擬1次元人工原子のエネルギー準位構造と多体波動関数

中村　恒夫（東　大）分子科学はナノサイエンスに有効なツールとなり得るか？ ――ナノスケールでの電子移動の考察――

安池　智一（分子研）表面吸着分子の局所電子状態：開放系量子力学に基づく分子科学

袖山慶太郎（東　大）平面波基底を用いたトランスコリレイティッド法による固体の第一原理計算

日野　　理（アドバンスソフト）インシリコ創薬化学と電子相関理論

山田　篤志（分子研） 凝縮系の量子シミュレーション――量子古典混合系近似による手法――

前田　　理（東北大）超球面探索法による非調和下方歪み追跡：巨大系の反応経路解析と単分子反応ダイナミクス解析へ向けて

保木　邦仁（東北大）最適制御理論 ―― 化学反応からゲームまで ――

石田　干城（分子研）Theoretical Investigation of Time-Dependent Phenomena in Solution 

                                  : Pursuing Environmental Change around Solute Molecule and Polarization Effect

寺本　　央（北　大）力学系としての分子ダイナミクスの普遍的側面の理解に向けて

石田　豊和（産総研）複合モデリングによる糖タンパク質 - 糖鎖複合体の解析

鷹野　　優（阪　大） 金属タンパク質の活性中心の電子構造

河津　　励（京　大）古典動力学シミュレーションを用いた自由エネルギー差の計算

宮下　尚之（理　研）神経変性疾患のメカニズムに対する理論生物化学からのアプローチ

渕上壮太郎（横浜市大）タンパク質立体構造変化における経路の揺らぎと動的機構：タンパク質という分子の理解に向けて

高橋　　聡（東　大）カオスの半古典エネルギー量子化

中山　　哲（北　大）凝縮系における原子核の量子シミュレーション

墨　　智成（豊橋技科大）高密度流体水素の金属――プラズマクロスオーバーおよび金属 -非金属転移

重田　育照（筑波大）準量子キュミュラント分子動力学法
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分子研では平成17年度より系・施
設の在り方等検討委員会を設置し、分
子研の今後の進むべき方向とその受け
皿となる研究体制を探っているが（分
子研リポート 2005, p.340、2006, 

p.286；分子研レターズ53号（2006.3） 
p.14、57号（2008.5）p.14.参照）、
平成19年度は大学共同利用機関として
の在り方について検討した。検討結果
を要約すると以下のようになる。

（A）組織として国際的に分子科学研
究を先導していくのはもちろんのこと、
個人レベルでも真に独創的な研究を生
み出すための特徴ある方策を打ち出し
ていくこと。
（B）分子研の研究成果を大学等に還
元していくとともに、特徴ある研究設
備を精査して組織的に整備し共同研究
に供していくこと。
（分子研の特徴）活発な人事流動を
通して所内と所外が入れ替わる、つま
り（A）と（B）は密接に関係している
こと。

詳細は分子研リポート2007, p.321

～324にまとめ、公開しているが、そ
れに対して、昨年末までに、コミュニ
ティを代表している運営会議メンバー
にそれぞれ意見をお願いし、さらに、
共同研究者、分子研OBの一部からも
意見をいただいた。以下はそのまとめ
である（順不同）。これらを参考に所内
でさらに検討を進める予定である。

[運営会議メンバーからの意見]
・分子研に最も期待するのは大学か
ら若い人材を採用してもらって成長し
たところで大学に戻してもらうことで

ある。研究レベルや国際化などは大学
とあまりかわらない。
・大学と分子研の差がないという意
見はごく一部の大学であって、研究を
やろうにも何もできない大学が沢山あ
るので、そのような大学にとって分子
研の共同利用や人事採用は不可欠であ
る。
・教育は大学に任せてもらって、分
子研は先端的研究に専念すべきである。
・准教授の人事流動と同じように、
教授についても若い人材を大抜擢して、
成果が出れば大学に戻すことをもっと
考えてはどうか。
・創設当時に比べて分子研の予算も
激減しているようであるが、やはり所
長が頑張って大きな予算を獲得して、
分子研は大学よりははるかに優れた研
究環境にしてもらうことが重要。
・リスクのある研究でもやれる環境、
短期的な成果を求めない姿勢はすばら
しいので、もっと所外に宣伝したらど
うか。日本で女性研究者が育ちにくい
のは分子研のような研究環境が大学に
少ないからなのかも知れない。

[共同研究者、分子研OBからの意見]
・准教授、助教に関する人事制度や
研究支援はきわめてうまくいっており、
このままでよい。（共同研究者、分子研
OB）
・分子研は分子科学の専門家集団と
してシャープなピークを作っており、
その点では他の機関の比ではない。高
い研究水準（数ではなく、質）を維持
することが分子研の生命線。（共同研究
者、分子研OB）
・分子科学の分野の指針となるべき
基礎的かつ重要な分子研の研究成果を、

論文ばかりでなく学会や大学での講演
などで発信してもらうことが重要。そ
うすれば自ずと研究所に人が集まり、
共同研究も活発になるはず。（共同研
究者）
・分子研の存在感がかなり減少して
いる。教授は分子研の顔であり屋台骨
でもあるので、それぞれの分野で高い
質の研究をもって存在感を示すことが
望まれる。そのためには、学問世界で
その存在感を与えるリーダー的活動も
やりやすくするように、とりわけ業績
の高い教授層に対する人的サポート等
の施策を考えて、研究所の存在感を増
すための努力を払うことが喫緊に必要
ではないか。たとえ教授ポスト数を減
らすことになったとしても、各教授
には助教2、ポスドク1を配分すべき。
設立当時の分子研の教授グループは実
質的にそのような体制だったはず。（分
子研OB複数名）
・長期的ビジョンについてはあまり
気張らないで自然な方が良い。建前論
が先行すると却って自由な発想を阻害
する。分子研の究極の存在意義は、基
礎的な分子科学分野で優れた研究者の
インキュベーターであることにある。
物理と化学の境界領域をコアとして分
子を理解するという立場は、生物関連
にまで対象が広がった現在でも変わら
ない。この分子科学を志すものにポジ
ションを与えて自由に研究させること
こそ重要。（分子研OB）
・分子科学の対象が広がって来た現
在、「分子を扱っていれば分子科学」「分
子を扱っているので私も実はナノテク
研究者」というような安易な基準で人
事を進めないで欲しい。分子研では、
異分野の人を採って研究対象を広げる

分子科学コミュニティの声
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のではなく、分子のことを一番真剣に
研究している分子科学者自身が研究対
象を広げることが重要。（分子研OB）
・ 機器センター復活は大学との連携
を考える意味で重要で適切である。そ
の意味でも中型・小型機器の更新が不
可欠と思うのでがんばってほしい。（共
同研究者、分子研OB）
・国内の大学で設備が乏しくなって
いる事を補うための共同研究よりも日
本の化学が国際的にピークを出すため
の共同研究を分子研が中心になって推
進することの方が遙かに重要であろう。
（分子研OB）
・共同利用研究を計画する際、有効
に成果を出さなければならないとか、

面識のない方に迷惑をかけないよう
にしないといけないとか、短時間で実
験をやらなければならないとかあって、
どうしてもありきたりのテーマになっ
てしまいがちである。リスクがあって
も是非チャレンジしたいというような
環境整備を望む。（共同研究者）
・所内でほとんど人に会わないし、
すれ違っても誰も挨拶しない。夜は節
電対策で廊下が暗く人の顔さえ見えず
恐怖感を覚える。このような環境（明
大寺地区だけ？）は大学では絶対にあ
りえない。研究所の若い学生たちが親
しみを感じるような、元気の出る雰囲
気作りが大切ではないか。（共同研究者
複数名）

・殺風景で閉塞感のあるような印象
とか、研究会が優先されてロッジが取
れずホテル滞在にならざるを得ないと
か、ロッジが取れても値上げで高く
なったとか、があって研究室の学生は
分子研に対しあまり好感を持っておら
ず、共同研究の際に付いてもきてくれ
なくなった。昔、夜も煌々としていて
お互い見知らぬ共同研究者・院生・所
内研究者であっても顔を合わせている
うちに仲良くなるようなアットホーム
な雰囲気が懐かしい。（共同研究者複
数名）

（小杉信博　記）

分子研広報活動の新たな取り組み

「アカウンタビリティ」という言葉
が喧伝される昨今、研究者コミュニ
ティばかりでなく、老若男女を問わず
広く一般の方々に、分子研の研究活動
や役割を分かり易く伝えることの重要
性が益々増加している。このような広
報活動を進める組織として、分子研に
は広報室が設置されている。現時点の
メンバー構成は、広報室長ならびに副
室長として研究教員2名、技術職員1

名、技術補佐員1名である。広報室では、
この数年来、広報活動のより一層の充
実を目指して、以下のような様々な改
革を進めている。
（1）分子研ホームページの改善と全面
　　改訂
（2）Annual Review誌の全面改訂
（3）プレスリリースの支援と強化

（4）分子科学フォーラムの充実
ここでは、各項目に関して簡単に紹

介したい。

（1）分子研ホームページの改善と全面
　　改訂
現在のホームページは平成17年に

作成して以来、「トピックス欄」の増設、
バナーの設置など誌面を魅力あるもの
にするための様々な改訂を行ってきた
が、依然、いくつかの問題が存在して
いた。そのひとつは「トピックス欄」
の更新頻度が低く、新鮮な情報を供給
できていなかったこと、さらに、専門
外の読者には内容が難しすぎることで
あった。この問題を解決するため、各
研究領域から積極的に原稿を投稿する
よう依頼し、また、原稿内容は広報室

担当教員がチェックして執筆者に改訂
を求めるようにした。この改善によ
り、少なくとも毎月ひとつは新たな「ト
ピックス」が追加されるようになり、
ホットな研究成果を平易に紹介する記
事が掲載されるようになった。もうひ
とつの問題は、分子研共同利用業務と
の連携が不十分だったことである。す
なわち、分子研ホームページにアクセ
スした研究者が共同利用申請に至るま
での「流れ」が「見えにくい」という
問題が指摘されていた。この問題を解
決するために、共同利用研究のページ
に「利用の手引き」や「機器一覧」等
を追加するなど大幅な改訂を行なった。
また、「4年目広報Womanが綴る分
子研ウォッチング」という欄も、試験
的に開設している。これは、分子研内
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の人々や日々の活動を技術職員がブロ
グ形式で紹介するもので、一般の方々
の「分子研って、いったいどんなとこ
ろなの？」という疑問に少しでもお答
えできることを期待している。お時間
がありましたら、是非、トップページ
http://www.ims.ac.jp/indexj.html

内のバナーから、お立ち寄り下さい。
以上のように、広報室では様々な改

善を行ってきたが、依然「継ぎはぎ」

的な感を否めず、他の先進的
な大学や研究機関に匹敵す
る「親しみ易い」ホームペー
ジにするためには全面的な改
訂が必要であるという認識に
至った。このため、「ホーム
ページ改訂ワーキンググルー
プ」を発足させ、所内の若い
研究者の協力を得て、全面改
訂の作業を進めている。動画
なども効果的に利用すること
により、より親しみ易いホー
ムページとなるよう企画が練
られている。この改訂では、
研究面でのアクティビティー
はもとより、共同利用研とし
ての意義と具体的な利用の仕

方、総研大を含む教育面での貢献等に
ついて、「誰が見ても直ぐ分かる」画面
となることを最重要視している。図1

に、トップページの原案を示す。今秋
リリース予定であるので、「乞うご期
待」である。

（2）Annual Review誌の全面改訂
Annual Review誌は分子科学研究

所の研究活動を外国に発信するための

唯一の年間レヴュー誌として重要な役
割を果たしてきた。しかしながら、こ
れまでAnnual Reviewは論文要旨を
単に寄せ集めたような体裁になってい
て、分量が多いにも関わらず内容に統
一感がなく、読みにくいという声が出
ていた。このことは単に外国の研究者
に分子研の存在を知らしめる点におい
てマイナスであるだけではなく、特に、
外国からの留学生を引きつけるという
意味においては致命的な欠陥であると
いう認識に至った。このため、昨年度
Annual Review誌の全面改訂（図2）
を行ない、ご覧の通りの、しゃれた体
裁のブックレットに一新した。内容と
しては、各研究グループの１年間の研
究業績を、図などを含めてトピックス
的に見開き2ページに分かり易くまと
めている。また、研究者や研究スタッ
フの写真を載せ、全てのページをカラー
刷りとして親しみ易い紙面を目指した。

（3）プレスリリースの支援と強化
新聞、テレビなど報道機関を通じて

「できるだけ分かり易い形で」研究成
果を社会に発信していくことを目指し
て、プレスリリースを支援・奨励する

図2　Annual Review誌

図1　分子研ホームページトップページ原案
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ための体制整備に取り組んでいる。こ
ちらから積極的に情報を発信するとい
う見地から、岡崎市役所内にある市の
記者クラブに研究者が出向いて、新聞・
テレビ各社の記者を前にプレスリース
を行なうこととした。その際、カラフ
ルな模式図などを多用して平易に研究
成果を説明したリーフレットを配布し
ている（図3）。この新規体制に移行
した昨年末より、これまでに既に4件
のプレスリリースを行なっている。幸
いなことに、その全てについて新聞に
紹介記事が掲載された。プレスリリー
スを行なった研究者の方々も、発表の
準備や記者との質疑応答を通して、自
身の研究内容を一般の方々に分かり易
く伝えることの重要性や楽しさ、さら
に難しさを実感されたようである。こ
のような体験が、以後の研究の進展と
深化に少なからぬ貢献を与えることは
確実といえる。このように、「アカウ
ンタビリティ」を外的な圧力としてで
はなく、他者との双方向的なコミュニ
ケーションを通じての自己啓発として
位置づけることが極めて重要だと考え
る。所内研究者のより一層積極的な参
画が期待される。

（4）分子科学フォーラムの充実
分子科学フォーラムは、分子科学の

内容を他の分野の方々や一般市民に紹
介し、また、分子研の研究者がより広
範な科学の内容に触れて自身の研究展
開に資することを目的として、1996

年より実施されている講演会である。
共催機関として豊田理化学研究所のご
協力を得ており、毎年6回開催されて
きている。所内のコロキウム委員（研
究教員2名）がこれまで運営を担当し
てきたが、少数で対応せざるを得ない
ことから、講演内容や開催時期の選択
という面で、効果的な運営が困難とな
る場合が増えてきた。そこで、本年度
からは、一般市民の方々に科学の面白
さ・楽しさを広く知っていただく「市
民一般公開講座」として位置づけし直
し、広報室を中心とした広報委員会が
運営する体制に改訂することとした。
その第一弾は、特別企画として5月

21日にサントリー水科学研究所の樋
口直樹所長およびチーフブレンダー
の輿水精一氏をお迎えし、「水とアル
コールと人生と」という総合タイトル
のもとに、それぞれ50分程度の講演
をして頂いた。講演前のコーヒータイ

ムでは、所内の有志によるジャズ演奏
をBGMに、サントリーからご提供頂
いたウイスキーの試飲会も開催された。
岡崎コンファレンスセンターの中会議
室が多数の参加者で埋め尽くされ、グ
ラスを片手にアルコールと人生につい
て賑やかな歓談が行なわれていた。そ
の後の講演は20時過ぎまで続いたに
も関わらず、退席者が殆どなく皆が熱
心に聞き入っておられた。講演後には
活発な質疑・応答が繰り広げられ、最
後には質問を打ち切らざるを得ないほ
どであった。全体として200名を超え
る参加者があり、特に、今までのフォー
ラムでは殆どお見掛けしなかった中高
年の女性の方々が多数いらしたことは、
企画者側としては嬉しい限りであった。
引き続いて第二弾として、6月11日

に「カーボンナノチューブの世界によ
うこそ」という題目で、東北大学大学
院理学研究科の齋藤理一郎教授にご講
演頂いた。こちらの方も200名近い参
加者があり、特に、高校生の皆さんが
多数出席されていた。今後も、社会人
の方や中高校生などとターゲットを明
確にして、広報委員会で広く検討して
企画を練り上げたいと考えている。

以上、簡単にご説明した4項目以外
にも、紹介ビデオの作成や研究所見学
対応の強化など、充実した広報を目指
した活動を行なっている。このような
活動を進めていく上では、所内の研究
者ばかりでなく、研究所OB・OGや、
分子科学コミュニティの皆様のご協力
が不可欠である。忌憚の無いご意見や
様々なアイデアを、分子研広報室まで
是非お寄せ下さい。

（記　平田文男（広報室室長）、
大島康裕（広報室副室長））

図3　プレスリリース リーフレット



千葉大学先進科学センター　教授　石井　久夫
わたしは、関一彦先生が名古屋大学の教授に赴任された直後に助手としてチームに加えていただきました。当時、

関先生は、銀塩写真の分光増感現象に関連して、色素とAgBrの界面の電子準位の接続問題を研究されていて、それ
に続く一連の有機－無機界面電子構造研究を始められようとしているところでした。無機表面の電子分光を研究し
ていた私に、“有機固体と無機固体が接触した界面の不思議さ重要さ “を熱心に語ってくださり、界面研究の世界に
誘ってくださいました。このテーマは、基礎的なサイエンスとして奥深いだけでなく、有機エレクトロニクスとい
う実用研究分野においても重要なものでした。一連の研究は、学術創成研究へと発展し、多くの成果を残されました。
その間、関先生は国内外の大学や企業のデバイス研究者とも交流され、基礎研究と応用研究をむすびつけることも
積極的に進められ、有機半導体の界面電子構造という一つの研究分野を作りあげられました。振り返ると、国際学
会では先頭にたって多くの質問・コメントを発し、若い研究者からシニアの先生まで広く交流し日本に招聘したり、
日本の若手を派遣するなど、国際的な研究ネットワークづくりにもご尽力され、学術振興会のCore-to-coreプロ
グラムへと展開されました。
以上のような界面研究を進める上で、UVSORのBL8B2の存在は重要でした。汚染物として敬遠されていた有機

材料に特化した光電子分光ビームラインを関先生は立ち上げられました。先生が広島大学に転出された後は、関先
生と千葉大の上野先生のグループのメンバーを中心とするユーザーグループにより維持されました。関先生は、ビー
ムライン管理のため名大雇用のポスドクの派遣を続けると共に、流動部門や客員部門も活用したり、UVSOR関連で
人事公募があるときは必ず候補者を推薦するなど8B2の維持・発展にご尽力されました。このビームラインは、超
高真空下での単結晶基板上の高秩序有機薄膜界面の測定や、スピンキャストした実用的高分子薄膜ならびにその大
気効果の測定など、有機半導体薄膜界面の基礎から応用にかけての幅広い研究ニーズに対応できる、世界的にも貴
重なビームラインとなり、多くの研究成果を成し遂げてきています。

6月30日に関先生は帰らぬ人となってしまいました。7月2日、3日のお通夜、告別式でお別れしたのに、今でも
電子メールの受信箱を開くとき、深夜のタイムスタンプのついた関先生からのメールが届いているような気がして
なりません。本当に大事な方を失ってしまいました。関先生の教えを受けながら研究を進めてきた私たちは、各人
の心の中にいる関先生とディスカッションしながらそのご遺志を受けついで研究を発展させてゆきたいと思います。

関一彦教授追悼
訃　報
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分子科学研究所　教授　藥師　久彌
2008年6月30日の関一彦氏（享年60歳）の訃報に接し、驚きと共になんともやりきれない思いが残っている。

2007年10月27日 -30日に北京で開催された第9回日中シンポジウムに関一彦氏が元気な姿（分子研レターズ57

巻27頁の写真）を見せた僅か一ヵ月後に名大病院に入院したとの知らせを聞いたとき、全く信じられない思いであっ
た。その後、「危機を脱した」との消息があり、今回の突然の訃報には愕然たる思いであった。関一彦氏とは学生時
代短い間ではあったが、東京大学理学化学教室の赤松秀雄研究室で共に学んだ。1970年代から多くの物性化学研究
者が有機導体の分野へ参入する中で、有機半導体薄膜の分野で独自の道を歩み、工学的な立場で研究されていた有
機半導体薄膜、特に金属との界面の研究を精密科学にまで導いた手腕は並々ならぬものであった。数々の国際会議
で基調講演を行い、学術創成研究代表者、21世紀COEプログラム名大物質科学国際研究センター拠点長、学振先
端研究拠点事業コーディネーターとして活躍し、名実共に分子科学のリーダーであった。また温厚な人柄と几帳面
な性格それに的確に先を見通す洞察力は多くの人々に絶大な信頼感を与えていた。重責を担い、これからの活躍に
期待が高まっていただけにいまなお悔やまれてならない。心よりご冥福をお祈りします

分子科学研究所　所長　中村　宏樹
関教授急逝の報に接し驚きと共に心痛の極みであります。小生が着任時には、既に分子研で活躍しておられまし

たが、分子研転出後も様々な委員会委員を務めてくださり、直接、間接に分子研の運営に極めて真面目に、そして
建設的に貢献してくださいました。入院中に分子研への提言を纏めておられたのを知り（本号レターズ記事）、しか
も、ご自身の運命を悟っておられたのではないかと思われることを感じ、涙を禁じえません。まだまだ、これから
ご活躍いただかねばならない時に、誠に残念であります。心よりご冥福をお祈り申し上げます。合掌。

分子科学研究所　助教　山根　宏之
関一彦先生は平成20年6月30日早朝、名大病院にてご逝去されました。昨年11月下旬に体調不良で緊急入院され、

その後の検査で急性骨髄性白血病との診断が下り、治療が始まりました。入院される前の先生は夕食後も深夜2～
4時まで教授室で仕事をされていることが多く、徹夜されることもあるほど激務に追われており、病気の早期発見を
逃したことが悔やまれます。関先生の入院中は准教授の大内先生と助教の金井先生のご尽力で、関研の研究・教育
活動が進められましたが、関先生からも電子メールで研究室に連絡が届いていました。関先生は海外出張中で、出
張先から研究室の指揮をとっておられる様な錯覚を関研メンバーは感じていたかもしれません。実際に治療の副作
用でおつらい時もあったはずなのに、メンバーからのメールに以前と変わらず丁寧に返信しておられ、更にはご自
身の教科書の執筆も続けておられました。そして、最期まで研究室に戻りたいと仰っていたそうです。本当に素晴
らしく素敵な先生だったと思います。私は現在、小杉グループの助教ですが、この3月末まで関先生のポスドクを務め、
4月以降もやり残した関先生の宿題をやっておりましたので、その経緯を知るものの一人として寄稿させていただき
ました。関先生からは研究以外にも数多くのご指導を賜りました。今後の分子科学の発展に微力ながらも貢献する
ことで関先生への恩返しをしていこうと思います。

2007年11月60歳お誕生日 2007年6月Bunsen Meeting
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諸熊奎治名誉教授に恩賜賞・日本学士院賞

木村真一准教授に平成20年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞

山田陽一博士に平成20年度科学技術分野の文部科学大臣表彰若手科学者賞

根岸雄一助教に第57回日本化学会進歩賞

吉田久史氏に日本化学会化学技術有功賞

十代健助教にナノ学会第6回大会若手優秀発表賞

分子科学研究所および総合研究大学
院大学の名誉教授（現在、京都大学福
井謙一記念研究センターリサーチリー
ダー）の諸熊奎治先生が平成20年度の
恩賜賞・日本学士院賞を受賞されまし
た。授賞式は6月9日に天皇皇后がご
臨席のもとに日本学士院で行われ、記
念講演会と祝賀会は6月28日に福井
謙一記念研究センターで盛大に行われ
ました。恩賜賞は日本学士院の賞の中
でも最も権威のある賞で、毎年授賞さ
れる学士院賞の中から特に優れた学術
研究に与えられます。諸熊先生は理論
化学と計算化学を現在の学術レベルに

まで育て上げられた草分け的存在であ
り、多岐にわたる分野で精力的に研究
を進め、研究論文も600報にのぼりま
す。その研究成果は理論化学、計算化
学、実験化学という分野を問わずに極
めて高く評価されています。このため
に、平成4年には日本化学会賞を、平
成5年には世界理論有機化学会よりシュ
レーデインガー賞を、平成17年にはア
ジア・太平洋理論・計算化学会より福
井謙一賞をも受賞されています。また、
平成12年より国際量子分子科学アカデ
ミー会長を2期6年間にわたって務めら
れ、国際レベルで量子化学分野の発展
と実験化学分野への波及に大きな業績
を上げられています。
諸熊先生は、昭和32年に京都大学工

学部工業化学科を卒業後、昭和37年に
同大学大学院工学研究科博士課程を単
位修得退学し、昭和37年に京都大学工
学部燃料化学科に助手として採用され、
昭和38年に京都大学より工学博士の学
位を修得されました。昭和39年に米国
コロンビア大学客員助教授、博士研究

員に採用され、米国ハーバード大学博
士研究員、米国ロチェスター大学助教
授、准教授を経て、昭和46年に同大学
教授に昇進されました。その後、創設
時の昭和51年に分子科学研究所に着任
され理論研究系分子基礎理論第一研究
部門の教授を、平成5年に米国エモリー
大学教授に就任されるまで務められま
した。この期間、分子科学研究所の初
代の計算センター長も兼務されて、我
が国の理論化学と計算化学の国際的な
発展に多大なる功績を残されたのは周
知のことです。電子状態理論分野の第
一線で現在活躍しているほぼすべての
研究者が諸熊先生の指導や影響を直接
にあるいは間接に受けて育ったと言っ
ても過言でないほど、人材育成にも大
きな足跡を残されました。
今回の恩賜賞・日本学士院賞の受賞

は、諸熊先生の長年にわたる「分子の
構造・機能・反応設計に関する理論的
研究」に対するものであり、受賞理由（日
本学士院ホームページより引用）は、「量
子理論に基づく計算化学の新しい手法

諸熊奎治名誉教授に恩賜賞・日本学士院賞
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物質の物理化学的性質を分子・原子
のミクロなレベルでの非破壊分析がで
きる赤外・テラヘルツ（遠赤外）線を
用いる分光分析・顕微分析技術は、基
礎科学から犯罪捜査に至る幅広い分野
で重要な役割を果たしており、現在で
は簡便な分析技術として普及していま
す。しかしながら、従来の赤外・テラ
ヘルツ分光は低輝度の黒体輻射光源を
用いているため、微小試料やテラヘル
ツなどの長波長での実験研究に不向き
であり、新光源の開発が待ち望まれて
いました。

そのような中で、木村准教授は神戸
大学の難波孝夫教授とともに、従来の
光源よりはるかに高輝度なシンクロト
ロン放射光が赤外・テラヘルツの光源
として利用可能なことを世界最初に検
証しました。また、赤外放射光利用の
ための専用観測システムをUVSORにお
いて世界に先駆けて開発し、かつ、従
来の空間分解能をはるかに超える赤外・
テラヘルツ顕微分光法の開発をUVSOR

お よ び SPring-8で 行
いました（図1）。さら
に、赤外放射光を用い
て、これまで不可能と
考えられていた各種の
分光法を実現しました。
すなわち、新奇物質や
高機能性材料の遠赤外
領域の光学定数の精密
測定や電子状態の決定、
高圧下の赤外・テラヘ
ルツ分光（図2）、赤外
磁気円偏光二色性、お

よび、低温・高圧・高磁場下のいわゆ
る多重極限環境下での赤外分光などで
す。これらの方法論は、放射光の特徴
である高輝度性および偏光特性を利用
したものであり、他の光源では実現が
難しいものです。
難波・木村両氏が開発した赤外放

射光は、物質科学にとどまらず生命科
学の分野でも有用であり、現在では世
界的な赤外放射光利用研究の普及へと

木村真一准教授に
平成20年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞

図1  2004年にUVSORで再構築された世界最高強度の赤外
放射光が得られる赤外・テラヘルツビームライン。 

を開発し、電子計算機を駆使すること
によって、様々な分子の構造と機能の
予測およびその反応設計に関して、顕
著な理論的業績を挙げた。研究対象も、
小分子系の化学反応の精緻な研究から
タンパク質などの巨大分子の構造と機
能に関する研究などと多岐に亘ってい
る。例えば、フラーレン、ナノチュー
ブなどの炭素系分子材料の生成過程の
解明や、遷移金属錯体による均一系触
媒反応の反応機構の解明は、特に顕著
な業績である。さらに、化学反応の機

構と経路を研究するための有用な方法
を展開して、化学反応の理論設計を容
易にするとともに、巨大分子系を効率
的に研究するためのオニオム法を開発
して、巨大分子系の量子理論の研究に
新しい道を開いた」で、理論・計算化
学学術分野の発展への貢献が特に認め
られたもので、物質科学全般へ波及効
果がますます高められることが期待さ
れています。
諸熊先生は現在も、独創的な考えに

よる様々な新しい理論的研究アプロー

チ法を開発して、物質科学ばかりでな
くバイオサイエンス分野の計算ター
ゲットを格段に広げておられます（最
近の具体的な研究内容や発表論文は、
http://falcon.fukui.kyoto-u.ac.jp/

top/eng/を参照）。今回の受賞を心よ
りお祝いします。今後とも日本の理論
化学と計算化学のさらなる発展とこの
分野の人材育成の国際的なトップリー
ダとして精力的なご活躍を続けられる
ことを是非ともお願い申し上げます。

（永瀬　茂　記）

受 賞 者 紹 介
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理化学研究所基幹研究所副チーム
リーダーである山田陽一博士（元：錯
体触媒研究部門助教）が、「自己組織
化金属高分子触媒創製の研究」で平成
20年度科学技術分野の文部科学大臣表
彰若手科学者賞を受賞した。本賞は文
部科学省より授与されるもので、萌芽
的な研究、独創的視点に立った研究等、
高度な研究開発能力を示す顕著な研究
業績をあげた40歳未満の若手研究者を
対象としたものである。表彰式は平成
20年4月15日（火）に虎ノ門パストラ
ルにて行われた。
平成19年9月まで私の主宰する研究

室の助教であった山田博士は、平成11

年に東京大学大学院薬学系研究科（指
導教官：柴崎正勝教授）で博士号（薬
学）を取得後、帝京大学助手（池上四
郎研究室）、スクリプス研究所リサーチ
アソシエート（K. C. Nicolaou研究室）
を経て、平成15年より分子研の助教と
して赴任した。平成19年10月に理化
学研究所・物質情報変換化学研究グルー
プ物質変換研究チーム（魚住研究室）
の副チームリーダーとして転出し、現
在に至っている。
山田博士の受賞対象となった研究成

果は下記の通りである。 

1）水・有機分子に対し親和性を有す
る鎖状高分子配位子と金属化合物との
自己集合により金属架橋された不溶性
高分子触媒を創製した結果、高活性で
再利用可能な固相触媒の開発を実現し
た。従来の固相触媒に比べ、著しく触
媒活性が向上し、再利用が可能となっ
た触媒の創製に成功し、鈴木－宮浦反
応にて世界最高の触媒回転数（100万
回以上）を誇る固相触媒を開発した。

2）金属ナノ粒子分散型触媒の開発
に成功し、今まで実現されていなかっ
た空気雰囲気下、有機溶媒非存在下で
の、アルコールをアルキル化剤とした
ケトンのα―アルキル化が達成された。
今までに実現されなかった反応を実現
することができたばかりなく、有毒で
環境汚染が指摘される有機溶剤を溶媒
に用いる必要のない反応系の構築に繋
がった。

3）金属導入型低分子有機ゲルが初め
て、芳香族ハロゲン化合物と芳香族ホ
ウ素酸との反応である鈴木 -宮浦反応で
水中空気雰囲気下にて有効に機能する
ことを示した。

4）世界で初めてマイクロリアクター

内の界面上に固相触媒膜を導入するこ
とに成功し、世界最速（4秒）の固相反
応系を開発に成功した。マイクロリア
クターの層流界面（マイクロ流路の中
心）に触媒膜を導入する方法論が今ま
でに存在しなかったため、候補者が開
発した触媒膜導入法は、マイクロリア
クターでの固相触媒システムの構築法
のブレークスルーとなった。
分子研から羽ばたいた山田博士には、

理研においても最先端のさらなる研究
推進を期待したい。

（魚住泰広　記）

山田陽一博士に平成20年度科学技術分野の文部科学大臣表彰若手科学者賞

発展しています。今後も、両氏は物質
科学での超伝導や巨大磁気抵抗などの
新奇機能性の開発などをはじめとして、
広く放射光利用研究の発展に貢献して
下さるものと期待しております。

（小杉信博　記）  図 2 硫 化 サ マ リ ウ ム
（SmS）の圧力誘起
絶縁体・金属転移の
テラヘルツ反射スペ
クトルの変化と電子
状態の概念図。
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100個以
下の原子で
構成される
金属クラス
ターは、バ
ルク金属で
は み ら れ
な い、 構

成原子数に顕著に依存した特異的な構
造・物性を発現するため、機能性ナノ
材料の基盤物質として大きな可能性を
秘めている。金属クラスターの特質を
生かした材料創成を実現するためには、
クラスターの構造や物性が構成原子数
の変化に対してどのように振る舞うか
を追跡し、機能発現のメカニズムを理
解することが必要不可欠である。根岸
助教は、チオラートやホスフィンなど
の有機配位子で保護された金属クラス
ターを対象として、化学組成（金属原
子数と有機配位子数）を原子・分子レ
ベルで規定しながら系統的に合成する
方法を初めて確立した。さらに、本手
法で合成した有機配位子保護金属クラ
スターの構造や物性の評価に取り組み、
金属クラスターに関する基礎学術の進
展に資する先駆的な成果を挙げた。根
岸助教の研究成果は、大きく分けて以
下の3つになる。

1. 有機配位子保護金属クラスターの精
密分画法と同定法の確立
有機配位子の共存下で金属イオン

を化学的に還元して得られる有機配位
子保護金属クラスターのコアサイズは、
金属原子の凝集過程の統計性に由来す
る分布幅をもつ。根岸助教は、配位子
の性質に応じた方法でサイズごとに分
画し、その化学組成を非破壊質量分析

により決定することによって、有機配
位子保護金属クラスターの精密、かつ
系統的な合成を実現した。例えば、解
離性官能基をもつ有機配位子で保護さ
れた金クラスターに対しては、その電
荷を利用してポリアクリルアミドゲル
電気泳動法によって分画し、自作の高
感度エレクトロスプレーイオン化 (ESI)

質量分析装置によって組成を決定し
た。一方、疎水性有機配位子を用いた
場合には、リサイクルサイズ排除クロ
マトグラフィーや溶解度の差を利用し
て分画した後に、化学的酸化 /還元反
応によって金クラスターをイオン化し、
ESI質量分析法によって組成を決定した。
本手法は、再現性および他の系への拡
張性も高いことから、今後、クラスター
研究における基盤技術として利用され
るものと期待される。さらに本手法に
よって、これまで気相に孤立した状態
でのみ生成が可能であったサイズの規
定された金クラスターを安定化合物と
して取り扱うことができるようになり、
多角的かつ複合的な構造・物性の評価
が可能となった。

2. チオラート保護金クラスターの安定
性・構造・物性の解明
チオラート (RS)で保護された金ナ

ノ粒子（直径 2 nm以上）については、
すでに「粒径」を制御する方法が確立
され、電子デバイスやバイオセンサー
への応用展開が活発に検討されている。
一方、新規な物性・機能の発現が期待
される金クラスター（直径 1 nm以下）
については、これまでサイズ選択的合
成法が確立されていないため、構造や
基本的性質に関する情報は極めて限ら
れていた。根岸助教は、チオラート保

護金クラスターの安定性・構造・物性
を系統的に調べ、化学組成との相関に
ついて、以下に挙げる成果を得た。
（1）魔法組成の発見：根岸助教は
まず、調製ルートやチオールの分子骨
格を変えながら単離されるクラスター
の組成を網羅的に調べ、湿式法で得
られる多くのクラスターはコアの成長
に対して保護膜の形成によって速度論
的に安定化されていることを見いだし
た。そこで次に、熱力学的・化学的
に安定な組成を決定するために、チ
オール (RSH)によるコアのエッチン
グ反応に対する安定性を調べた。そ
の 結 果、Au25(SR)18、Au38(SR)24、
Au144(SR)59など魔法組成と呼ばれる
クラスターを発見した。根岸助教はさ
らにこの安定性の差に着目し、ワンポッ
トで魔法組成クラスターのみを選択的
かつ大量に合成することに成功した。
（2）構造・物性の解明：根岸助教は、
紫外可視吸収分光、X線光電子分光など
の汎用的な測定に加え、197Auメスバ
ウワー分光、X線円ニ色性分光など最
先端計測によって構造・物性に関する
基礎データを収集した。単結晶X線回
折法による構造解析が困難なAun(SR)m

クラスターの幾何構造については、理
論部門の信定准教授と連携しながら解
析を進め、金コアの周囲を金/チオラー
トオリゴマーが取り囲んだ構造をもつ
ことを見出した。この界面構造は、現
在最も広く受け入れられているバルク
金表面上のチオラート自己組織化単分
子膜構造とは対照的であり、クラスター
領域では特異的な界面構造をもつこと
を示している。また、フォトルミネッ
センス・強磁性的なスピン偏極・光学
活性の発現が、この界面構造と密接に

根岸雄一助教に第57回日本化学会進歩賞

受 賞 者 紹 介
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このたび技術課電子機器・ガラス機
器開発技術班長の吉田久史氏が日本化
学会化学技術有功賞を受賞された。受
賞タイトルは「分子科学研究のための
先進的計測・制御機器の開発」であ
る。同氏は、1980年に分子科学研究所 

装置開発室に着任し、以来永年にわた
り分子科学の先端的研究に不可欠な実
験装置の開発に従事されてきた。代表
的な製作装置には「ナノ秒時間分解蛍
光寿命測定装置」や「マルチチャンネ
ル吸光度測定装置」などの分光測定装
置をはじめ、「パルス分子線発生装置」、
「TOF型質量分析器のための超高速高圧
パルス発生回路」、「有機電解合成用多
チャンネル定電流源」、「物理特性測定
装置を使用した熱電能測定プログラム」
などが挙げられる。また、分子科学の
研究分野で培った測定技術は、東京大
学および国立天文台との共同開発で製
作したわが国初めてのサブミリ波電波
望遠鏡の観測装置にも活かされ、化学
研究の分野を超えた広い領域で業績を
残されている。以下に、受賞理由となっ
た代表的な業績を紹介する。

1．電子線コンプトン散乱
の反応顕微鏡のための多
次元同時計測回路
空間的配向を特定し

た分子を標的として高速
電子衝撃イオン化の動力
学的完全実験を行う装置
のための多次元同時計測
回路を開発した。この計測装置によ
り、イオン化で生成する非弾性散乱電
子、電離電子、解離イオンの3種の荷
電粒子のベクトル（エネルギーおよび
角度）相関の測定が可能となり、標的
分子の空間的配向をもパラメータとす
る電子・分子衝突立体ダイナミクス研
究の開拓と共に、分子軌道の形を運動
量空間において3次元観測する原理の
実証に大きく貢献した。本装置の開発
は、東北大学との十数年にわたる共同
利用研究の実績の積み重ねによるもの
である。また、この時に始まった東北
大学技術職員との技術交流は、全国の
技術職員を対象とした技術課の受け入
れ研修として制度化され現在も実施さ
れている。

2．液体ヘリウム自動供給システム
極低温センター（現機器センター）

技術職員との技術協力により、液体ヘ
リウム貯槽から移送用の小口容器への
汲み出し作業を自動化するシステムの
開発を行った。同氏は、システム全体
の計測・制御回路およびソフトウェア
の製作に携わった。とくに、液体ヘリ
ウム充填時の蒸発ガスの圧力特性から
充填完了を確実に検知するためのプロ
グラムの開発により、不慣れな研究者
でも簡便な操作で確実に作業すること
を可能とした。本装置は順調に稼働し
実績を挙げ、全国の大学や付属研究所
の寒剤供給施設で同様のシステムを導
入する際の原型となっている。

（宇理須恒雄　記）

吉田久史氏に日本化学会化学技術有功賞

関わっていることを明らかにした。

3. 表面修飾による金クラスターの構造
制御
チオラート配位子が金原子を架橋

しやすいという性質に着目し、二つの
Au13クラスターがチオラートにより連
結された双ニ十面体クラスターの創製
に成功した。魔法数クラスターが連結
することによって新しい光学特性が観
測されたことから、本クラスターはク

ラスター集積化合物群の足がかりと言
える画期的な化合物である。また根岸
助教は、金クラスターをBINAPやシク
ロデキストリンなどの特殊な構造をも
つ配位子と複合化させ、金クラスター
に対して光学活性や分子認識能を付与
することにも成功した。

以上のように、根岸助教は、有機配
位子保護金属クラスターを精密かつ系
統的に合成するための一般性・汎用性

の高い実験手法を確立し、それを活用
することで金属クラスターの構造・物
性の理解に対して飛躍的な進展をもた
らした。得られた知見は、金属クラス
ターを基盤とする機能性ナノ物質の創
製に向けた設計指針を与えるものと期
待される。

（佃　達哉　記）
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物質分子科学研究領域・電子構造研
究部門・助教の十代　健氏がナノ学会
第6回大会若手優秀発表賞を受賞しま
した。受賞題目は、「自己組織化銅アセ
チリドを前駆体としたカーボン材料」
です。
今回の受賞研究は銅アセチリドナ

ノワイヤー結晶を爆発を起こさないよ
うに徐々に 200℃まで昇温し、炭素
被覆中に銅の芯をもったナノケーブル
を生成させ、この銅を酸やアルカリで
部分的に溶かしだして、機能を持たせ

ることに成功したものです。銅を完全
に着けたままのケーブルが低温領域
での酸素センサーとして機能するこ
とは既に、J. Am. Chem Soc.誌の
Communicationに掲載されましたが、
今回は、炭素層の中に僅かな銅を残し
た炭素材料の分光学的な研究と興味あ
る機能発現の高いポテンシャルを示し
たことによります。このユニークなナ
ノ材料の開発研究が高く評価されまし
た。

（西　信之　記） 

十代　健助教にナノ学会第6回大会若手優秀発表賞

受 賞 者 紹 介
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日本学術振興会　アジア研究教育拠
点事業「物質・光・理論分子科学フロ
ンティア」「日・中機能性分子の合成と
自己組織化シンポジウム」は2008年2

月23－25日の三日間にわたって、中
国科学院化学研究所にて開催された。
本シンポジウムでは、両国の機能性分
子の自己組織化分野で活躍している第

一線の若手研究者が一同に介し、最前
線の研究成果を報告するとともに、集
中的に議論する機会を持つことで相互
理解を深め、このシンポジウムを通じ、

日本学術振興会アジア研究教育拠点事業「物質・光・理論分子科学フロンティア」
日・中機能性分子の合成と自己組織化シンポジウム報告02
報告：物質分子科学研究領域　准教授　江東林

JSPSアジア研究教育拠点事業の一
環として「日本－中国合同　次世代触
媒創製を目指した機能物質シンポジウ
ム（China-Japan Joint  Symposium 

on Functional Materials toward 

Future Catalysts）」と題する学術集会
を平成20年1月16日に中国科学院化
学研究所（北京）にて開催した。シン
ポジウム当夜の会食はもとより、前日
および翌日にも学生も含めた多くの参
加者が各々銘々に学術情報から両国の
文化習慣の紹介など大いに交流を深め、
実りあるイベントとなった。本稿では
とくにシンポジウムの概要を紹介した
い。
本シンポジウム開催に当たって、日

本側は筆者と澤村正也北海道大学教授
が世話人となり、中国側は Sun 化学
研究所教授がホストとなり、先端的な
研究成果の学術発表と討論を実施した。
学術発表は12の招待講演と6件の一般
講演からなり、そのいずれもが次世代
型化学反応触媒の創製を目指した先端
的有機材料、機能分子ユニット、触媒
創製方法論などの開発研究、学術的挑
戦、先端的かつ基礎的知見に充ちたも
のであった。演題は招待講演、一般講
演とも日中両国の研究発表が半数づつ

を占め、相互のインタラクティブな学
術交流持たれた。日本側は主催機関で
ある分子科学研究所に限定せず北海道
大学、京都大学からも登壇を得、また
中国側も科学研究所に加えて北京大学、
精華大学からの発表もなされた。今回、
特に嬉しかったことは、一般講演にお
いて日中両国の大学院生が英語で口頭
発表する機会を得たことである。大き
な国際会議では大学院生にはなかな
か oral presentation の機会は与えら
れず、どうしてもポスター発表に終始
しがちである。発表形式の善し悪しで
はなく、口頭でのプレゼンはポスター
発表とは全く違った準備が必要であり、
緊張感も達成感も格別である。大学院
生の時点で海外での口頭英語発表・討
論の実績を積むことは必ずや当該大学
院生にプラスの刺激となったであろう
と教育的視点からも自負している。さ
て、日本からは北大（修士課程院生１
名）、京大（修士課程、博士課程院生各
1名）が堂々たるプレゼンテーションを
お披露目することができた。またさら
に、口頭発表で自信と勢いを得た大学
院生諸君はその後シンポジウム内での
質疑討論にも進んで関わり、自ら進ん
で発言機会を求めるなど刮目すべき積

極性を呈した。
既に各研究者相互間で個別には将来

的な大学院生の交換（短期留学）への
希望なども議論されつつあり、アジア
の学術連携と研究上の相加・相乗効果
は明白である。また、分子研（魚住）
は昨年度には別の切り口での共同シン
ポジウムを実施しており、本シンポジ
ウムは開催2例目となるが、今回の懇
親会の席上では既に翌年度（平成20年
度）のシンポジウムテーマと主催者に
ついて中国側から積極的な働きかけが
あった。このことは、本形式の共同シ
ンポジウムが両国の化学研究者にとっ
て効果的であり、期待の大きからんこ
とを示している。
我々の北京滞在中は視界良好とまで

は言えないまでも、有名（悪名？）な
スモッグもおとなしく身を潜めていた
ようで、積雪が「すすけた」汚れ雪に
なることもなく、また火鍋も北京ダッ
クも各種餃子も大変安く美味しくいた
だけた。ただ、北京名物（？）のエン
ドレスで続く「白酒（ぱいちゅ）」の乾
杯（かんぺい）合戦は、例年のことと
はいえ、今年も白旗を掲げてKO負け
であった……残念！

JSPSアジア研究教育拠点事業「物質・光・理論分子科学フロンティア」
日本―中国合同次世代触媒創製を目指した機能物質シンポジウム報告01
報告：生命・錯体分子科学研究領域　教授　魚住泰広
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国際研究協力事業報告

日本学術振興会アジア研究教育拠点事業「物質・光・理論分子科学フロンティア」
第２回年次会議報告03
報告：物質分子科学研究領域　准教授　江東林

日本学術振興会　アジア研究教育拠
点事業「物質・光・理論分子科学フロ
ンティア」第2回年次会議は2008年3

月6－9日の四日間にわたり、韓国大田
市韓国科学技術院（KAIST）において開
催された。本年次会議は、共同研究・
研究交流の推進と、次年度へ向けての
計画の進展について議論することを目
的とした。その際、各共同研究におけ
る具体的な進行状況と各セミナーの開
催状況をチェックするとともに、その
後の研究計画の再検討や、新たなセミ
ナーの計画について議論を行った。拠
点研究機関を中心とした分子科学研究
者の講演、ポスターセッションを行い、
最前線の分子科学研究の現状を俯瞰す

るとともに、新たな共同研究の可能性
を検討した。
年次会議では、各共同研究の進捗状

況および各セミナーの開催状況が報告
され、今後の研究計画の再検討や、新
たなセミナー計画について議論するこ
とにより、次年度の事業をより充実し
たものに発展させるための基盤を築く
ことができた。講演会においては、理
論、光、物質分子科学各重点分野に関
する11件の口頭発表が行われ、各拠点
研究機関の研究水準の高さを再認識し
た。ポスターセッションでは共同研究
やセミナーに関する報告が行われ、本
プログラムの現状をお互いに知ること
ができた。またその講演会やポスター

セッションでは、研究内容に関する
活発な議論があり、新たな共同研究の
契機となる話し合いも行われた。さら
に全体会議の今後のあり方に関する率
直な意見交換もあった。前回と今回は、
広い分野の研究者が主体的に参加でき
るようにとの配慮から、本プログラム
に関係するトピック全てを扱う会議と
してきたが、一方でテーマが分散し過
ぎ、焦点が定まらなくなっている面が
あるとの意見もあった。報告・講演の
場としての全体会議の方式は一旦見直
し、テーマを絞った会合とするなどの
再検討を今後、行っていくこととなった。

当該分野の若手ネットワーク構築を目
指した。本シンポジウムの中心テーマ
は、最近急速な発展を見せている分子
組織体である。分子組織体は光、電気、
磁気、熱、イオン、分子などに応答す
る機能を有しており、外部刺激に応じ
て物質運搬・物質変換をはじめ、エネ
ルギー伝達、分子センシング・光スイッ
チングなど様々な働きを示し、次世代
ナノテクノロジーの根幹をなすと考え
られている。
シンポジウムでは、フラーレンに代

表されるサイズの小さな共役分子から
巨大拡張共役系分子、そして共役ポリ
マーまで幅広い物質群をカバーする口
頭講演とポスター発表が行われた。口
頭発表は30代の若手教授や准教授ク
ラスを中心に、多数の大学院学生や博

士研究員などの若手が参加し、長時間
にわたり熱心に質疑・議論が行われた。
口頭講演で発表された研究は、世界トッ
プレベルの極めてプライオリティの高
い成果ばかりで、当分野における日中
両国の研究の先進性が示された。新規
共役小分子の合成やその自己組織化な
どの基礎研究に加え、共役ポリマーを
用いたFETやソーラーセルなどの光電
素子の検証など応用面までを対象とし
ており、基礎研究の深さと応用展開の
広さの両面から、日中両国の研究の最
前線を一覧できた。機能という観点で
は、アニオン認識、カチオン認識、光
機能性、FET効果、エネルギー変換、結
晶工学、ソフトマテリアル、磁気機能
性材料など、極めて広範囲にわたる話
題が提供されたが、自己組織化におけ

る様々な分子間相互作用を巧みに利用
していることが各系の共通の特徴で
あった。この点で、機能性材料開拓に
おける自己組織化手法の重要性があら
ためて認識された。ポスター発表は7

件と比較的少なかったが、研究内容は
異分野を横断するものであった。多数
の若手参加者の積極的な議論を見ると、
本シンポジウムは当分野の日中間の若
手研究者のネットワークの形成・構築
に貢献できたと言える。すでに、数件
の共同研究の意向も示されたため、そ
の繋がりがより確実なものになること
が期待できる。多数の出席者から「両
国の若手研究者交流のよい場であった」
との評価を受けており、当領域におけ
る日中若手ネットワーク構築への大き
な一歩を踏み出せた、と総括している。
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コンピュータ記憶・記録媒体の著
しい高密度化・高速化に伴い、様々な
機能を発現する磁性体の開発や評価は
ますます重要になっている。X線磁気
円二色性（XMCD, X-ray Magnetic 

Circular Dichroism）は、シンクロト
ロン放射光からの円偏光X線を利用し
て、磁性体の磁気的な円二色性（左右
円偏光あるいは磁化反転でのX線吸収
強度差）を測定する手法である。元素
毎の磁性評価、スピンと軌道磁気モー
メントの分離観測、数原子層以下の超
薄膜の磁気測定など、他の手法では得
にくい情報を供給する手段として、最
近非常に汎用性が高くなってきた。
ところが、磁気測定では必須とも言

える、超伝導磁石を利用した高磁場下、
液体Heクライオスタットを用いた極低
温下での測定が可能な装置、特に共同
利用に供されている装置は、フランス・
グルノーブルのヨーロッパ・シンクロ
トロン放射光施設（ESRF）のシステム
が有名であるものの、世界的にも非常
に数が限られている。我が国では、硬
X線（高エネルギー X線）領域におい
てJASRI/SPring-8に大変立派な共同利
用装置があるが、Fe, Co, Niなどの重
要な磁性元素の L吸収端が測定可能な
低エネルギー軟X線領域では、物質構
造科学研究所と原研SPring-8の装置が
一般的な共同利用に供されてはおらず、
さらなる導入が望まれていた。横山グ

ループでは、科研費特定領域研究を財
源として超高真空仕様の超伝導磁石を
導入し、現在は特別研究費や文科省ナ
ノネットプロジェクト等で付帯設備や
維持費を工面しながら、広く利用して
いただきたくXMCD観測システムを構
築した。
光源は通常UVSOR-IIの斜入射不等間

隔回折格子分光ビームラインBL4B [1]

を利用する。測定システム[2]を含めて
仕様等を表1にまとめた。すべて超高
真空仕様で、試料準備槽と測定槽から
成る。写真と概要図を図1に示す。試
料準備槽はユーザーの希望機器を取
り付けることが可能であるが、通常
は、基板単結晶清浄化とその評価、磁
性金属などの蒸着、気体導入等が可能
である。作成された試料はもちろん超
高真空下でそのまま測定槽に移送さ
れ、高磁場極低温下での角度依存を含
むXMCDスペクトルやXMCD信号を
利用した磁化曲線の測定ができる。
測定例 [2]として、Cu(001)清浄表

面上に作成した0.4原子層Co超薄膜
のCo-L吸収端XMCDの結果（測定温
度6.0 K）を示す。図2の挿入図に表面
垂直方向の磁化曲線を示した。この試
料は、面内方向には容易に磁化される
が、強い磁気異方性のため薄膜垂直方
向にはなかなか磁化されず、~3.4 T程
度で漸く飽和磁化に達していることが
わかる。また図2にCo-L吸収端円偏光

吸収スペクトルとXMCDを示した。非
常に大きなXMCD信号（赤線）が観
測されている。このデータを解析して、
スピン磁気モーメントmspin=1.65±
0.10 μB, 表面平行（//）・垂直（⊥）方
向の軌道磁気モーメントmorb//=0.29

±0.05 μB, morb⊥=0.23±0.05 μBな
どが得られた。バルクCo (morb=1.55 

μB, morb=0.15 μB)に比べて、mspinは
12 %、morbは平行・垂直成分がそれぞ
れ96 %, 53 %も増加していることがわ
かった。クラスター的な薄膜の特徴が
顕著に現れた結果である。また、morb

の異方性（morb// > morb⊥）が、この試
料の磁気異方性の起源になっているこ
とが明らかとなった。
利用を希望される方はUVSOR施設

利用に申請いただきますが、まずは
横 山（yokoyama@ims.ac.jp, TEL: 

0564-55-7345）まで、お気軽にご連
絡して下さい。

新装置紹介

超伝導磁石極低温X線磁気円二色性観測装置
横山　利彦

［物質分子科学研究領域・電子構造研究部門］
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新装置紹介
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He 図1 超伝導磁石極低温X線磁気円二色性観測シス
テムの概要図と写真。放射光は紙面垂直上方
に入射される。

表1　UVSOR-II BL4Bと超伝導磁石極低温XMCD観測システム仕様等

項 目 仕 様 等

ビームライン UVSOR-II BL4B 偏向電磁石 斜入射不等間隔回折格子分光器

X線エネルギー 100~1000 eV（回折格子 3種）

エネルギー分解能 700~2000程度で使用（入出射スリットあり）

偏光度　円偏光 <0.85（上流 4象限スリットにより切り出し）通常 0.7程度で使用

磁石

磁場 超伝導 NbTi スプリット型　0~± 7 T（± 5 T標準）

磁場安定度 0.5%（1cm四方）

掃引速度 1 T/min.（0~± 5 T）, 0.25 T/min.（5~7T）

He保持時間 容量 25 L, 実験中 12時間、休止中 24時間

試料温度 4.8 K（He蓄積時）, 3.8 K（He排気時）

計測法 試料電流　それ以外のモードは検討中

試料回転 試料準備槽、測定槽とも 360°回転可（角度依存観測可）

試料準備槽装備 加熱、イオン銃、LEED/AESまたは RHEED、蒸着源　ほか

真空度
測定槽 2×10-10 Torr （試料位置ではこれよりはるかに良い）
試料準備槽 8×10-11 Torr

図2 本装置によるXMCD測定例。μ+とμ-が測定で得られた円偏光吸収スペ
クトルで、これからXMCDを得る。軌道磁気モーメントなどの異方性
を知るため、磁化方向依存性（表面平行または垂直）を測定している。
挿入図は垂直方向に磁化した場合の磁化曲線で、縦軸はXMCD強度。
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学生時代、私は、阪大基礎工学部の
坪村　宏教授（現、阪大名誉教授）の
研究室におりました。坪村研は太陽電
池をやっていると聞いて興味をひかれ
たためです。博士3年のとき、就職活
動をし、東芝の内定をもらって先生に
報告に行きました。すると、ところで
こういう話があるんだが、と、次のよ
うな提案をされました。「坪村研に助手
でいた坂田忠良先生が、助教授で分子
研におり、技官をさがしているとのこ
とです。いってみませんか？」
どちらにしようか悩んだ末に、梅田、

カッパ横町の占い師に聞きました。お
よそ、占い師というものは、人の顔色
をみて判定しているのでしょうが、心
の底では分かっていることであっても、
さいごの一押しが必要だったのです。
「東芝のほうが分子研の技官より給料は
高いのだろう。けれども、研究所は面
白そうだと思っているんだろう。今は、
給料は安いかもしれないが、将来を見
通すと、末広がりでこちらが良い。」と
いうのが占い師のご託宣でした。
技官として技術課に所属し、電子構

造研究系の坂田忠良助教授（現、東工
大名誉教授）のもとで、光触媒、光電

極を用いた太陽光エネルギー変換の研
究に従事しました。橋本和仁助手（現、
東大教授）がおられ、3人のグループで
した。今思うと極楽のような、研究三
昧の生活でした。機器センターで山中
孝弥氏からレーザ－の扱いを教わった
り、低温センターで加藤清則氏からヘ
リウムの汲み方を教わったりしました。
技術課から送別にいただいたマグカッ
プは、頑丈でこわれることがないので、
いまだに使っています。
研究もしましたが、同時によく遊

びました。夏、実験棟の屋上での花火
見物。さくらまつりの家康行列。馬上
の分子研総大将は、篠原久典先生（現、
名大教授）でしたが、私といえば足軽
で、市役所でみそとおにぎりの包みを
もらって、鉄砲をかついで行進しまし
た。定期的に、電子構造研究系でパー
ティー、忘年会をしていましたし、坂
田グループでもよく飲みに行きました。
日頃も、電子構造の談話室で夜遅くま
で話していたり、夜、急にドライブに
行こう、ということになって、三ケ根
山に行ったこともありました。岡崎に
いたのは、20年以上も前のことで、約
3年と短い間でしたが、楽しい思い出と

して心に残っているのは、雑事にとら
われることなく、研究に集中できてい
たためだと思います。
坂田忠良先生は、ある意味で悟って

いる風格があり、人間的な魅力のある
方で、私は、進んで影響されようと願っ
たように思います。研究では、オリジ
ナリティーを何よりも大切にされまし
た。誰も行わないような全く未知の領
域にすすんで挑戦したり、些細なこと
にこだわらず、大局的な見地からみて、
大胆な仮説を提出されるような、勇気
をもっておられました。また、日々の
雑事に追われるだけではだめで、常に
余裕を持つという生活態度も教えてい
ただきました。
近年、大学の仕事が加速度的に忙し

くなり、日々の雑事に追いまくられる
ことが多くなりました。けれども、意
識的にでも、静かに深く考える時間を
とることは、良い研究をする上で不可
欠だと思います。
ちょうど30才のときに、分子研から

阪大工学部の横山正明教授（現、阪大
名誉教授）の研究室に転出し、有機半
導体に分野を変えました。新しい分野
に移った直後は、未経験の実験、未知

ひらもと・まさひろ
1980年大阪大学基礎工学部卒。1984年大阪大
学大学院基礎工学研究科博士課程中退。工学博士。
1984年分子科学研究所文部技官。1988年大阪
大学工学部助手。1997年大阪大学大学院工学研
究科准教授。2008年4月より現職。超高純度化、
ナノ構造制御、有機／金属界面解明などの有機半
導体の基礎科学を推進し、有機太陽電池、新しい
有機エレクトロニクスデバイスとして社会還元す
ることを考えている。

分子スケールナノサイエンスセンター　教授平本　昌宏New Lab
研 究 室 紹 介

20年ぶりの分子研にて20年ぶりの分子研にて
思うこと思うこと
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の結果の続出、学生指導の試行錯誤な
ど、無我夢中でした。ところが、不思
議なことに、今、思い返すと、本質的
な仕事の多くが、移ってから3年以内、
すなわち、無我夢中で四苦八苦してい
る時に出てきています。その中の1つが、
有機太陽電池におけるp-i-n接合（バル
クヘテロ接合）の概念（図1）の提出1）

で、これは、現在の有機太陽電池の基
本構造となっています。
研究の分野を変えたり、場所を移っ

たりすることは、本人にとってはスト
レスを伴いますが、新しい研究分野を
切り開いていくには、チャンスと云え
ると思います。新しい人との出会いや
異なった環境によって刺激されて、新
たな視点が開け、未開拓の分野への挑
戦につながります。今回、思いがけな
くも、分子研に再度お世話になること
になりましたのも、そのようなチャン
スを与えていただいたのだと、感謝し
ております。
着任後3ヶ月がたち、実験ができる

ようになりました。6月から IMSフェ
ローとして加わってくれた池滝何以君、
阪大工学研究科から受託学生として岡
崎にきてくれた修士2年の北田敬太郎
君、SEMやFIBの専門家である中尾聡君、
9月からは、新しい助教として、嘉治寿
彦君もメンバーに加わる予定です。
私たちの研究グループは、有機半導

体の基礎科学を推進し、有機太陽電池、
新しい有機デバイスとしてその成果を
結実させようと考えております。
昨年、有機ELテレビが話題になりま

した。有機エレクトロニクスの分野で
は、有機太陽電池、有機トランジスタ
が次のターゲットとして精力的に研究
されているところです。ところが、有
機半導体の基礎科学は、シリコンに代
表される無機半導体のそれに比べて非
常に遅れています。半導体としては当

然の、超高純度化とドーピングによる
自在な伝導タイプ制御（pn制御）、有
機／金属接合界面や有機／有機接合界
面の制御は、高度なデバイスを設計・
製作する上で、避けて通れない課題で
すが、有機半導体においては未解明の
部分だらけで、ブラックボックスと云っ
て良い状況です。私は、これらの課題
を解決して初めて、実用レベルの有機
太陽電池や、これまでにないタイプの
有機デバイス（例えば、有機半導体レー
ザーなど）が実現できると確信してい
ます。また、エネルギー問題の解決は
科学者の使命であり、将来の選択肢を
増やす意味においても、実用レベルの
有機太陽電池を実現し、社会還元する
ことを考えております。
各論になりますが、理解を深めるた

めに、すこし、具体的に紹介したいと
思います。

1つめは、有機半導体の超高純度化
についてです。シリコンは、通常、イ
レブンナイン 99.999999999%まで
非常に高純度化して用いられます。純
度に9が11個つくことから、イレブン
ナイン（11N）と呼ばれます。有機半
導体も例外ではなく、こと電子材料へ
の応用を考える場合は、純度に関して
ppmからppbのレベルの桁外れの精
度が要求されます。ところが、有機半
導体材料に対するppmオーダーの正確
な純度決定技術がほとんどないことと
もあいまって、同じ有機半導体を用い
たデバイスであっても、研究グループ
によって異なる特性が観測されること
が少なからずある状況です。私たちの
グループでは、結晶析出昇華精製装置
（図2）を用いて、有機半導体を大きな
単結晶として取り出し、精製を行って
おります。例えば、C60の場合、数ミ
リ角のサイズの単結晶が得られ、単結
晶化を3回繰り返したサンプルは、2次
イオン質量分析（SIMS）測定によって、
セブンナイン（99.99999%）以上の
純度であることを確認しています（図
3）。この7N C60を、図1の有機太陽

図2 結晶析出昇華精製装置の写真。温度勾配
下、窒素、水素雰囲気中で、対流を起こ
すことにより、有機単結晶を作製できる。

図3 セブンナインC60の写真。
       大きさは2 mm x 2 mmに達する。

図1 p-i-nバルクヘテロ接合有機太陽電池の模式図とセルの写真。有
機共蒸着膜は、アクセプターとして働くn型有機半導体分子と、
ドナーとして働くp型有機半導体分子が共蒸着によって混合され
ている。
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電池に組み込むと、5.3%の世界最高効
率が得られ、超高純度化がいかに大き
な効果を持つかが分かります。これを
足がかりとして、有機半導体の純度に
ついて、グローバルスタンダードを作
りたいと考えています。

2つめは、ナノ構造設計・制御につ
いてです。図1のp-i-n有機太陽電池の
中間層（i層、または、バルクヘテロ接
合層と呼ばれる）は、フタロシアニン
等のドナー性の分子とC60などのアク
セプター性の分子を共蒸着して混合し
た層となっています。これは、光誘起
電子移動を利用して光生成キャリアを
発生させるためです。ところが、この
共蒸着層は、通常、分子レベル混合と
なっており、電子とホールをそれぞれ
の電極まで取り出すには、それぞれの
取り出しルートを数十ナノレベルの精
度で形成することが必要になってきま
す。現在、そのような構造を作るには、

熱処理等の、偶然にたよったパーコレー
ションしか方法がありません。光キャ
リア生成とキャリア取り出しを両立し
た理想構造をつきつめると、図4に示
した直立超格子ナノ構造 2）となります。
もし、この理想構造を全く人工的に設
計・製作できる一般的方法を見出すこ
とができれば、効率20%以上の有機太
陽電池も夢ではありません。私たちは、
ナノインプリントと真空蒸着を融合し
た方法によって、これに挑戦すること
を考えています。これによって、パー
コレーションのような偶然にたよらず、
特定の分子にしか適用できない自己組
織化のような制限の多い方法にもよら
ない、完全に人工的で、どのような材
料にも適用できるナノ空間構造設計・
製作の新原理が提出できると考えてい
ます。

3つめは、有機／金属接合について
です。有機デバイスには金属／有機界

面が少なくとも必ず2つは存在し、デ
バイス特性を決定的に左右します。と
ころが、金属／有機界面の電子注入バ
リア高さでさえ、正確に実測されてお
りません。私たちは、弾道電子放出顕
微鏡によって、この実測に挑戦しよう
と考えております 3）。STM探針を弾道
電子源として用いれば、バリア高さの2

次元マッピングもできます（図5）。電
子注入バリア高さは、分子配向、結晶
面、結晶表面ステップ、結晶粒界、蒸
着金属の構造などの、様々な界面のナ
ノ空間構造、さらには、有機 -金属相互
作用などの種々の因子が影響を及ぼし
ているのは確実です。有機デバイスの
真の実用化には、このような金属／有
機界面の深い理解と制御が必要不可欠
です。有機太陽電池を例にとって説明
しますと、有機／金属接合に自由自在
にオーミック接合（界面における電荷
キャリアの注入、取り出しが全く律速
にならない接合）が形成できるように
なり、セル抵抗の抜本的な低減、ひい
ては、曲線因子、効率の抜本的向上に
つながります。
ここで述べたのは例であり、他に

も多くの課題が山積しております。ま
た、今回は新しい有機半導体デバイス

図5 弾道電子放出顕微鏡（BEEM）の原理。金属／有機接合の
電子注入バリアより低いエネルギーの電子は有機半導体の
伝導帯に侵入できないが、電子注入バリアより高いエネル
ギーを持つ電子は伝導帯に入って電流として検出できる。
このBEEM電流の立ち上がるトンネル電圧から、電子注入
バリア高さが決定できる。バリア高さの分子スケールでの
空間分布も画像化できる。

図4 直立超格子理想ナノ構造。電子とホールが異種半導体界面で光生成し、電子はフラーレン
      （緑色）、ホールはフタロシアニン（青色）を通って外部に取り出される。
      超格子幅は励起子の移動可能距離で決まり、数十nmの精度の設計・製作が必要。



の研究に関しては全くふれませんでし
た。研究を進めていくうちに、新しい
アイデアもでてくると思います。なす
べきことは多いですが、前半で述べま
したように、静かに深く考える時間を
とって、オリジナリティーのある研究
を1つ1つ確実にすすめていこうと考え
ております。

最後になりましたが、分子研着任に
あたり、西　信之先生、横山利彦先生、
中村宏樹所長をはじめ、所内の多くの
方々にお世話になりました。この場を
借りて、お礼申し上げます。
また、長年、研究交流があり、目を

かけてくださり、分子研着任にあたっ
ても心から激励くださった、故　関

一彦先生（名大教授）にも心からお礼
申し上げます。本稿を執筆する直前に、
ご逝去の悲報をうけとりました。岡崎
に移って近くなり、これからもっと共
同研究など行いたいと願っておりまし
た。悲しく、残念でなりません。心か
らご冥福をお祈り申し上げます。

1) M. Hiramoto, H. Fujiwara, M. Yokoyama, “p-i-n Like Behavior in Three-layered Organic Solar Cells Having a Co-deposited Interlayer of 
Pigments”, J. Appl. Phys., 72, 3781 (1992).

2) M. Hiramoto, T. Yamaga, M. Danno, K. Suemori, Y. Matsumura, M. Yokoyama, “Design of Nanostructure for Photo-electric Conversion by 
Organic Vertical Superlattice”, Appl. Phys. Lett., 88, 213105 (2006).

3) 平本昌宏、横山正明、公開特許2001-343318、「金属・有機界面の電子注入エネルギーバリアの測定方法及び装置」、2001.11.4.
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いう長倉三郎先生のお言葉がありまし
た。このすばらしい環境の中で、研究
生活を満喫したいと思っております。
私はこれまで分子の励起状態につ

いて高精度な電子状態理論に基づいた
研究を行ってきました。励起状態の理
論研究には、独特の面白さがあります。
励起状態には多くの複雑な電子構造の
状態があり、これらを一挙に正確に求
めることが重要になります。私が京都
でお世話になりました中辻博先生は、

えはら・まさひろ
1988年京都大学工学部合成化学科卒、1993年
同大学大学院工学研究科博士課程修了、博士（工
学）。1993年（財）基礎化学研究所、1994年ハ
イデルベルグ大学博士研究員、1995年京都大学
大学院工学研究科助手、2002年同助教授を経て、
2008年6月に着任。

計算科学研究センター　教授江原　正博New Lab
研 究 室 紹 介

電子状態理論を核とした電子状態理論を核とした
新しい理論化学を求めて新しい理論化学を求めて

New Lab
研 究 室 紹 介
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励起状態理論の黎明期にSAC-CI法を
開発されましたが、この理論は励起状
態の有用な理論として確立しています。
この理論を応用していく段階で、複雑
な状態では必ずしも十分ではないケー
スがあり、そのような場合にも高精度
なGeneral-R法を開発しました。理
論の開発と実装には時間がかかりまし
たが、Gaussianに導入して一応の完
成をみたときには達成感がありました。
それ以来、複雑な電子状態の精密な理
論研究が私の研究の一つの流れになり
ました。励起状態の研究でもう一つ重
要な点は、励起状態の安定構造を探索
することです。特に励起状態では複数
の電子状態が交差したり、複雑な電子
状態が現れる場合があります。そのよ
うな場合にも対応できるエネルギー・
グラジエント法を開発しました。
次に、開発した理論を用いて、理論

分光の精密な研究を行いました。理論
分光の研究では、多くの実験研究者の
方々にお世話になり、とても楽しく研
究を行うことができました。バレンス
励起から内殻電子過程まで様々な分子
分光に応用し、特に内殻電子過程では
General-R法が有効で、サテライト状
態や振動スペクトル、バレンス・リド
ベルグ混合などについて研究しました。
この分野は実験が急速に進展しており、
分子研では最先端の実験グループがあ
りますので、今後、実験との研究交流
を楽しみにしております。
光物性科学にも関心を持って応用し

ました。有機ELやバイオセンサーの光
電子過程について基礎的な研究を行い
ましたが、分子科学的にも大変興味深
い内容を含んでいました。高分子系の
有機EL分子では、柔軟なコンフォメー
ションを考慮した統計的な取り扱いが
光物性に重要であることが分かりまし
た。また、バイオセンサーの研究では、

励起状態と電子移動の状態が複雑に交
差しており、その光電子過程では、構
造緩和や溶媒効果が重要であることが
分かりました。これらの研究では励起
状態の構造最適化法が有効で、複雑に
交差する電子状態における励起緩和を
理論的に追跡しました。
表面触媒反応は工業化学的にも重要

ですが、無限系と有限系の接点で起こ
る現象であり、理論的にも大変興味深
い研究対象です。固体表面の触媒作用
では、固体表面と吸着分子の間の相互
作用や電子交換が鍵となっており、こ
の点に興味を持って研究しました。ま
た、吸着分子の光電子スペクトルは気
相に比べて大きく変化しますが、これ
は表面－吸着分子間の電子移動が反映
しているものと考えられ、とても興味
深い現象です。表面―吸着分子系の理
論モデルは開発段階にあり、今後、理
論による解析が益々発展していくと思
います。
化学反応の動的過程や時間に依存

した現象の研究も重要と考えています。
ポスドク時代に基礎化学研究所におい
て山下晃一先生のご指導の下、量子ダ
イナミクスの研究を行いました。そこ
では三原子分子の光解離反応や擬回転
運動を、量子波束法を用いて研究しま
した。また、ハイデルベルグ大学では
多次元の量子ダイナミクス法の開発に
携わり、固体表面における分子の非弾
性散乱による回転励起の研究を行いま
した。その後、ダイナミクスの研究か
ら離れていますが、今後、量子ダイナ
ミクスの研究にも挑戦していきたいと
考えています。
以上の研究を行ってきましたが、今

後は、電子状態理論を核とした新しい
理論化学の開拓を目指したいと思いま
す。理論開発では、やはり電子状態
理論の高精度化と大規模化を軸とする

ことが重要であると考えています。結
合解離や励起状態などの複雑な電子状
態を効率的に記述できる理論を開発し、
理論精密分光の励起ダイナミクスの研
究を深めたいと考えています。また、
理論の大規模化を行い、生体系や集積
系における光電子過程、電子・プロト
ン移動、励起エネルギー移動など量子
的な過程について研究したいと思いま
す。電子状態理論と量子ダイナミクス
理論を用いて、光電子過程や化学反応
を実時間で解明する研究にも興味を
持っています。これらの研究では、分
子研で最先端の研究が展開しています
ので、積極的な研究交流ができること
を期待しています。
計算科学研究センターは、次世代ス

パコンのプロジェクトがあり、大変重
要な時期にあると思います。これを機
に、諸先生方の高い理念を受け継ぎま
して、世界から注目されるセンターに
発展させ、分子科学の発展に寄与した
いと思います。最新の特徴あるハード
ウエアーを提供し、計算科学ライブラ
リ－を充実させることで、分子科学全
体、さらに科学の広い分野に活用して
いただけるセンターを目指したいと思
います。また、シンポジウムや講習会
を開催して、研究者の交流の場として、
そして若い人に魅力のある情報を発信
できるセンターとして発展させること
が大切と考えています。これらのシン
ポジウム等を通じて、協力研究などの
研究交流に貢献できればと思います。
最後になりますが、計算科学研究セ

ンターに研究グループを持つ機会をい
ただきましたことにつきまして、ご支
援と激励をいただきました先生方に深
く感謝いたします。
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（財団法人豊田理化学研究所　フェロー／広島大学大学院理学研究科特任教授（非常勤）／
分子科学研究所名誉教授）

岩田　末廣

いわたすえひろ／ 1967年東大理学研究科博士課程修了後、理化学研究所研究員。1972年から75年ま
で諸熊教授とK. Freed教授の下で博士研究員。1981年慶応大学理工学部化学科助教授、86年同教授。
1994年分子研教授。2000年広島大理学研究科教授。2001年大学評価・学位授与機構教授。2004年広
島大学量子生命科学プロジェクト研究センター・理学研究科特任教授。2008年豊田理化学研究所フェロー。

【5月某日】
丁度、2週間の一人旅をする直前に、

｢OBの今｣の原稿依頼が舞い込んでき
た。分子研を｢卒業｣してから、すでに、
2回も雑文を書いているので 1)、何人か
の別候補を推薦して逃れようと試みた
のだが、結局断り切ることができなかっ
た。そこで、分子研計算機センター長
時代に｢センター長報告｣としてしばし
ば試みたように｢旅日記｣風に、近況を
報告させていただこう。今回のアメリ
カ行きは、旅行ではなく、私が開発し
ているプログラムを、PNNLのグルー
プたちが長年かけて作っている総合化
学プログラムパッケージNWChemに
接続できるかを検討するため、PNNL 

(Pac i f ic No r thwes t Nat iona l 

Laboratories)に滞在する。

1) 分子研レターズ44号巻頭言「変われるっ

てドキドキ」；分子研レターズ49号「どこへ

行くのか研究の評価」

【6月3日】
PNNLは、いろいろと securityが高く、

建物に入るカードの交付を受ける前に、
web上で、「講習と試験」を受けなけ

ればならない。まずその前に持って行っ
たMacBookProをネットワークにつな
げるための「講習と試験」に通過しな
ければいけない。この二つのシステム
はなかなかよくできていて興味深かっ
たが、正直に画面を読んで解答してい
くと結構時間をとられてしまった。

【6月6日】
この2，3日でNWChemのSource 

Licenceを取り、downloadするとこ
ろまではできた。Programers　マニュ
アルを眺め始めた。いろいろな量子化
学計算やシミュレーションのタスクか
ら構成されている。主にFortran77で
書かれているが、各タスクがモデュー
ル化されていて、何よりもcommon

がないのがよい。Include文で処理し
ているようだが、どうせなら fortran90

にしてmodule文を使えばよいの
に。gfortranというpublic domain

の fortran90(95) compilerが あ る
今 fortran77に固執する意図がわから
ない。しかし、GAMESSやHONDO

に比してずっと私の玩具パッケージ
MOLYXとは相性が良さそうだ。今晩
は、NWChemの中の多電子理論の部
分の開発に携わっているDr.Fang,P.-D.

とDr.Kowalskiに夕飯を誘われている。
広島大の相田研からDupuisのところに
来ている山田君も一緒だ。Fangさんと
はフロリダ大の平田聡さんのところで

知り合っており、Kowalskiは平田さん
がPNNL時代に開発始めたTCEプロジェ
クトを引き継いでいる 2)。私はこのと
ころ、彼らのような若手の量子化学者
には、So HirataとSeiichiro Ten-no

のボスであったことがある人として知
られており、今晩のようにいろいろ得
をさせていただいている。食事の後は、
山の上のwineryで地元の赤ワインもご
馳走になってしまった。PNNLのある
Tricity近傍はこのところワインの製造
で売り出しており、カリフォルニアワ
インを越えたという説も聞かされた。

2) 平田さんはこの6月に国際量子分子科学

アカデミー賞を受賞している。日本人では

1978年の諸熊先生以来である。彼のその他

の近況はこのシリーズ、分子研レターズ56

に詳しい。これで tenureを確実にしたとい

えよう。

【6月8日（日曜）】
今日は、PNNLのHostであるSotiris 

Xantheasがドライブでワシントン州
の北にあるリゾートCoeur D’ Alene

まで連れて行ってくれる。ドイツから
夏の間だけ来ている大学院生Werharn, 

Jasperと一緒だ。Sotirisとは、十数年
のつきあいになる。彼はギリシャ人だ
が、娘たちが手を離れたら、車で3時
間ほどのこの湖畔のリゾートで週末を
過ごすんだといっている。この長いド

卒業後9年目

分子研OBが語る■OBの今
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ライブでSotirisとはいろいろな話をし
た。その一つが「卒業証書」だ。確か
西さんが主催してくれたのだと記憶し
ているが、1999年12月に IMS COE

国際会議” Interplay of theories and 

experiments in structural analyses 

of molecular clusters” に、Sotirisは
参加している。その夕食会の際に、外
国からの出席者たちが私に「分子研卒
業証書」なるものを贈ってくれたのだ 
3)。Jim Lisy、Klaus Muller-Dethlef、
Denis Salahub、Mike Duncan、
Niedner-Schattenbergなどが署名
をしてくれた。翌3月に分子研を辞す
としても、それで私が retireするつも
りもないことを知っていた誰か（多分
Lisy）が「分子研を定年で辞める」を「分
子研を卒業する」と言い換えてくれた
のだ。幸いにも、「卒業後」にも国家公
務員を4年務めることができ、4年の常
勤の特任教授（うち1年は公務員共済
に加盟）を加えると、8年間 full salary

の勤務に就いていたことになる。
ドライブ中のもう一つの話題は、こ

の雑文に添付した写真についてだ。こ
れは、昨年Sotirisが来日した折、広島
大の江幡さんと尾道に遊んだ時千光寺
で撮影したものである。「なぜおまえの
名前のpine treeがあるのか」の説明
を簡単に「めでたい言葉だから」と説
明しただけですましていたのだが、長
ドライブのさなかでこの質問がぶり返
されたのだ。正直言って私もこの名で
父が何を意図したのかまじめに考えた
ことがなかった。私のすぐ上の兄は桃
太郎といい、これは当時の軍国主義の
風潮の中で軍隊に入れば「桃太郎閣下」
ということで、そのかっこよさが名の
由来といわれてきた。この春岡山を観
光する機会があり、もう一つの「桃太
郎」の由来に気がついた。父はウキタ
家の出で、私の祖父に当たる「ウキタ」

達は明治の始めに八丈島から東京に出
てきたことがわかっている。宇喜多秀
家は流刑地で子孫を残したことになっ
ているのだ。このウキタ達は、「宇喜多」
を避けて、「浮田」を使っているが、い
とこの話では今でも一緒に八丈から出
てきた人の子孫たちとは連絡がとれて
いるという。桃太郎伝説の岡山は、宇
喜多家のゆかり土地なのだ。兄の名の
由来はともかくも何で俺は「末廣」何だ。
ともかく「めでたい言葉だからレスト
ランの名によく使われるよ」という説
明で今までごまかして来たが、Sotiris

との会話の中ではたと気がついた。こ
れが確かに本当の理由なのだ。私が生
まれた当時、両親は銀座5丁目で「お京」
というふぐ料理屋をやっていた。そし
て今も銀座にある「末廣」は、洋食レ
ストランとして当時すでに繁盛してい
たという。父達は自分たちと同じ仕事
するのに便利な「末廣」を私に与えた
と考えるとつじつまが合う。Sotirisの
しつこい質問攻めのおかげで長年の私
の謎を解くことができた。

3) 何度かの私の移転で今見つけることがで

きなかった。確か、博士記と一緒に大切に保

管してあるはずなのだが。

【6月10日】
NWChem を MacBookPro 上 で

compileすることに成功。テスト job

の半分ぐらいは正常終了したが、残り
は多分すべて同じ理由で途中までしか
走らない。過去の質問・回答集を調べ
るとMacBookPro、Leopard、intel 

compilerの組み合わせの例が見つか
らない。 ともかくも、MacBookPro

上でCompileした人に問い合わせ
のメールを打つ。また、Fangさん
にNWChemの移植に詳しいWang, 

Dunyouを紹介してもらう。

【6月11日】
問い合わせの返事が戻ってきたがあ

まり助けにならない。Intel compiler

は高価だからgfortranにしたとい
う。Wangの部屋を訪問する。彼は
MacMiniしか持っていないし、OS

も新しくしていないという。彼は、
LeopardのXcodeと intel compiler

の相性ではないかという。これらをは
じめから installし直すことを勧められ
た。帰国後ということになる。

【7月某日】
いっぺんに2，3週間飛んでしまう。

名古屋大学の岡崎さんと岡本さんの招
待で、名古屋大工学部でセミナーをさ
せていただく。この数年間の「研究
成果」を話す。感心していただいたの
は、中身よりもむしろ「単著」の研究
成果であることだ。もちろんセミナー
の後は、飲み会。天能さんも加わり楽
しく歓談する。皆さん、分子研のOBだ。
誰かがどこかに書いていたが、分子研
の最大の業績は、優れた人材を日本全
国の大学に供給してきたことという話
がある。「最大」では、かなり困った事
だとは思うが、確かに、どこの大学を
訪ねても、分子研を通過してきた先生
方にお目にかかる。広島大学でも、多
くの先生が分子研を経験されていたが、
名古屋大学は地元であることもあって、
たぶん十指を越える方々が現役で名古
屋大におられることだろう。斉藤真ちゃ
んのように 4)、分子研に舞い戻った方
もいるが。

4) 斉藤真司教授が私にとっていまだ真ちゃ

んであることの理由は、分子研レターズ53

号参照。

【7月某日】
編集委員に催促されて、ともかくも
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書き上げることにする。今は、名古屋
から日吉の我が家に戻る途中。新幹線
の700号車両の先頭と後尾の席では電
源コンセントが使える。指定ではなか
なか1xや13xの席を取ることができな
いこともあって、もっぱら、自由席を
使っている。もちろん価格面の理由も
あるが。この4ヶ月弱の往復で自由席
に座れなかったことがない。
今日はまあハッピーだ。平尾特定

で2001年に購入し、一橋から東広島
を経て、長久手にまで供をさせてきた
CompaqのDS20Eを立ち上げ、無事
にネットワークにつなげることができ
た。あまり高速とはいえないが個人的
な量子化学計算専用機としては十分使
えると判断している。RCCSに submit

する入力データのテストをする計算と
して使うつもりでいる。
今日ようやく科学研究費の報告書

が製本されてきた。分子研から広島大
に移った2000年の春にはまだ「平尾
特定」の計画班に参加しており、上記
のDS20eはこの予算で 2001年大学
評価学位授与機構時代に購入した。そ
の後も、基盤研究Cを 2002-2004

と2005-2007に採用していただいた。
今日届いた報告書はこの2005からの3

年間の成果報告書である。これは、広
島大学の相田美砂子教授の主宰する「ナ

ノ・バイオ・IT融合教育プログラム（文
科省科学振興調整費振興分野人材養
成）」の特任教授に採用された年（2004

年）の秋に申請したものなので、広島
大でのこの4年間の私の研究を支えて
くれた。2008年3月にはこのプログ
ラムが終了になることになっていたが、
その後も客員の肩書きがいただけそう
であったので、広島大学を通じて2008

年からの科学研究費を申請させていた
だいた。幸いこの4月から豊田理化学
研究所のフェローとして研究を続けら
れることになった上に、申請していた
科学研究費も採用されたので、一人で
理論・計算化学研究を続けるには研究
費に不便をしなくてすむことになった。
いくつか課題を進めているが、単著の
論文を1年1報書くことを目ざしたい。
豊田理研には、吉原名誉教授と北川

名誉教授が先任でおられ、元気にご活
躍されている。ここは、特に、理論・
計算研究をするのに適している 5)。私
はこのところ主にMacをUNIX機械
として使っているが、その性能の高さ
には驚かせる。豊田理研の予算と科研
費で購入したQuadra duo MacPro

はかなり大規模の量子化学計算を実行
できる。NWChemは、CPU=8と設
定すると8CPU並列実行ができるとい
う。残念ながら、まだ完全にはうまく

compileに成功していない。

5) ここの唯一の不満は、VPNで家からオフィ

スのMacを使えないことである。オフィス

は豊田中央研究所の一室なので、ネットワー

クの securityが高いのである。独立棟がその

うち作られると聞いているが、そのときには

ぜひVPNが使えるようにしていただくよう

希望を出している。

【7月某日】
最後は、名古屋駅から藤が丘まで

の地下鉄内で打ち込むことになってし
まった。かくのごとく、ともかくも、
卒業後9年目を迎えた今も、それぞれ
異なるOSで動いている複数の計算機
と戯れて、研究を文字通り楽しんでい
る。「自己批判」とか「自己否定」と
いう言葉がむしろそれが強制されるも
のであったことを見抜いていた私の青
春時代の仲間たちは意図的にこれらの
言葉を自分に対しては使わないできた。
今はやりの「自己評価」も似た性格を
持っていて、好きになれる言葉ではな
い。しかし、「公の」研究費を使って研
究をしているのであるから、自分で判
断を下して、ある時点で、これまでの
ような「研究生活」を打ち切るつもり
ではいる。
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（東京大学　IRT研究機構　生産技術研究所　特任助教）
三澤　宣雄

みさわ・のぶお／2003年3月　東京農工大学大学院　生命工学研究科　修士課程修了
2003年4月　総合研究大学院大学　物理科学研究科　進学
2006年3月　総合研究大学院大学より博士(理学)の学位取得
2006年4月-10月　分子科学研究所　極端紫外光科学研究系　博士研究員
2006年11月-現在　東京大学　IRT研究機構　生産技術研究所　特任助教

そろそろ研究室の時計の針が午前1

時を指そうとしています。つい今の今
まで次の会議で使う資料の準備に追わ
れ、今日も実験室に入る時間はありま
せんでした。
略歴にもある通り、2006年の3月

に総研大で博士課程を修了し、半年ほ
どそれまで所属していた研究室にいま
した。その秋に東京の駒場にある東京
大学　生産技術研究所（生研）にかわ
りました。現在、自分は Information 

Technology（いわゆる IT）とRobot 

Technology（RTというらしいです）
が融合した IRTというプロジェクトの
特任助教として雇用されています。IRT

プロジェクトの詳しい内容はhttp://

www.irt.i.u-tokyo.ac.jp/で確認でき
ますので興味のある方は是非ご覧下さ
い。実験は駒場の生研でしています
が、IRT研究機構の拠点は本郷の工学部
ですので、自分の正式な所属先は本郷
にあります。そのため、最低一週間に
一回は行われる全体の会議やグループ
の打合せのために駒場キャンパスから
本郷キャンパスへ移動しなくてはいけ
ません。駒場から本郷への移動は専ら
地下鉄なのですが、電車内ではたいて
い惰眠を貪っています。たまに研究の
ことも考えていますが、“ひとりブレイ
ンストーミング” は5分ともたないので、
最近はほとんど熟睡しています。この
移動の時は寝ていても、いつも不思議

と降りるべき駅で目が覚めるのですが、
先日は途中で目が覚めて間違えて降り
てしまいました。岡崎の研究所が輩出
した人材がこの体たらくとは本当に恥
ずかしい限りですが、今日び、過労で
ドロップアウトするよりはマシだろう
という心意気で生活しています。
このように自分で書いていても大

丈夫かと思う日々なのですが、思った
以上に大丈夫ではないようです。それ
でも現在、携わっている研究は（最近
は雑務が多いのですが……）やはり面
白く、その点で非常に救われています。
もちろん、こちらにうつってきて、研
究室やプロジェクトのメンバーが気持
ちの良い人たちということもあります。
そう考えると、岡崎で博士後期課程を
過ごした三年間に出会った人たちも先
生をはじめ、親切な方々ばかりで、思
い出すのは楽しい風景ばかりです。特
に分子研の総研大同期はみんな根が真
面目な連中ばかりでした。冬になると
研究室の目を盗んでスキーに明け暮れ
る奴もいれば、先生も交えた輪講に顔
も出さずにバイトに精を出している奴
もいました。良い意味でそういう同期
がいたおかげもあり、研究所の外でも
楽しい岡崎生活を送ることができまし
た。UVSOR入口付近のテニスコートの
隣でしばしば行われるバーベキューに
も性懲りもなく頻繁に参加させて頂き
ましたし、東岡崎駅界隈でもよく飲み

ました。どれも楽しい思い出です。誘っ
て頂いたり、お付き合いして頂いた方々
には本当に感謝の念に耐えません。ま
るで研究以外の時間が充実しているよ
うに書いていますが、ひとり静かにク
リーンルームで行うシリコンウェハの
洗浄や原子間力顕微鏡（AFM）につきっ
きりの時間もまた好もしい時間でした。
修士号取得まで在籍していた東京農工
大学とは違い、分子研は人口密度の低
さから、設備や装置の使用でユーザー
同士がかち合うという煩わしさを感じ
ることは自分の場合、まずありません
でした。人が少ないことに対して学生
としては少しつまらなくない？　とい
う農工大の同窓生（彼は研究会か何か
で数日間、岡崎に滞在していました）
が言っていたのを覚えていますが、自
分はむしろその閑散とした雰囲気が好

岡崎を離れて約二年

梅雨の中休みに生産技術研究所の研究室のベランダで。
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きでした。休日も気兼ねなく実験でき、
隣接の図書館も重宝していました。研
究環境には本当に恵まれていたと実感
しています。
さて、岡崎を離れて二年が過ぎよう

としていますが、生研にうつってきて
何をなし得たかというと、前述の通り
の日々なので正直なところ、あまり成
果はありません。既に小ネタで学会発
表も何件か行いましたが、IRTプロジェ
クトで目指すところとしてはまだまだ
道のりは長い印象です。現在、自分は
生研の近くに住んでおり、終電を気に
せずに実験ができます。頻繁に使用す
る装置はAFMなのですが、比較的、そ
の操作に慣れているのは研究室では自
分だけです。そのため、自分がAFMを
ほとんど独占しており、観察実験だけ
なら非常にやりやすいですが、クリー
ンルームは混雑しています。
生研は駒場リサーチキャンパスとい

う場所にあり、先端科学技術研究セン
ター（先端研）の隣に位置しています。
生研と先端研の設立目的は今春のキャ
ンパス公開の冊子によると、それぞれ
「生産に関する技術的問題の科学的総合
研究ならびに研究成果の実用化試験」
と「先端科学技術やその関連分野の研
究教育を行うこと」だそうです。当然

ですが、両研究機関
の研究の垣根はない
ので、先端研の研究
室とも交流でき、実
際に研究の相談がで
きるのは心強い限り
です。
駒場キャンパス近

辺は低層の建物が多
いので生研の8階か
らの眺めは気持ちよ
く、非常に気に入っ
ています。自転車を
全速力でこげば、20

分程度で新宿駅に着
く距離ですので、ちょうど新宿のビル
群を一望できるくらいの近さです。深
夜、8階の実験室から居室へ戻る際に廊
下から見える新宿副都心や六本木ヒル
ズ、東京タワーの夜景は実験疲れの頭
には沁み入る光景です。また、反対側
を臨めば、実験室の窓から十分に確認
できる大きさで富士山が見えます。冬
の朝など、空気が澄んでいる時は非常
にはっきりと富士山が見え、夕方は特
に日没直後の残光に映えるシルエット
が格別です。
かなり滅裂な構成ですが、以上が断

片的な自分の現状です。本稿を書くに

あたり、幾つかこれまでの「OBの今」
を読ませて頂きました。みなさん真面
目な話題を簡潔に述べられており、今
更ながら自分が寄稿することに恐縮し
ています。そろそろ規定の字数も超
えたようですし、明日もありますの
で、ここで筆をおきたいと思います。今、
午前3時の少し前です（実際には後日、
読み直したので二時間で書き上げたわ
けではありません）。

分子研OBが語る■OBの今

現在使っているAFMの前で。映っているのはガラス
表面に作製した10 nm段差の縞模様です。

クリーンルーム内にあるイエロールームでガラス
マスクを持って実験をしているふり。
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分子研を去るにあたり

岡崎から名古屋に引越しして、早や
4ヶ月が経とうとしています。ようや
くのことで研究室も落ち着きを取り戻
し、なんとか研究も順調に進み始めよ
うとしているところです。思えば、分
子研でお世話になった6年半は、長い
ようでいて実はあっという間のできご
とであったように感じられます。ここ
では、多少個人的な思いもまじえなが
らその6年半を振り返って見たいと思
います。
今は去ること30年前、学生のころか

ら計算機センターには大変お世話にな
り、またその後もよく分子研にお伺い
していたこともあり、先生方にはお付
き合いをいただいている方も多く、赴
任に当たって全く心配はありませんで
した。これは、現在の名大の応用化学
には、当初よく存じ上げている先生が
ほとんどいらっしゃらなかったことと
思い合わせると全く対照的なことであ
ります。赴任したその週末には早速ソ
フトボール大会があり、新人ながらも
出場の機会を与えていただき、「たとえ
水溜りの中であっても」すべり込みの
命令の出る理論の本気な試合を存分に
楽しませていただきました。来てすぐ
のことはよく覚えているもので、三塁

を回って足がもつれてこけてしまった
ところに中村先生から「突っ込め」と
いう厳しい叱責（厳格な指示？）が飛び、
四つんばいで這いながら必死で本塁
ベースにたどり着いたことがつい昨日
のことのように思い出されます。また
相手チームとのやり取りの中では、そ
の後現在に至るまで大変お世話になっ
た平田先生の戦闘的なご性格も十二分
に発揮され、勝利に向けて全く有効に
作用していたように思います。ソフト
ボールは、その後腰を痛めるまで何年
か大会に出させていただき、その間何
回かは優勝の経験もさせていただきま
した。金木犀の香りとともに、全く楽
しい岡崎の秋の日の一日を過ごさせて
来ていただいたように思います。
ソフトボールに象徴されるように、

分子研の誇るべき文化のひとつとして、
グループ間の交流が非常に活発である
ことが挙げられます。これは遊びに限
らず、研究面でもディスカッションが
極めて盛んで、実にいい雰囲気でした。
わからないことは分子研の誰かに聞け
ば分かるといった “便利さ” も、研究
を進めていく上では意外と重要なファ
クターだと思います。このようなある
種の横型社会は、分子研の適度な研究

所規模に依拠しているところが大きい
と思いますが、ぜひともこれからも守っ
ていただきたい文化だと思います。
もうひとつ、分子研において決して

忘れることのできないこととして、計
算科学の大きなプロジェクトの立ち上
げとその運営があります。このプロジェ
クトは、現在でも「次世代スパコン」
の「ナノサイエンスグランドチャレン
ジ研究」として分子研を拠点として展
開中であり、小生も外部からではあり
ますが引き続き事務局を仰せつかって
おり、微力ながら分子研のお力になれ
ばと日々努力しているところでありま
す。この件につきましても、赴任して2、
3か月たった頃、茅先生が突然部屋にお
越しになられて、まさに「よろしくお
願いします」という先生の一言で始まっ
たように記憶しています。出発当初は
「グリッド」のプロジェクトでありまし
たが、それが「次世代スパコン」へと
発展的に継承され、その時からの6年
強は全力疾走に次ぐ全力疾走で、まさ
にあっという間に過ぎ去ってしまった
ように思います。あまりにも忙し過ぎ、
悩みも多いプロジェクトではあります
が、大変貴重な経験と、そして何より
実に色々な方々とお近づきになること

おかざき・すすむ／1977年京都大学工学部工業化学科卒業　1982年同大学院博士課程修了、工学
博士　大阪工業技術試験所、東京工業大学助手、助教授を経て2001年10月より分子科学研究所教授、
2008年4月より現職。

岡崎での６年半

岡崎　進01 名古屋大学大学院工学研究科　教授
（前　計算科学研究センター　教授）
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2001年4月から2003年1月までは
分子集団研究系の客員として、2003年
2月から2007年9月まではナノサイエ
ンスセンターの常勤職員として、計6年
5ヶ月にわたり分子研にお世話になりま
した。急に大阪大学に異動することにな
り、職務の引き継ぎその他で多くの先生
方にご迷惑をおかけすることになり、申
し訳なく思っております。
分子研の前は、典型的な地方大学に

おり教員数が少ないため教育・行政負担
が非常に重く、平日5時まではほとんど
自分の研究のことを考える時間がとれず、
5時過ぎ、土日、連休、夏休み、冬休み
に集中的に研究をする生活でした。分子
研に来て、最初の頃は実験室の確保や移

転の準備などに追われていましたが、そ
れも一段落してふとその日のスケジュー
ルを見ると、平日にもかかわらず会議も
授業も出張も何もない日が有りました。
その時に感じた至福感は今でも忘れませ
ん。小学生の夏休み1日目の幸せ感と言
えば分かって頂けるでしょうか？　自由
研究だけをしていれば良い、他に宿題も
何もない夏休み！　来てすぐにセンター
長を仰せつかりましたが、それでも前任
地に比べればはるかに自分のために使え
る時間が長く、とても幸せな日々でした。
再び大学に戻ることを決めて、また多く
の学生達を相手に忙しい日々が始まるの
だな、長い長い夏休みがついに終わった
なと思いました。

再び大学に戻ってから、大学にも分子
研にもそれぞれのメリット・デメリット
があることを強く感じます。大学は教育
主体の組織です。教育は、本質的に保守
的であるべきだと思います。研究は、常
に動いている物ですから保守的な組織に
はそぐわないこともでます。分子研では、
動的な研究に合わせて組織を素早く再編
できますが、大学では困難です。そのた
め大学では時には組織の論理が研究の自
由な発想を縛りがちになる危険性があり
ます。一方、分子研は教育機関ではない
ので多数の学生を受け入れることが困難
です。そのため学生同士の切磋琢磨・社
会性涵養が不足しがちで、それが学生に
とって分子研の魅力を半減させる一因に

大阪大学大学院理学研究科　教授
（前　分子スケールナノサイエンスセンター　教授）小川琢治

おがわ・たくじ／最近の楽しみは、スポーツジムに通うこと。全身筋肉痛、関節痛になるほど動いてい
るにもかかわらず、体重・脂肪率とも変化がありません。エネルギー保存の法則に疑念を感じています。

02

長い夏休みの終わり

ができ、大いにプラスであったと確信
しています。さらに申し上げることを
お許しいただけるとすれば、このよう
な国家基幹技術とも称されるような大
きなプロジェクトに参加し、拠点とし
てそれを継続的に推進し展開して行く
ことこそが計算分子科学分野の分野と
しての発展にも繋がって行くものであ
ると信じています。
このような活動は、計算科学研究セ

ンターという場があって初めて可能と
なるものであることは言うまでもあり

ません。一方で、センターとしては共
同利用についても水準を下げることな
くさらに発展、向上させて行かなけれ
ばならないわけであり、さらにはネッ
トワーク管理室の技術支援という重い
役割も担って行かなければならないわ
けです。このような困難な局面の中で
も何とかセンターとしてやって行けた
のは、まぎれもない水谷班長をはじめ
とした優秀な技術職員の存在あっての
ことだということは、いくら強調して
もし過ぎることはないと思います。大

変な道ではありますが、技術職員の皆
さん方が、これからもセンターの中で
このような重責を担って行っていただ
けるものと心から期待しています。
最後に、斎藤先生、江原先生を中心

として、センターがこれからもさらに
発展して行くことを確信していますが、
途中で転出したことに対しての心から
のお詫びとともに、分子研そして計算
科学研究センターのさらなる展開を祈
念して筆を置かせていただければと存
じます。
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分子研では約8年間お世話になりま
したが、大変充実した研究生活を過ご
せたと自分では思っています。前所長
の茅幸二先生、現所長の中村宏樹先
生、領域長の田中晃二先生をはじめ分
子研の皆さんには、この場をお借りし
てお礼申し上げます。 現在、研究室の
メンバーは分子研の時と変わらず、石
田豊助教、渡邉孝仁博士と私の3人です。
彼らの頑張りのおかげで、5月中旬には
なんとか実験を開始することが出来ま
した。しかし、5月の連休開けまで、機
器の搬出や研究室の後片付けに、東京̶

岡崎間を頻繁に往復していたため、分
子研を去ったという実感が未だにしま
せん。それが理由か、4月からは学部学
生への講義も行い、学生が道路に溢れ
ている様子を毎日眺めていますが（居
室が学生食堂のすぐ近く）、まだ妙な違
和感、場違いな所にいる様な感じがあ
ります。頭を切り替えるにはもう少し、
時間が必要です。この原稿を書くのに
分子研では何をしたのかなと、振り返っ
てみました。カタチとして残っている
ものとして、昨年度に行った「Annual 

Review」の改訂があります。運よく、

編集委員長の順番で、広報委員のメン
バーとして改訂に参加しました。広報
室の中村理枝さんと1年間相談しなが
ら進めました（実際には中村さんが全
て行ってくれましたが）。特に、表紙の
デザインとしていろいろ候補はあった
のですが、「100年変更する必要のない
もの」として現在のものを選びました。
いかがでしょうか？　カタチとして残
らないものは、ここには書きません。
ですが、分子研で得たものを核に、東
工大発の研究を発信しようと現在、研
究グループのメンバーと奮闘中です。

かわぐち・ひろゆき／1990年大阪大学理学部卒業、1994年同大学大学院基礎工学研究科後期課程中退、理学博士
名古屋大学理学部助手を経て2000年より分子科学研究所准教授、2008年4月より現職

ありがとうございました

川口　博之03 東京工業大学大学院理工学研究科化学専攻　教授
（前　生命・錯体分子科学研究領域　准教授）

なっていると思います。
日本が持つ優れた研究資源を最大限に

活用するために、大学と共同利用機関の
再編を考えるべきだと思います。それに
よって、多くの科学者が「自由研究だけ
をやっていればよい夏休み」の楽しみを
味わえる「科学者の天国」を創出するこ
とができると思います。ひとつのアイデ

アは、研究所のグループの大半を5年程
度の時限連携ポストにして、大学の研究
室ごと移ってきてもらうことです。客員
ポストの実体化、流動的な客員ポストと
言えば分かり易いかもしれません。常勤
と同じ程度の実験室、研究費、スタッフ
の配分を受けてそこに学生も来てもらう。
単位の互換契約を結ぶ。全国の優秀な大

学の大学院生達が集まれば、お互いに刺
激しあい、新しい芽も出ることも期待で
きます。先入観にとらわれない研究所の
未来像を運営会議などで建設的に議論す
ることで、「科学者の天国」ができるこ
とを期待しています。
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分子研を去るにあたり

分子研では2003年9月から2008年
3月までの4年半の間お世話になりまし
た。思い返せば分子研ではいろいろな
ことを学んだなと思います。学位を取
る時期に分子研でプロトン移動反応の
シミュレーションの研究を行うための
ポスドクを募集しているというお話を
聞き、この分野には以前から興味を持っ
ていたのですぐにお願いして採用して
頂くことになりました。岡崎先生との
ディスカッションのみならず、時には
所内の他のグループの先生方にディ
スカッションをして頂いたりした中で、
様々なことを学ぶことができたととも
に方法論の開発や原理の立場に立つこ
となどを重んじる分子研の風土にも刺
激を受けました。実家からの通勤だっ
たため往復3時間半の電車生活は体力
的にはきつかったのですが、毎日電車
の中でひたすら研究のことを考えたり

勉強したりしたことは懐かしく有意義
だったと思えます。また度々催される
夜の飲み会の帰りに電車の中で寝過ご
して漫画喫茶で宿泊することもしばし
ばありましたが、懐かしい思い出です。
分子研での最後の半年は助教として

過ごさせて頂きましたが、センターワー
クショップ等のセンター業務やグルー
プ内の運営、岡崎グループの名古屋大
学への引っ越し等、慣れないことが多
く何かと苦労しましたが、皆様に助け
られながらなんとかこなすことができ
ました。これらを通じていろいろと勉
強させて頂くことができました。
岡崎グループが名古屋大学へ引っ越

したことに伴い私も異動させて頂きは
や数ヵ月立ちましたが、引越しのドタ
バタは収まり今は落ち着いて研究活動
をしております。学生が増えたり、理
学部や分子研とは異なる工学部の風土、

学生実験や演習の準備等、不慣れなこ
とも多いですが、それらも楽しく感じ
ています。
分子研在職中は多くの方々にお世

話になりました。秘書の方々には主に
助教になってからは事務のことをいろ
いろと教えて頂きました。技官の水谷
さんや岩橋さんにも計算機関連やプロ
グラムのことでアドバイスを頂き大変
助かりました。岡崎グループの皆さん、
特に同じ部屋で毎日研究のことから私
的なことまでいろいろと相談にのって
頂いた吉井さん（現在姫路独協大准教
授）には大変お世話になりました。そ
して岡崎先生にはすべてにおいてお世
話になりました。これからも分子研の
皆様にお世話になることもあるかと思
いますが、今後ともよろしくお願いい
たします。

やまだ・あつし／1998年 名古屋大学理学部物理学科卒業、2003年 名古屋大学理学研究科物質理学専攻博士課
程修了後、博士研究員として計算科学研究センター岡崎グループに加わり、分子研助教を経て、2008年4月より
名古屋大学工学研究科 助教、現在に至る。

分子研の思い出

山田　篤志04 名古屋大学大学院 工学研究科化学・生物工学専攻 応用化学分野　助教
（前 計算科学研究センター　助教）
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分子研での思い出

根岸　雄一

2000年 7月から 2008年 3月まで、
佃Gの助手（助教）として7年9ヶ月、
分子研にお世話になりました。大変恥
ずかしながら助手（助教）としての任
期を大きく超えつつ長いこと在籍させ
ていただきましたので、入所したとき
と出所したときとでは周りの先生方や
研究室の顔ぶれも大きく変わっていま
す。この7年9ヶ月の間、佃先生、茅所長、
中村所長をはじめ、大変多くの先生方
や研究仲間にお世話になりました。こ
の場をお借りして心より感謝とお礼を
申し上げます。
分子研での思い出はといいますと、

分子研には新進気鋭の研究者の方が沢
山いらっしゃいますし、そのような方々
と出会い、話し、飲む機会が沢山あり
ましたので、刺激的なことが多く、思
い出も数多いのですが、その中でも研
究室の立ち上げに参加できたことが私
の中ではもっとも印象深く、また良き
経験となっています。
着任前の慶應時代、同期の十代氏（現

西Ｇ助教）が隣で研究に装置開発から
取り組んでいるのをみていて、いつか
自分も研究課題については装置制作も
含め全て最初から取りくんでみたいと
思っていました。そうしたさなかに佃
Gの研究室立ち上げ時の助手として採
用していただき、課題・装置のみなら
ず研究室自体も0から始めることにな
り、このことに大きな興奮を覚え、鼻
息荒く岡崎に乗り込んだことを今でも
良く覚えています。
現実的には当時の私は学位も持っ

ていない半人前で、研究課題である金
属クラスターの化学合成についても全
くの未経験の状態でした。着任当初は
実験もほとんどうまくゆかず、目的達
成に向けた方法論も何度も変え、装置
も幾度となく作りかえることになりま
した。ラボとしてはこの時期、何年も
出口の見えない状態にも陥ってしまい、
その結果、佃先生には（分子研レター
ズ57号に執筆されていたように）記
憶を失うほどの御苦労をおかけするこ

とにもなり、このことについては大変
申し訳なく感じています。ですが、ラ
ボ立ち上げ、分子研ならではの課題へ
の取り組み、素晴らしい研究環境など、
私にとっては全てのことが新鮮で、興
奮を覚えたというのが当時の思い出で
す。また、この時期のトライアンドエ
ラーの中、多くの実験技術や考え方を
学ぶことができ、そもそも研究とはど
ういったものなのかということ自体
も学ばせていただき、この時期の経験
が私の研究人生における大きな糧とも
なっています。そのような機会を与え
てくださった分子研と佃先生には大変
感謝しております。
この4月から私は今度は東京理科大

学にて自分自身の研究室を立ち上げて
います。分子研時代に得た良き経験を
いかし、すこしでも分子科学に貢献で
きる研究室をつくってゆきたいと思っ
ています。

東京理科大学理学部応用化学科　講師
（前　物質分子科学研究領域　助教）

ねぎしゆういち／1996年慶應義塾大学理工学部化学科卒、2000年同大学大学院理工学研究科博士課程中退、
同大学化学科助手、分子科学研究所助手（助教）を経て、2008年4月より現職。

05
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分子研を去るにあたり

私は、2005年 12月から 2008年 3

月までの2年4ヶ月の間、分子研の皆
様にはたいへんお世話になりました。3

月末の研究室と自宅の引っ越し直後は、
身の回りのあらゆる環境が激変し、適
応するのがやっという状態でありま
したが、分子研を去って数ヶ月がたち、
最近、ようやく東京での生活にも慣れ
て来た感じがいたします。
毎朝の通勤ラッシュに耐えながら

大学にやって来て、デスクで一息つく
時などに分子研で研究していた頃を懐
かしく思い出します。岡崎では、私は
宿舎に住まわせて頂きましたので通勤
ラッシュとは無縁な快適な生活を送っ
ておりました。朝、研究所にやって来
てから、晩に帰宅するまでの時間の大
部分を研究にあてることができたのは
たいへん幸せでした。また、研究所は、
研究環境・研究設備の面でも非常にす
ばらしく、広々とした実験室で落ち着
いた気分で日々実験を行うことができ

ました。また、分子科学に関するセミ
ナーやシンポジウムが研究所内やコン
ファレンスセンターで頻繁に開かれて
おり、分子研のアクティビィティーの
高さを感じました。
私の在職期間は非常に短いものでし

たが、研究教育活動において、国際シ
ンポジウム、エクストリームフォトニ
クス研究会、夏の学校、冬の学校、オー
プンハウスなどと数多くの経験を積む
機会に恵まれました。特に、分子研と
韓国化学会物理化学部会、ならびに、
分子研と中国科学院化学研究所が共
催する二つの国際シンポジウムにおい
て英語講演の機会を頂いたことはたい
へん貴重な経験となりました。発表機
会を与えて下さった両シンポジウムの
オーガナイザー、岡本先生、宇理須先
生には改めてお礼申し上げます。2007

年7月に韓国済州島で開催された第12

回日韓分子科学シンポジウム「光分子
科学の最前線」では、小分子やクラス

ター，大きな新機能性分子やナノ物質
系，生体分子といった多様な研究対象
の解析に用いられている最先端の光分
子科学的手法を勉強させて頂き、韓国
化学会物理化学部会の先生方とも交流
を深めることができました。2007年9

月に北京で開催された第一回日中ナノ
化学生物学シンポジウムでは、分子科
学から生物学、医学にまたがる非常に
幅広い学際領域で形成されつつある新
研究分野の最先端の研究について勉強
させて頂きました。両シンポジウムの
質と密度の高い内容、活気に満ちた討
論を通じて、日本、韓国，中国におけ
る分子科学研究の研究水準の高さとア
ジア諸国の中でも世界レベルの研究を
行いつつ、中心的な役割を担って活躍
している分子研の姿を実感し、大いに
刺激を受けました。今後、分子研で得
た研究や教育の経験を活かしつつ、私
自身も新しい環境で頑張って行きたい
と思います。

たけうち・まさき／1994年3月　東京大学理学部生物学科卒業
1996年3月　東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻修士課程修了、2000年3月　東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻博士課程修了、
2000年4月　理化学研究所基礎科学特別研究員、2001年3月　理化学研究所植物科学研究センター形態構築研究チーム研究員、
2003年1月　理化学研究所中央研究所中野生体膜研究室協力研究員、2005年12月 分子科学研究所分子構造研究系分子動力学研究部門助手、
2007年4月  分子科学研究所生命錯体分子科学研究領域助教、2008年4月　東京大学大学院理学系研究科化学専攻特任助教

分子研での日々

竹内　雅宜06 東京大学大学院理学系研究科化学専攻　特任助教
（前　生命錯体分子科学研究領域　助教）
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平成15年5月の連休すぎの頃でした
でしょうか、米国のペンシルバニア州
立大（ペンステート）でポスドク研究
員をしていた私に朗報が舞い降りまし
た。「あなたを助手に採用することにし
ました」。小川教授からの一報でした。
この知らせに私はすごく驚きました。
それまで先生とは全く面識もなく、専
門外の有機専門の研究室に私が採用さ
れるとは全く予想だにしていなかった
からです。私はナノ材料工学（主に金
属工学・表面科学）分野の出身で、そ
れまで主に無機物の電気伝導特性や結
晶構造解析をメインに仕事を進めてき
ました。ペンステートでは初めて「化学」
の研究室にお世話になったものの、やっ
ている仕事は自己組織化有機分子膜を
用いた半導体プロセスのナノ化であり、
それもやはり有機分子の物性には程遠
いものでした。正直（今だから言える
が）、小川教授の論文を一報も読んだこ
とはありませんでした……。それにも
拘らず何故、小川教授の研究室の助教
公募に応募したかというと、某先生が
偶然ペンステートに来訪された際に私
の仕事の内容を説明したところ、「非

常に優秀な先生があなたの持っている
スキルを活かせる仕事をしていて、助
手の公募を今やっているから応募しな
いか？」と勧められたからです。当時、
小川先生は有機合成の分野から足を踏
み出し、有機分子単分子の伝導に興味
をお持ちでしたので、私の無機ナノワ
イヤーの電気伝導測定手法が活かせる
と判断されたのでしょう。半信半疑な
がらも当時、私自身も異分野交流の大
切さは強く感じていたので、ようしやっ
てやろう！　と決意を固めたのでした。
何はともあれ、採用された私は意欲

に燃えて分子研にやってきました。し
かし、その意欲はあっという間に打ち
砕かれてしまいました。まず、勉強会
をしても学生さんの話している専門用
語がほとんど分かりませんでした。研
究対象の有機分子名を文字で書かれて
も？？？　とクビを傾げるばかりでし
たし、実験装置を見ても何に使うもの
かも察しようがありませんでした。私
が何かを説明しても皆さんに「キョト
ン」とされてしまいました。異分野の
研究に足を踏み入れるとはこんなに大
変なものかと思い知らされました。私

の着任前には学生さんは有機合成をメ
インに仕事をしていたわけですから、
当然といえば当然なのですが、私は「と
んでもないところに来てしまった気が
する……」と、半分冗談、半分後悔交
じりに思うことがありました。しか
し、慣れとは恐ろしいもので、色々やっ
ているうちに何となくではありますが、
この有機伝導の分野での問題点がおぼ
ろげながら把握できるようになり、論
文も何報か出し、小さいながら賞を頂
くまでになりました。また、分子研内
の多くの方が共同研究を持ちかけてく
ださるようになりました。異分野なれ
ばこそ興味を持っていただけたのだと
思います。こんな私の無知振りに多く
の方にご迷惑をおかけしたと思います
が、今でも何とか有機の分野で仕事を
続けています。今から振り返れば、も
がいて悩みながらトライアンドエラー
を繰り返していた頃が一番刺激のあっ
た時期だったと思います。今後とも分
子研での経験が役に立つよう切磋琢磨
していく所存です。4年半の間本当にお
世話になりました。

たなか・ひろふみ／1998年日本学術振興会特別研究員（DC2）　1999年学位取得、理化学研究所基礎科学特別
研究員　2002年ペンシルバニア州立大学化学科博士研究員　2003年岡崎国立共同研究機構（現自然機構）分子
研助手　2008年より現職。趣味はバドミントンと国際交流。2004年に趣味が興じて（？）国際結婚。長男は2歳。

刺激のあった分子研での研究生活
～もがいて悩んだ異分野交流～

田中　啓文07 大阪大学大学院理学研究科化学専攻　助教
（前　分子スケールナノサイエンスセンター　助教）
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分子研を去るにあたり

私は分子研には 2002年 11月から
2007年12月までのほぼ5年間お世話
になりましたが、実はこの着任時期以
前より分子研には数々のご縁から何度
も足を運ばせていただいており、分子
研での思い出となればさらに長い期間
に渡るものとなります。具体的に申し
上げれば、出身研究室の関係から分子
研錯体実験施設（当時）との様々な形
での研究交流会、学生時代に錯体合成
の手ほどきをしていただいた恩師が分
子研助教授としてご活躍されていたこ
と、学生時代に同級生として同じ分野
を学んだ友人達とめぐりめぐっての再
会、さらには着任以前に統合バイオサ
イエンスセンター（生理研）でポスド
クとして所属していたことなど、着任
当初は「新任地」というよりも「勝手知っ

たる分子研」だったようにも思います。
しかし、実際に中に入っての研究生活
となると、それまで所属した研究室と
は大きなギャップがあり、大きな研究
室でガヤガヤと研究を進めてきた私に
とっては、廊下でめったに人とすれ違
わない分子研での少人数の研究室メン
バーで、原料合成から分析まで、いか
に効率的に実験を行い、新しい研究を
進めていくかという事はとても新鮮で
あり、また勉強になる事でもありまし
た。その一方で、グループの各メンバー
や他研究グループとの距離が近く、研
究室内では目標に向けて焦点を絞り、
密度の濃い議論を繰り返しつつ集中し
て取り組め、他グループ間では様々な
研究を進める方々との合同セミナーや
研究会、交流会などから、新しい発想

や角度の異なる物事の見方などを培え
る素晴しい環境であったとも思います。
また、所属グループリーダーの永田準
教授は気さくで話し好きだったことも
あり、研究はもちろん、公私に渡り深
いご指導をいただき、特に深くご指導
いただいた光化学は現職のフォトレジ
スト基礎開発の職務において非常に有
用であり、現在の研究生活の礎の厚み
を増してくださったものと感じており
ます。分野の垣根を越えて様々なテー
マが融合し、新しい流れを生み出すと
いう分子研の恵まれた環境において研
究生活を送らせていただいた事を宝と
し、今後も研究を続けていきたいと思
います。

ながさわ・たかゆき／ 1996年静岡大学理学部化学科卒、2001年名古屋大学大学院理学研究科博士課程終了。
博士（理学）。岡崎統合バイオサイエンスセンター博士研究員を経て、2002年11月~2007年12月まで分子科
学研究所分子スケールナノサイエンスセンター助教。2008年1月より信越化学工業株式会社新機能材料技術研究
所所属。

分子研を去るにあたって

長澤　賢幸08 信越化学工業株式会社　新機能材料技術研究所
（前　分子スケールナノサイエンスセンター　助教）
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2005年、分子研へ赴任した私を待っ
ていたのは前年度に分子研に導入され
た 920MHz NMR分光器でした。こ
の装置は分子研でも目玉の装置の一つ
であり期待もされているということで、
赴任した頃は装置を目にするたびに責
任の重さをひしひしと感じたものです。
幸い（？）NMR分光器には大きなトラ
ブルも無く、今では分子研の共同利用
装置の一つとして立派に稼動していま
す。これも魚住先生、加藤先生をはじ
めとする分子研のスタッフの成果であ
り、多少なりとも自分がそこに関わっ
ていたことはその後の人生において非
常に有意義なことであったと思えるの

ではないかと思います。
また、初めてのアカデミックポスト

ということで学生気分が多少残ってい
る研究員時代とは異なり、色々不慣れ
な私をグループのボスである加藤先生
にはたびたび叱咤激励をしていただき、
大変感謝いたしております。さらに私
の不手際などでNMRオペレーターであ
る中野さんや秘書の佐々木さんは大変
ご迷惑をおかけしたと思いますし、私
の無理なお願いを聞き届けていただい
たことも一度や二度ではありませんで
した。この場をお借りしてお礼を申し
上げます。

NMRの運営に多少関わることがで

きたおかげで、年に1、2度行われた
NMRに関係する研究会やフォーラム
では運営に携わるだけでなく世界各国
の先生方の講演を聞くことができたり、
交流できたことは非常に良い経験、思
い出になりました。在所期間は3年と
いうことで長く居たわけではないため、
果たしてどれだけのことができたかを
考えると色々不安はありますが、非常
に充実していた3年間であったことは
間違いなかったと思います。
最後にもう一度、分子研では多くの

人にお世話になりました。この場をお
借りしてお礼申し上げます。

ささかわ・ひろあき／ 1972年東京生まれ。1996年神戸大学理学部卒業、2001年神戸大学自然科学研
究科博士後期課程修了、その後科学技術振興事業団グループメンバー、名古屋市立大学薬学部研究員を経て
2005年４月から分子研に３年間勤め、現在日本電子株式会社にて勤務。

分子研での3年間

笹川　拡明09 日本電子株式会社　分析機器本部　応用研究グループ
（前　分子スケールナノサイエンスセンター　助教）
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分子研を離れるにあたって

加藤　清則10

今年の4月から岡崎市の自宅から、
名大に通い始めた。はじめの1ヶ月間
は、電車で通勤したが、5月の連休明け
からは、マイカー通勤に変えた。今は
東名高速をトラック列に混じってのん
びりと車を運転している。東名高速の
岡崎̶名古屋間はほとんど緑に囲まれ
た丘を縫っている。岡崎インターから
入るとすぐに、豊田15分：名古屋20

分という掲示板が目に入る。豊田イン
ターと名古屋インターの間は、5分しか
掛からないのか、とその近さに感じ入
りながら、走っていく。矢作川を越え
てすぐに高速道が交差している。伊勢
湾岸道路と交差する豊田ジャンクショ
ンだ。ここで、相当数のトラックと乗
用車が伊勢湾岸方面へ流れていく。東
名高速を走行する車の数は大きく減少
した。電光表示には、草津インターまで、
東名高速経由120分、伊勢湾岸道路経
由100分と表示されている。所要時間
がだいぶ違うな、東名高速の交通量が
少なくなる訳だ。不思議と渋滞はなく、
快適に走っていく。
余談だが、渋滞がおこる原因につい

ての研究成果抄録が名大のホームペー
ジに掲載されていた。それによると、
交通渋滞の主要な原因は、交通のボト

ルネックにあるのではなく、単に車の
数が道路の許容を越えているから渋滞
が発生するのだという。すると、豊田
ジャンクションから名古屋インター
までの間は通勤時の経験から判断して、
交通量が大きく減っているので渋滞は
起きないことになり快適な通勤ができ
そうな気がする。

1983年に分子研の技術課に転勤に
なった。業務先は、極低温センター（所
属は転々と変わり今は機器センターに
なっている）に配置された。転勤した
ばかりの私を分子研のカルチャーに引
き込んでくれたのは、ジョギングクラ
ブだった。当時の20代から40代まで
の助手、技官、研究員、施設利用者ま
でが集まり、そして走る人も走らない
人もが集まるジョギングクラブができ
た。一種のコミュニティだったように
思う。そして週に3～4回南公園まで集
団ジョギングを始めた。メンバーは休
日も岡崎市内外を勝手に走り回ってい
て、東公園や矢作川の土手は格好のコー
スだった。10人くらいの集団が分子研
から桑谷山荘まで走り登りお風呂に入
り食事をしたこともあった。これは岡
崎市民駅伝出場とともに懐かしい思い
出となった。

平成16年4月、大学共同利用機関
法人発足と時を同じくして技術課長に
なった。国の機関と法人の安全衛生の
へだたりはかなりのもので、それから
毎週、実験室の巡視を行うことになる。
安全衛生の保持は組織的に行う分野で
ある。所長、安全衛生管理室長、安全
衛生委員、安全衛生管理室員のそれぞ
れの役割を持った人の協力で強固な安
全体制が構築された。法人になってか
ら大きな事故が起きなかったのは、そ
の組織と個人の役割分担がうまく機能
していたからだろうと思う。
最後に：私は、分子研の持つカル

チャーに育てられてきました。その意
識はこれからも消えることはないと思
います。「厳しさに裏付けられた自由」
をかなり堪能してきました。内部昇格
がない世界、その結果いろいろな学歴・
経歴の持ち主が集まっている世界を陰
から見てきました。日本にはまだまだ
少ないシステムと思います。このシス
テムが日本で発展していくことを信じ
て、分子研で身に付けた技術と知識と
人のつながりを生かして働いていきま
す。分子研の方々と先輩方には本当に
お世話になりました。

名古屋大学グローバルCOEプログラム　分子性機能物質科学の
国際教育研究拠点形成　プロジェクトマネジャー
（前　技術課　技術課長）

かとう・きよのり／1983年10月、東京大学低温センターより分子研技術課に転勤。極低温センター（当時）に配属される。
技術班長を経て、2004年、大学共同利用機関法人化と同時に技術課長に就任。2008年3月定年退職。同年4月より、名古屋大学グローバルCOEプログラム　
分子性機能物質科学の国際教育研究拠点形成　プロジェクトマネジャー（理学部A-273）。　
e-mail: kato.kiyonori@chem.nagoya-u.ac.jp　　http://gcoe.chem.nagoya-u.ac.jp/index_j.php
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分子研での思い出

大石　修11

1994年の4月、旧宮島研に文部技
官として採用されて以来2007年12月
末までの14年近くお世話になりました。
私の分子研時代は技官として過ごして
いたので、研究における技術的側面の
開発に取り組んでいた日々が今では懐
かしく感じます。
研究者を目指した時よりの目標達成

のために模索し続けていると、よく壁
にぶつかりました。私の場合、このぶ
つかった壁は回避することなく、乗り
越えるか壊しながら突き進んできたよ
うに思います。そして、避けて通れな
い道に立ちはだかるこの壁を壊すため
に非常に多くの事に手を出すことにな
りました。計算機科学に始まり、有機
合成で自分が欲しいものを全部作れる
ようになり、自分の求める結果を出せ
る測定機器が無いので、装置製作も行
いました。なお、専門を聞かれた時は、
現在従事している業務に関わらず、14

年近く最も長期間携わった核磁気共鳴
（NMR）の装置開発と答える事にして
います。
機器測定の研究分野では、通常、測

定原理や基本構造ははるか昔に解明さ
れています。私の行った液晶の自己拡
散係数測定においても理論面は1960

年代に既に完了したものであり、拡散
係数測定におけるNMRの手法は、論
理面の明快さと結果の精度において現

在の最終想定手法と言えるものでした。
ゆえに液晶の分野でも誰もが考え、多
くの人が試みましたが、その結果とし
ては、ほぼ全滅と言っていいほど失敗
してきました。単純明快であるがゆえ
に、装置に求められる性能が桁違いに
高く、単純であるが故にその性能を他
の物で代用することもできないためで、
私自身も現在の最高性能の部品を用い
た上での技術と技能の力技でしか解決
できませんでした。性能だけを求めた
装置では、安全回路や操作の補助機能
は性能低下を持ち込む邪魔なものでし
かないので、究極の性能を出そうとす
ると、最悪の場合は作った本人しか動
かせない装置になり、商用の製品とし
ては成立しません。液晶の拡散係数測
定の以前の研究では、市販装置を使っ
たり、製作依頼をした時点で失敗する
ことが確定していたのだと思われます。
測定装置を製作する場合、分業は

性能を低下させ作業時間を増加させる
結果となって、一人で全部行った方が
結果的に良い装置を早く作れる場合が
あります。測定機器の性能は装置を構
成する要素の中で最も精度が悪い部品
の性能がボトルネックとなって決まっ
てしまうため、私の行ったNMR装置
の性能を上げるために行う作業も、電
気、機械、材質の性質、測定試料の性
質すべてにおいて、最も精度の悪い部

分から順次性能を改善することの繰り
返しの作業でした。そもそも、液晶や
固体を対象とした、このパルス磁場勾
配の研究自体が、日本では事実上分子
研でのみの研究で、参考となる論文数
も数報しかない、競合相手もほとんど
いないテーマでした。最終的に結果を
出せるようになるまでには多くの苦労
はあったものの、誰の意見も参考にで
きない中で、自分の信じるままに好き
勝手にやらせてもらった事は非常にあ
りがたかったと思っています。
結局ほとんど一人で、市販品の要求性

能を満たせない部品を排除すると、汎用
計測機等以外は何も残らず、NMR装置
の主要部分をほぼ全て自作する事になり
ました。自作の場合、材料費のみの僅か
な費用で研究を行える半面、成果がでる
まで非常に時間がかかり、不完全なりに
でも、このパルス磁場勾配NMRの装置
で液晶や固体の拡散係数が測定できるよ
うになるまでには3年以上の時間を要し
ました。未だに世界中でこの性能を出し
ている測定例が無いので、自分が行った
結果に対してそれなりの自負を持ってい
ますが、数年かけて論文数報にしかなら
ない業績の装置開発系の研究スタイルは、
あまり他人に推奨できるものでもありま
せん。
それでも、一つの装置全部を一人で

作れるようになるまで打ち込める自由

日本電子データム株式会社
国際技術センター　EO/MI技術サポート部係長
（前　技術課　技術職員）

おおいし・おさむ／1989年九州大学理学部化学科卒業1994年同大学理学研究科化学専攻博士課程終了。
1994年より2007年12月まで分子科学研究所技官、技術職員を経て2008年1月より現職。
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もありましたし、その中では信念とも
言えるような思想も生まれました。私
の場合、たどり着いた真理はいくつか
ありますが、主要な物は『単純である
ほど美しく、実行するのは困難であ
る。』、『装置の製作も、測定も全て一
人で行うのが最も効率的』、『結果が全
て』でした。最高の性能を出せるよう
に技術の調和を行うには、結局全ての
技術と目的を理解している人が必要に
なりますが、技術的に全ての分野で十
分な能力を持つ人でも目的性能を把握
するためには自分で作っている部品の
性能を確かめる必要があり、結局は一
人で作りながら性能を検証したほうが
その都度フィードバックがかかって早
く仕上がります。ある程度技術方針が
決まっている作業であれば、分業や共
同作用も可能なのですが、誰も到達し
たことが無い領域で装置製作を行う場
合は、多人数だと意思の伝達を行う時
間の分だけ余計に手間がかかる事を気
づかされました。
分子研の最後の5年間程はナノテク

ノロジー総合支援プロジェクトの透過
電子顕微鏡（TEM）業務を行っていま
したが、NMRも TEMも測定原理を別
にすれば装置は機械と電気回路ででき
ており、得られたデータをソフトウェ
ア処理する点で、何ら変るところはあ
りません。そのような訳で私の TEMの
測定法は極めてNMR的で、NMRの
装置製作の手法が装置の管理運営、測
定、試料作りにまで及んでいます。最
終的な結果をを出すための方法は、携
わっている人の分野や技量などで色々
な方法を選ぶことができますが、どん
な方法を用いて良い代わりに定められ
た期間内に必ず結果を出さないと、失
敗に終わってしまいます。ナノ支援プ
ロジェクトの業績は当初、外部から持
ちこもれた依頼を処理することだった

ため、外から依頼に来てもらう必要が
ありました。最初は宣伝が必要です
が、この業務では最終的には、他所で
断られた依頼、他所で測定できなかっ
た依頼、今まで誰も行ったことがない
依頼を、試料製作から測定まで全て含
めて引き受ける業務体制にになりまし
た。外部依頼者が、わざわざ測りに来
ようとする場合、その理由は、装置が
無かったり他所に頼むより安価である
といった経済的なものか、試料を作れ
なかったり既に測定字体が失敗したと
言うような技術的なものしかありませ
ん。TEMの通常観察業務では市販装
置を使用しているために、他の大学の
装置と比べてそれほど大きなアドバン
テージを持たせられなかったため、最
終的には試料の製作と装置の安定化で
特徴を持たせることになりました。実
際は、誘電体や磁性体、分子性結晶の
有機物など、他所で行おうとして失敗
したものや現在まだ成功していない物
が持ち込まれた時に、これらをターゲッ
トとして、一つづつ測定できるように
していき特長を作っていく作業でし
た。失敗の原因を排除するため原理原
則に帰って、問題点を除去していくと
試料の製作法などは驚くほど単純にな
り、高エネルギーの加工条件を排除し
た段階で、結局は力学的切削に辿り着
きます。そして、人の技能は持てる知
識と経験的感覚を総動員すれば、原始
的な切り貼り作業も何とかなるもので、
100nm程度の加工精度の装置を用い
ても、条件を突き詰め変動を押さえ込
めば数nmの制度まで行き着き、折角
なので極限性能を確認するまで試行錯
誤していると1nm以下までの粒径まで
加工できるようになりました。分子研
にいる間に、硬い刃でそれよりも柔ら
かい物を加工する技法、即ち磨製石器
の技術でnmまでの加工ができること

を示せましたが、この技法は刃と同じ
硬さの物は加工できません。同じ硬さ
の物を物理的に加工できれば、ダイア
モンドナイフなどでも使い捨てにでき
るぐらい安価に作れますが、そのため
には打製石器の技法まで遡る必要があ
ります。時間的に打製石器の技法まで
確立できなかったのはとても残念です。
今、私は TEMの業務の流れから分

子研を出て、現在の職場では TEMの技
術統括部門に属しています。国内外の
エンジニアに対する TEMの教育や技
術指導に携わったり、製品の技術導入
やマニュアル作り、その他現場で解決
できなかった問題の原因究明から解決
方の指示まで、技術的なものであれば
全部回って来る部署です。このような
立場で研究や学問を考えた場合、私自
身というよりは、私が教育を行い技術
や知識を教えたエンジニアが国内であ
れ、国外であれ各研究機関や大学に赴
き、装置の納入、修理から測定法の伝
授まで行うことになります。そのため、
少なくとも装置の調整を行う彼ら全て
を、研究機関で日常的に測定されてい
るような試料ぐらいは問題なく測れる
レベルまで導けたらと思っています。
また、専門であるNMRの方は市場規

模の関係で仕事とは関わりなくなりま
したが、装置的には全部一人で作れる
ので、特定目的では世界最高性能にな
るように設計して、休日にちまちま家
で作っていたりします。私の師も言っ
ておられましたが、やはり『研究とは
貴族の道楽』であるのかもしれません。
少なくとも専門分野は、今後は何者に
も縛られずに、自分の信念で追い求め
て行ければと思っています。
最後に、今までお世話になった先生、

同僚であった技術職員の皆様に感謝し
つつ、この場を借りてお礼申し上げます。
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分子研には 2002年 4月から 6年
間、技術職員としてお世話になりまし
た。2007年に総研大で学位を取得する
ことができ、永瀬茂先生をはじめ、理
論系、技術課の皆様には大変お世話に
なりました。振り返ってみると、ソフ
トボール大会や、ボウリング大会、機
構のバドミントンサークルの活動など
研究以外での思い出も多く、充実した6

年間でした。ただ、ソフトボール大会
で1勝もできなかったのは心残りです。

分子研では、自由な環境で研究、勉
強に取り組むことができました。特に、
計算機関連の勉強は、2000年以降研究
道具である計算機が大きく変わりつつ
あり並列計算が重要になる中で、論文
に直結するものではありませんが、研
究を進めるための基礎になりました。
ソフトウェア、ハードウェア両面につ
いて、試行錯誤を繰り返しながら経験
を積むことができ、様々な技術が身に
付いたと思います。また、分子研に訪

れた外国人研究者との議論や共同研究、
そして長期滞在の方々と交流は貴重な
財産になりました。そして、計算科学
研究センターをはじめ技術課の皆様に
は、研究だけでなく様々な面でサポー
トしていただき、心から感謝しています。
車で1時間のところにいるので、こ

れからも分子研の皆様にはお世話にな
ると思います。今後ともよろしくお願
いします。

いしむら・かずや／ 2000年京都大学工学部工業化学科卒、2002年京都大学大学院工学研究科合成・生
物化学専攻修士課程修了、分子科学研究所技官、2007年総合研究大学院大学構造分子科学専攻、博士(理学)、
2008年4月より株式会社豊田中央研究所計算物理研究室客員研究員。

分子研を振り返って

石村　和也12 株式会社豊田中央研究所計算物理研究室　客員研究員
（前　理論・計算分子科学研究領域　技術職員）
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Shie-Ming Peng教授は1949年に
台湾で生まれ、1970年に台湾大学を卒
業し、米国に渡り1975年にシカゴ大
学で博士号を修得され、ノースウェス
タン大学で1年間博士研究員を務めた
後、1976年に台湾大学助教授として台
湾に戻られ、1980年に教授に昇任され
ました。その後、Academia Sinica 

Director（1985-1987）、台湾大学副
学長（1999-2002）、中国（台湾）化
学会会長（2001-2002年）等を歴任
されておられます。現在、Peng教授
はアジアで最も著名な錯体化学研究者
の一人であり、毎年、数度日本を訪問
されており、日本の各大学での記念講
演会・国際会議で招待講演を行われて
おり数多くの大学院生も同教授の講演
を聴かれたことがあると思います。
私とPeng先生が知り合う切っ掛け

となったのは、分子科学研究所・錯体
化学実験の初代施設長・故　斎藤一夫
先生が東北大学教授時代に台湾大学に
客員教授として赴任されたことに始ま
ります。斎藤先生から台湾大学のPeng 

Shie-Mingの人柄、研究を良く聞かさ
れており、Shie-Ming Pengは間違い
なく将来の台湾の化学を背負う人材で
あると、度々、斎藤先生は断言されて
おられました。1991年にPeng教授
が台湾大学のサバティカル休暇を持つ
ことが可能になった際に、斎藤教授が
金属錯体の電子状態に依存した反応性
に関する研究に興味があるなら、分子
科学研究所・錯体化学実験施設で共同
研究を行うことを推薦されたようです。
しかしながら、当時の日本では台湾の
大学の先生を客員教官として招聘する

ことが許されておらないため（日本の
国立大学の先生は台湾の大学の客員教
授にはなれました）、Peng教授は台湾
大学で旅費、滞在費を捻出され来日さ
れました。
このような状況下でもPeng教授

は、我々との共同研究を喜んでおられ
ました。当時、我々は二酸化炭素還元
反応の反応中間体の単離と、そのＸ線
結晶解析を目指しておりましたが、結
晶の品質もあり、結晶構造が解けずに
困っておりました。Peng教授は、我々
の化学に非常に興味を抱いてくれ、同
氏の援助でRu-η 1-CO2錯体の分子構
造を決定することが出来ました。我々
が、それまでに提案していたとはいえ、
水、空気、熱的に安定で、かつOCO

角 120°の sp2炭素でRuに結合した
Ru-η 1-CO2錯体の分子構造が決定出来
たときには、二人で非常に喜んだこと
を昨日のことのように思い出されます。
この結果、特定の金属 (M)上に炭素で
結合したM-CO2錯体はM-C(O)OHを
経由して M-CO錯体と水中で平衡混合
系で存在することが証明され、その共

同研究が二酸化炭素の化学に大きな貢
献をしたと自負しております。

Peng先生の名前が世界的に著名に
なった研究は、一連のオリゴ（α-ピリ
ジル）アミド配位子の合成と、それら
の配位子を用いた直線的な金属̶金属
結合を有するオリゴマー金属錯体の合
成「金属ストリング」であり、確か5，7，
9，11、13核錯体までの結晶解析に成
功されておられます。これらの金属錯
体の金属̶金属結合の詳細を各種の測
定で明らかにされておられ、いくつか
の1次元金属ワイヤーの導電性が量子
化されているのを知り驚いたことが御
座います。
今回、公式にPeng Shie-Ming教授

を8月31日から12月31日まで分子科
学研究所・外国人客員教授として招待
し、その期間に生命・錯体分子科学領
域で同氏と金属錯体の合成と物性に関
して数多くの議論が出来ることを楽し
みにしております。

（田中晃二　記）

Prof. PENG, Shie-Ming
from Taiwan

外国人研究職員の紹介

Peng教授等が合成した9核Ni錯体



I came in IMS-Okazaki for the 
fi rst time in the Winter of 1999, as 
a visiting scientist. After my return-
ing then back to Bulgaria, I was 
approved by IMS to get a visit-
ing professor position for anoth-
er seven months, which started 
from September 1st 1999, includ-
ing the Millennium. I would like 
to share my impressions from the 
IMS researchers and from the level 
of science in Okazaki, that this is 
quite active place with National 
Institutes which follows the most 
contemporary topics of the natu-
ral science. Especially, the IMS has 
also Laser Research Center, com-
putational center and all facilities 
in order to support the high qual-
ity research on the most perspec-
tive and applied projects in the 
modern molecular science.

When following the progress 
of Photo - Molecu la r Sc ience 
Department in IMS, I obtained 
a JSPS fe l low pos it ion and I 
came again in June 2007 when 
I joined the group of Professor 
Yasuhi ro Ohshima. Before, in 
1990 I was awarded of Doctor 
of Science (DSc) degree in 
Bulgarian Academy of Sciences, 
Sof ia, Bulgar ia. My DSc thesis 
was devoted to Nonlinear Laser 
Spectroscopy of new type of reso-
nances in atoms, molecules and 
solids. Such experience allows me 
to be engaged with the research 
act iv i t y  i n  Photo - Mo lecu la r 
Science group of Prof. Ohshima, 
which is mainly connected with 
high-resolution coherent spec-

troscopy of molecules. For Long-
term of JSPS fellowship program 
starting from June 2007 up to April 
2008, we performed several aca-
demic activities.

My research was mutual with 
Prof. Ohshima as well as with all 
members of his group, which 
includes theoretical and experi-
mental work together. The high 
level of the science in this group 
allows solving the problems. The 
fi rst activity corresponds to experi-
ments on dispersion compensat-
ing of injection seeded optical 
parametric oscillator. When using 
a pair of walk-off compensat-
ing crystals, we can avoid the 
apparent inter-crystal phase shift 
and we measured a substantial 
increase of the parametric signal.

Next activity in IMS in 2007-
2008 is the optimizing the power-
ful coherent UV source for laser 
spectroscopy of benzene mol-
ecules. We use in experiment a 
s imu l taneous phase - match -
ing on both polar and azimuth-
al angles of SHG in LBO crystal, 
which is quite preferable when 
giving substantial SHG effi ciency 
increase from the fundamental 
789 nm to double frequency at 
394.5 nm Next step of nonlinear 
frequency conversion is the 3rd 
harmonic generation in BBO crys-
tal at 263 nm. The experimentally 
obtained ultraviolet (UV) radiation 
at 263 nm for cascade 3rd har-
monic generation is directly used 
for laser spectroscopy of benzene 
molecules.

We per formed in IMS also 
exper iments on dynamics of 
femtosecond (fs) pulses propa-

gation. Recently, the progress in 
ultrafast lasers has opened up the 
possibility of quantum control on 
molecular processes and quan-
tum manipulation of molecular 
motions. Thus, study of dynamics 
of fs pulses propagation is of great 
importance. The obtained experi-
mental results give a new interpre-
tation of the transient dynamics of 
fs propagation and non-station-
ary phenomena with linear sta-
bility and unexpected reduced 
diffraction in dispersive nonlinear 
media as well as in dispersion-less 
media. 

The program of Prof. Ohshima 
group includes also scientif ic 
seminars of high level. This Photo-
Molecular Science group is quite 
open for contacts on national 
and on international projects, 
involving foreign scientists. This 
gives advantages in exchange of 
new ideas and topics of perspec-
tive research. I would like to note, 
that all facilities in this department 
and totally in IMS are quite impres-
sive, due to the new experimental 
equipment. There is very stimulat-
ing and favorable atmosphere in 
Prof. Ohshima group for most effi -
cient mutual work – experimen-
tal and theoretical. Such circum-
stances in the Laboratories of IMS 
give warm conditions which are 
conducive to working here.

Besides, my colleagues in IMS 
and all members of the group 
helped me to visit some remark-
able sight-seeing in Okazaki and 
in its region.  Okazaki is nice city 
with pleasant landmark and emi-
nent shrines and history.  It is very 
quiet and good place to live and 
to work in this city.

Further, I would like to continue 
the scientific collaboration with 
IMS, in order to have next and 
more contacts with Department 
of Photo-Molecular Science and 
with IMS researchers.   

I will deeply acknowledge my 
host Professor Yasuhiro Ohshima 

Lubomir Iordanov PAVLOV

外国人研究職員の

印象記
From 1999 to 2008:
Collaboration is the Best, 
Namely in IMS 
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It is a pleasure to write my 
impression of IMS in Okzaki. My 
stay at the IMS started at spring 
2006. It i s two years science 
research in Professor Tsuneo Urisu 
group as a postdoc. There are a 
lot of good memories and favora-
ble impression.

There are many high qual-
ity speech and symposiums in IMS 
given by representative scientist 
in the world, with whom we can 
have the interesting discussions. 
The collaboration and communi-
cation between different research 
groups have been established. 
These groups are not only in IMS 
or Japan, but also in many other 
countries. There are regularly sem-
inars in every group, and many 
chances to take part in the con-
ferences. The facility of library in 
IMS is well equipped. It is easy to 
fi nd any paper or book what we 
expected. The staff in library will 
copy for us from other libraries if 
some journals are limited in IMS 
library. These scientific environ-
ments of IMS are of great benefi t 
to researchers. This was very help-

ful to keep our work excellent and 
fruitful.      

I was really impressed by the 
great effort of every group mem-
ber. They work very hard, espe-
cially Professor Urisu. His scient-
ism to seek the truth and work 
with perseverance affected me 
deeply. Furthermore, our group is 
active and cooperative, and eve-
rybody is warm and accommo-
dating. Dr. Ryugo Tero is friendly 
young chemist and specializes in 
the preparation in biomembrane 
and AFM operation. I have learnt 
a lot from him. My work would not 
go on well without their precious 
helps. I would like to thank all the 
group members.

I spent enjoyable Japanese 
life for two years. There are many 
traditional festivals all the year, at 
that time we can watch tradition-
al entertainments, such as cherry 
blossom, fireworks, and cultural 
festivals and so on. These activi-
ties were held at the Otokawa 
river banks, where is an important 
place in Okzaki. Okzaki is in beau-
tiful surroundings. It is very suitable 
to live due to it is always very quiet 
and clean everywhere. I was sur-
prised at many kinds of flowers 
in every season, and every fam-
ily has the lovely and neat gar-
den, although some of them are 
small. I like to walk along the river 

or in the parks after one working 
week. Moreover, Japanese are 
friendly and patient, you could 
feel it deeply in the bank, station, 
restaurant, supermarket, even on 
the street. 

NINS has the special facility, 
Mishima lodge, which is very few 
for other institutes. It is very con-
venient for foreigner researches, 
avoided many troubles in renting 
the house. Moreover, it is good 
accommodation, where is always 
quiet and clean, and surround-
ed by fresh flowers and flour-
ished plant. Gymnasium is also 
equipped in IMS. We could take 
exercise, and play table tennis, 
and play the piano at any time 
including the weekend. 

I would like to say thanks to 
Professor Urisu for giving me such 
a chance to work in IMS. I also 
appreciate all the peoples who 
helped warmly me, and best wish 
to you. I shall remember and miss 
these days living in Japan.

Yanli Mao

外国人研究職員の

印象記
Good memories of the 
Institute for Molecular 
Science

02

Department of Physics, Hennan University, China

for his hospitality and kind recep-
tion, for his great support in per-
forming our mutual research work 
in IMS.  His interesting project gives 
important scientifi c problems and 
due to our further collaboration 
we would be able to make new 

contr ibutions in developing of 
contemporary research work.

I am very grateful also to 
all members of IMS, and to the 
Department of Photo-Molecular 
Science for the scientifi c contacts 
and discussion, for ensuring the 

best collaboration of the work. 
All nice traditions of the National 
IMS in Japan make strong stimula-
tion for further scientifi c exchange 
and further progress in molecular 
science.
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新人自己紹介
NEW STAFF

大阪市立大学大学院理学研究科で学位取得後、米国ワシ
ントン大学博士研究員（学振海外特別研究員）を経て、平成
20年1月に錯体触媒研究部門魚住研究室の助教として分子
科学研究所に着任致しました。現在、不均一系触媒として機
能する配位高分子錯体の開発を目指し研究を展開しています。
新たな分子科学の開拓を目指し、頑張っていきたいと思いま
す。皆様どうぞよろしくお願い致します。

大　迫　隆　男

生命・錯体分子科学研究領域
錯体触媒研究部門　助教

おおさこ・たかお

3月よりUVSOR加藤グループにお世話になっております。
大学ではレーザーとプラズマとの相互作用を利用した小型電
子加速器の開発を行い、その後、原子力機構高崎研では高速
クラスターイオンビームの照射効果に関する研究を行ってき
ました。こちらでは電子ビームとレーザーとの相互作用によ
る新しい光源の開発・研究を行っています。
どうぞよろしくお願いします。

阿　達　正　浩

極端紫外光研究施設
光源加速器開発研究部門　助教

あだち・まさひろ

広島に生まれ（1958年）、大阪大学基礎工学研究科にお
いて博士課程中退後、分子研文部技官（84年）、大阪大学
工学部助手（88年）、同工学研究科准教授（97年）を経て、
今年4月に現職に着任いたしました。超高純度化、ナノ構造
制御、有機／金属界面解明などの有機半導体の基礎科学を推
進し、有機エレクトロニクスデバイス、有機太陽電池に応用
していこうと考えております。20年ぶりの分子研でなつか
しいですが、知らないことも多くあり、いろいろとお教えい
ただけましたら助かります。よろしくおねがいいたします。

平　本　昌　宏

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　教授

ひらもと・まさひろ

皆様、こんにちは。レターズには2回目の登場で新人と呼
べるかどうか？　主人の転勤で一度退職し、戻って参りまし
たので再びお世話になることになりました。よろしくお願い
いたします。

戸　谷　明　子

計算科学研究センター
事務支援員

とや・あきこ

昨年度まで名古屋市立大学大学院薬学研究科教授を本務と
し、先導分子科学研究部門の客員教授をつとめてまいりまし
たが、本年度より岡崎統合バイオサイエンスセンターを本務
地として着任いたしました。超高磁場NMR分光法を基盤に、
複合糖質・タンパク質およびその複合体を対象にした生命分
子科学の新機軸を開拓することを目指した研究を展開したい
と考えてます。
今後とも、よろしくお願い申し上げます。

加　藤　晃　一

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　教授

かとう・こういち

九州大学にて学位を取得後、同大学での研究員を経て、平
成20年2月から研究員として藤井Gに在籍しております。
分子研へは九州大学に在学中から協力研究という形で何度か
実験にお邪魔しておりましたが、今年からは研究員として気
持ちも新たに頑張っていこうと思っています。専門はヘムタ
ンパク質の機能解析ですが、こちらでは様々な機器を使った
分析手法を駆使することで、研究の幅を広げて行ければと考
えています。よろしくお願いいたします。 

野　中　大　輔

岡崎統合バイオサイエンスセンター
戦略的方法論研究領域　非常勤研究員

のなか・だいすけ



立命館大学理工学研究科博士前期課程を修了し、平成20

年4月より、機器センターの技術職員としてお世話になって
おります。高分解能透過型電子顕微鏡を担当しております。
力不足ではありますが、皆様との交流を通じて多くの技
術や知識を身につけて、お役に立てるよう努力していきます。
よろしくお願いいたします。

齊　藤　　碧

技術課　機器利用技術班
機器利用技術一係　係員

さいとう・みどり

平成20年3月に名古屋大学大学院理学研究科博士前期課
程を修了し、同4月よりこちらに着任いたしました。それま
では金属含有タンパク質の機能改変や、鉄／コバルト酸化物
から成るピンポン球型磁石の磁性について研究してきたので、
計算科学や大型計算機についてあまり知識がないのですが、
日々勉強し皆様のお役に立てるように頑張っている所です。
どうぞよろしくお願い致します。

長　屋　貴　量

技術課　計算科学技術班
計算科学技術二係　係員

ながや・たかかず

平成20年3月に千葉大学大学院自然科学研究科で博士（工
学）を取得後、同年4月より横山グループでお世話になって
おります。これまでは超短パルスレーザーを用いた顕微光電
子分光法の開発を行い、有機半導体薄膜の電子状態研究を
行ってきました。分子研では、さらに視野を広げ、積極的に
新しいことに挑戦していきたいと考えています。
どうぞよろしくお願い致します。

山　本　　　勇

物質分子科学研究領域
電子構造研究部門　研究員

やまもと・いさむ

東京工業大学理工学研究科にて学位取得後、東工大資源化
学研究所での特別研究員を経て、この4月から研究員として
採用されました。学生時代はレーザー光化学、特に時間分解
分光法を用いた光化学反応ダイナミクスの研究を行い、資源
研では高分子化学にも携わりました。分子研に来て、気持ち
も新たに、さらに研究に邁進していくつもりです。
どうぞよろしくお願いします。

原　田　洋　介

光分子科学研究領域
光分子科学第一研究部門　研究員

はらだ・ようすけ

東京大学工学系博士課程を修了し、4月1日より理論第一
（柳井グループ）の助教に着任しました。
博士在学中は、ナノ・バイオ系に向けた大規模電子状態計
算法の開発を行って参りました。
気分を変えて分子研では、金属含有化合物をターゲットと
した高精度電子状態理論の開発に取り組んでいます。
至らぬところも多いかと思いますが、どうぞよろしくお願
いします。

倉　重　佑　輝

理論・計算分子科学研究領域
理論分子科学第一研究部門　助教

くらしげ・ゆうき

千葉大学大学院自然科学研究科博士後期課程、日本学術
振興会特別研究員（名大院理）を経て、4月から小杉グルー
プでお世話になっています。これまでは真空紫外領域の光電
子分光法を利用した有機半導体薄膜の電子状態に関する研究
を行ってきました。今後は軟X線による内殻励起を利用して
これまでの研究を発展させる予定です。趣味？　は育児です。
メロメロです。よろしくお願いいたします。

山　根　宏　之

光分子科学研究領域
光分子科学第三研究部門　助教

やまね・ひろゆき
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新人自己紹介
NEW STAFF

東北大学工学研究科で学位取得後、シカゴ大学での博士研
究員を経て、平成20年4月1日より現職に着任いたしました。
ポリペプチドである蛋白質が、どのようにして複雑な高次構
造を形成するのか研究をしています。分子研では新たな測定
技術を用いて、研究の幅を広げたいと思っています。
今後ともよろしくお願いいたします。

眞　壁　幸　樹

岡崎統合バイオサイエンスセンター
戦略的方法論研究領域　助教

まかべ・こうき

4月から「次世代スパコンプロジェクト・グランドチャレ
ンジアプリケーション研究拠点（ナノ分野）」（分子研レター
ズ前号P18 参照）の事務局で広報ほかを担当しております。
6月には本プロジェクトの第一回国際会議開催をお手伝いし、
ノーベル賞受賞者も含め国内外の著名な研究者の皆様にお会
いすることができました。このような機会が得られるのも分
子研ならではと感謝しております。尚、本プロジェクトにつ
きましては、以下のURLをご覧ください。

URL:http://nanogc.ims.ac.jp/nanogc/
今後とも、よろしくお願い致します。

石　谷　隆　広

計算科学研究センター
特定契約職員　専門研究職員

いしがい・たかひろ

平成20年3月に北海道大学大学院理学研究科博士後期課
程を修了し、同年4月よりナノセンター永田グループでお世
話になっています。
これまでずっと札幌で過ごしてきて、初の本州という事で
暑さ等が若干不安ですが、充実した研究生活を送れるように
努力したいと思います。
よろしくお願いします。

今　　　宏　樹

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子化学研究部門　非常勤研究員

こん・ひろき

東京大学工学系研究科博士課程修了後、電子物性部門中村
グループの研究員として採用されました。IMSでは心機一転、
磁性や電気伝導性・強誘電性などが複雑に絡み合う有機導体
の物性研究に励んでいきます。
よろしくお願いします。

岩　瀬　文　達

物質分子科学研究領域
電子物性研究部門　非常勤研究員

いわせ・ふみたつ

平成20年3月に北海道大学大学院理学研究科化学専攻を
修了し、この4月から魚住グループにて IMSフェローとして
お世話になっています。
学生時代はシリカゲル担持錯体を用いた触媒反応に関する

研究を行っていました。分子研という非常に恵まれた環境の
もと、日々研究に励みたいと思います。
よろしくお願い致します。

浜　坂　　　剛

生命・錯体分子科学研究領域
錯体触媒部門　非常勤研究員

はまさか・ごう

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同
技術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わ
りました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、
心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。
研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

近　藤　直　子
こんどう・なおこ

平成20年4月1日より事務支援員としてお世話になって
います。仕事の方はまだまだ半人前ですが、周りの方々に助
けていただきながら何とか日々を過ごしております。
最初は迷路のような分子研の建物にとまどいましたが、そ

れにも少しずつ慣れてきました。
早く仕事にも慣れて少しでも皆さんのお役に立てるように

頑張りますので、どうぞよろしくお願い致します。

理論・計算分子科学研究領域
理論分子科学第一部門　事務支援員
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京都大学で博士課程終了後、基礎化学研究所博士研究員、
京都大学工学研究科助手、助教授を経て、本年6月に計算科
学研究センターに教授として着任致しました。専門は量子化
学で高精度な電子状態理論の開発と理論精密分光・光物性科
学への応用を行ってきました。今後は電子状態理論を核とし
て新しい理論化学を切り拓く研究を目指します。
よろしくお願い致します。

江　原　正　博

計算科学研究センター　教授

えはら・まさひろ

このたび6月1日付をもちまして、分子スケールナノサイ
エンスセンターの平本グループに着任しました。名古屋大学
で学位を取得するまでは、主に、有機半導体薄膜の構造と電
子構造に関する研究を行っていました。平本グループでは、
有機太陽電池の高効率化に取り組みます。早くこの分野の研
究に慣れて、成果を出せるよう努力していきたいと思います。
今後ともよろしくお願いいたします。

池　滝　何　以

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　非常勤研究員

いけたき・かい

平成20年5月1日より、分子スケールナノサイエンスセ
ンター　ナノ分子科学部門で技術支援員としてお世話になっ
ております。
永田先生をはじめ研究室の皆様と一緒に、毎日楽しく仕事

ができることをたいへん感謝しております。
精一杯頑張りますのでどうぞよろしくお願いします。

種　村　博　代

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学部門　技術支援員

たねむら・ひろよ

名古屋市立大学大学院薬学研究科で学位取得後、今年4月
より分子科学研究所の博士研究員として採用されました。分
子科学研究所では糖鎖の立体構造やダイナミクスを解析する
ことによって、糖鎖を物理化学的に理解し、糖鎖が担う生命
現象の仕組みを新たな視点で捉えていきたいと思っています。
皆様どうぞよろしくお願いいたします。

神　谷　由紀子

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　研究員

かみや・ゆきこ

平成20年5月より、生命分子研究部門の加藤グループで、
技術支援員としてお世話になっております。
機構の立派な施設と研究室のなごやかな環境の中で、自分
も早く成長できるように頑張りたいと思っております。
皆さんのご指導よろしくお願いいたします。

鈴　木　万里子

岡崎統合バイオサイエンスセンター
生命環境研究領域　技術支援員

すずき・まりこ
山　口　拓　実
やまぐち・たくみ

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同
技術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わ
りました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、
心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。
研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、ど
うぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教
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岡崎統合バイオサイエンスセンター時系列生命現象研究領
域　神経分化で2年勤めた後6月1日より戦略的方法論　生
体分子物性（桑島G）生命分子（加藤G）で事務を担当し
ております。
生理研から分子研への異動で勝手のわからないところもあ
りまた至らない点も多く、ご迷惑をおかけすることもあるか
と思いますが精一杯努めますのでよろしくお願いいたします。

田　中　　　景

戦略的方法論　生体分子物性（桑島G）、
生命分子（加藤G）　事務支援員

たなか・けい

Happy Hour で「幸せな泡」

山手地区では有志が中心となって月に一度のペースで Happy Hour 
を開催している。これは米国の大学などで department や school 単
位で催されるものを模して「研究所や研究室の垣根を超えた自由な交流
の場を提供する」ことを眼目とし山手地区教官有志の寄付で運営される
ビール，ソフトドリンクなどのコップを片手に気ままに談笑する会であ
る。参加無料，参加資格は特になく参加の意思を持つ人なら誰でもロハ
で口元をホップの効いた「幸せな泡」で飾ることができる。

山手地区は３研究所及び統合バイオセンターが一つ屋根に集うため，
そのせっかくの地の利を活かし自由闊達な交流を持つことが相互にメ
リットが大きいと考え，かねてより研究上の交流が浅からぬ永山（統合
バイオ）魚住（分子研）両グループが言い出しっぺとなり，統合バイオ
事務室の協力を得て２００８年３月に船出をした集まりであり，これま
での数回は各会５0～６０名の参加を得て和やかかつ賑やかな会となっ
ている。

過度に「宴会」「飲み会」の態になることなく，節度ある研究所間交
流の場として今後末永く定着させて行きたいと切に願っている。もちろ

ん明大寺地区からの参加も大歓迎である。どこかで Happy Hour の案内を見かけたら「のどを潤す」くらいの軽い気持ち
で是非一度覗いてみてほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（魚住泰広）
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C60の発見以来、炭素ケージの内側
の空洞に原子を入れるという試みが活
発に行われ、金属原子、希ガス、窒素
原子などを内包したフラーレンが生成・
単離されている [1]。なかでも、最近、
金属原子が球殻状炭素ケ－ジのなかに
内包されたフラ－レンの生成と単離に
は、その特殊な構造だけでなく新規な
特性を示す物質として非常に大きな関
心が寄せられている。金属内包フラー
レンが注目される一番の理由は、金属
原子からフラーレンへの電子移動であ
ろう。例えば、La原子を1個内包した
フラーレンでは、La原子から 3個の
電子が移動し、形式的に La3+Cn3-と
記述できる電子構造となる。このよう
に非常に興味深い構造と性質を有する
金属内包フラーレンであるが、その構
造が明らかになっているものは未だ少
ない。それは、生成量が少ないことや
分離精製が困難であることに加え、多
くの金属内包フラーレンが常磁性であ
り、空フラーレンの構造決定に非常に
有用な 13C NMRによる構造決定がで
きないことに由来する。そこで、我々
は常磁性金属内包フラーレンの電解法
によるイオン化を検討し、得られるア
ニオン体を用いた 13C NMRによる構
造決定法を確立した 1）。この結果を基
に、金属内包フラーレンイオンの特異
な溶解性に着目し、新規な金属内包フ
ラーレンの大量分離法の開発にも成功

している [2]。本稿では、大量に得られ
るようになった金属内包フラーレンを
用いた分子変換に関して、「実験と理論
の interplay」による共同研究を通して
得られた最近のトッピクスを中心に解
説する。

金属内包フラーレンの化学修飾

M@C82（M = Y, La, Ce, Pr）の主
異性体は、これらのアニオン体の 13C 

NMR測定によって何れもC2v対称の
構造をとり24種類の非等価炭素があ
ることが明らかにされている [1]。この
ため、M@C82への付加反応において
多くの反応点が存在するので、付加位
置の異なる数多くの異性体が生成する
可能性がある。実際に、La@C82とケ
イ素－ケイ素結合を有する三員環化合
物ジシリラン（disilirane）やジアゾメ
タン （diazomethane）との反応では、
共に数種類の付加体が生成する [1]。し
かしながら、La@C82とアダマンタン
ジアジリン（adamantanediazirine）
との光反応では、位置選択的にアダマ
ンタン付加体（La@C82Ad）が生成す
ることが見出された（図1）[3]。この
反応を詳細に解析したところ、C82ケー
ジの電子状態とπ電子系の歪みが重要
な役割を果たしており、アダマンタン
ジアジリンの光照射によって生成する
求電子性のアダマンタンカルベンは、
La原子近くの負に荷電した炭素へ選択
的に付加していることが明らかとなっ
た。これに対し、求核試薬との反応で
は、+3の電荷をもつ La原子から遠い
炭素上への付加が予想される。塩基性
条件下、臭化マロン酸ジエチルエステ
ル （diethyl bromomalonate）を用
いた反応（Bingel反応）により求核的
な環化付加反応を行うと、確かにLa原
子から遠い炭素上へ付加した化合物が主
として得られた（図2）[4]。興味深いこ

とに、このBingel反応においては求核
的な付加反応は進行したものの、引き続
いて起こると予想された環化反応は進行
せず、求核付加により生成したアニオ
ンが酸化された付加体La@C82R（R = 

CBr(CO2Et)2）が主生成物であった。
このように金属内包フラーレンの

ケージ上の電荷の偏りをうまく利用し
た反応点の制御が可能であることは、
今後、様々な金属内包フラーレンの化
学修飾を行う上で非常に重要な知見で
ある。
一方、La2@C80の2つの La金属原

子はC80ケージ内を自由回転運動して
いることが明らかにされている [1]。こ
のような金属内包フラーレンの金属原
子の位置や動きに関する研究は最近始
まったばかりであるが、金属原子の動
的挙動に由来する新しい物性の発現が
期待される。特に炭素ケージへの付加
反応等による電子的な摂動で内包金属

金属内包フラーレン
の分子変換

共同利用研究ハイライト1

土屋敬広
筑波大学先端学際領域研究センター　講師

図1

図2

赤阪　健
筑波大学先端学際領域研究センター　教授

（所内対応）永瀬　茂、溝呂木直美
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共同利用研究ハイライト1

原子の動きを制御することが出来れば、
金属原子の内部運動を情報として取り
出し分子スイッチとして利用する等多
方面への応用が期待される。内包金属
の動的挙動はフラーレンケージ内の静
電電位の分布によって決まる。このこ
とは、フラーレンケージの静電電位の
形を変化させることによって内包金属
の動的挙動の制御が可能であることを
示している [1]。そこで、金属内包フラー
レンを化学修飾することによりフラー
レンケージ内の静電電位分布を変化さ
せ、金属の動的挙動を制御することを
検討した。金属内包フラーレンとして
はM2@C80（M = La, Ce）を用いて
検討した。

Ce2@C80とジシリランとの熱反応
により、相当する1:1付加体を合成した。
HPLCにより単離精製された付加体の
温度可変1H NMRの測定において、幾
つかのシグナルが温度に依存してシフ
トした。これはCe原子上の f電子に由
来する常磁性シフトと考えられる。ケー
ジ内部のCe原子上の f電子の影響が、
ケージの外側に付加した置換基の水素
にまで及んでいることは非常に興味深
い。付加体の構造は、X線結晶構造解
析により決定された（図3）。2つのCe

原子は、赤道上の2カ所に局在化して
いることが明らかとなった [5]。La2@

C80やCe2@C78についてもジシリラ
ンとの反応により1:1付加体を得てい

る（図4, 5）。
また、オキサゾリジノン（oxazolidinone）

との反応による炭素置換基のLa2@C80

への導入では、2種類の誘導体が生成す
るが、そのうちの1つについてはX線
結晶構造解析により構造が決定された。
非常に興味深いことに、図3のケイ素
置換基を導入した場合とは異なる位置
で、2つのLa原子が止まっている（図
6）[6]。これらの結果は理論計算によっ
ても支持された。
化学修飾によりフラーレンケージ内

部の静電電位を変化させ、内包金属の
位置や動的挙動の制御が可能であるこ
とが分かった。炭素ケージに囲まれて
外部から触ることのできない内包金属
原子を、化学の力で制御したと言える。
今後様々な機能性分子創製への足掛か
りになると期待される。

金属内包フラーレン錯体の
超分子化学

特異な電子的性質と磁気特性示す
金属内包フラーレンの超分子化学につ
いては興味が持たれるが、これまでほ
とんど研究例がなかった。最近筆者
らは常磁性金属内包フラーレン La@

C82とアザクラウンエーテル [7]およ
び硫黄間をcis-オレフィンで架橋した
不飽和チアクラウンエーテル [8]との
特異的な電子移動型包接錯体の形成を
見いだした。これまで有機分子から
C60等の空フラーレンへの電子移動に
ついては数多く報告されているが、こ
れらは光誘起によるもので、基底状態
での電子移動はほとんど起こらないと
されていた。これに対し、空フラーレ
ンよりも非常に優れた電子受容能をも
つ金属内包フラーレンでは、アザクラ
ウンエーテル等の比較的ドナー性が低
い化合物からでも基底状態で電子移動
が起こることが明らかとなった。ま

た、La@C82 と 有機ドナー分子
N,N,N’,N’-テトラメチル -p-フェニレ
ンジアミン（N,N,N’,N’-tetramethyl-

p-phenylenediamine, TMPD）との
溶液中での挙動について検討を行った
ところ、反磁性 La@C82アニオンと
TMPDラジカルカチオンの生成が確認
され、この場合にも基底状態において
電子移動を伴い1:1の錯体を形成する
ことが分かった（図7）[9]。興味深い
ことに、この電子移動は完全な平衡状
態にあることから溶媒の誘電率や温度
を変化させることによって平衡が偏り、
電子移動を可逆的にコントロール出来
ることが明らかとなった。さらに電子
移動の前後では可視–近赤外吸収スペ
クトルが大きく異なることから、ソル
バトクロミズムやサーモクロミズムと
いった現象も観測されている。この様
なスピンサイト交換現象の発現は非常
に低い還元電位を有し、且つ還元体が

図3

図4

図5

図6
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安定な常磁性金属内包フラーレン特有
の現象である。

おわりに

金属内包フラーレンは、次世代の金
属－炭素ハイブリッド材料として非常
に注目されている分子である。化学修
飾による機能化は材料への応用として
非常に重要であり、炭素ケージへの置
換基の導入だけでなく、内包された金
属原子やクラスターの位置の制御も可
能で、これまでのC60等の空フラー
レンの化学修飾とは大きく異なり幅広
い多様性が期待される。さらに、金属
内包フラーレンの超分子化学も今後大
変興味深い発展が期待される。優れた
酸化還元特性をもち、常磁性化と反磁
性化をも容易に制御できる金属内包フ
ラーレンを超分子的に自在に配列して
集積化することができれば、次世代の
スピンナノデバイスへの応用の可能性
が飛躍的に高まる。金属内包フラーレ
ンの化学修飾や超分子化学に関する研
究は始まったばかりであり、今後研究
が進むに連れてより精密な構造や物性
の制御が可能になると期待される。
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共同利用研究ハイライト2

私が分子研の存在について知ったの
は今から10年ほど前、大阪大学大学院
理学研究科修士課程在学時のことです。
当時、分子研から赴任してこられた鈴
木孝義先生（現岡山大学准教授）から
研究のご指導を頂いたこともあり、分
子研の人々や設備等に関するさまざま
な逸話を伺うことができました。博士
課程への進学時に所属研究室を変えた
ため、その後分子研とは疎遠になりま
したが、茅コンファレンスなどの機会

に何度か訪問させて頂いたことを覚え
ております。学位取得後、今後の研究
テーマとして超分子を用いた物性研究
が面白いのではないかと考え、超分子
化学の分野で目覚ましい研究成果を発
表されておりました相田卓三先生（東
京大学教授）の門戸を叩き、2004年4

月より日本学術振興会特別研究員とし
て新たな研究のスタートをきりました。
その当時、相田先生を総括責任者と

する科学技術振興機構「ERATO相田ナ
ノ空間プロジェクト」では、ベンゼン
環13個が縮環した構造を有するヘキサ
ベンゾコロネン（HBC）と呼ばれる分
子に、親水および疎水部位を左右非対
称に修飾した誘導体（図1a）が、極性
溶媒中で自発的に集合化し、直径20ナ
ノメートルのナノチューブ（図1c）を
形成することがまさに発見された直後
でした [1]。そこで私は、このナノチュー
ブを用いて新たな電気・磁気物性を引
き出すことができないかと考え、相田

先生や福島孝典グループリーダー（現
理化学研究所 機能性ソフトマテリア
ル研究チームチームリーダー）と様々
な可能性について議論しました。この 

HBC誘導体は、自己組織化過程におい
てHBC部位のπスタッキングと疎水鎖
のパッキングにより2分子膜テープを
形成します（図1b）。そしてこのテー
プがラセン状に巻き上がることにより
ナノチューブが構築されます。すなわ
ち、ナノチューブ一本はラセンキラリ
ティーを有しており、壁はHBCが無限
に重なり合ってできていることになり
ます。したがって、ドーピングにより
電荷キャリアをHBCカラム内に誘起
できれば、キャリアがラセン状に流れ
るのではないかと考えました。そして、
このことが実証できればナノメートル
スケールのソレノイドや電磁誘導コイ
ルが実現できるのではないかと思案し、
研究計画を立てました。
しかしながら、それまで行なって

きた錯体や金属酸化物の磁性に関する
研究から分子集合体の電気特性に関す
る研究にテーマを大きく変更したこと、
研究室内に電気物性を計測するための
機器がほとんどなかったこともあり、
何から手をつければよいか分からず苦
心し、まずは手探りで電気測定のため
の装置の立ち上げを始めました。1ヶ
月程を要しましたが、ようやく白金線
をガラス管に通し、減圧下でヨウ素蒸
気などを吹きかけることのできる簡単
な電気測定システムを構築しました。
その中にナノチューブの薄膜を金線で
配線し、減圧下でヨウ素蒸気に晒した
ところ、薄膜の色が黄色から茶色に急
変し、電気抵抗が7桁程度も減少しま
した。あまりにも急激な電気抵抗値の
変化に驚き、興奮したことを今でもはっ
きり覚えています。
このように化学ドーピングにより 

HBCナノチューブは導電性を示すこと

自己組織化ナノチューブ
における
ラセン状電導挙動の実証

共同利用研究ハイライト2

（所内対応）中村敏和

山本　洋平
科学技術振興機構 ERATO‒SORST
 「分子プログラミングによる電子ナノ空間の創成
と応用」グループリーダー

図１(a) 両親媒性 HBC 誘導体の分子構造。
　　(b) HBC 誘導体の自己組織化により形成する2分子膜の模式図。
　　(c) 自己組織化ナノチューブの模式図。
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が明らかとなりましたが、より詳細に
伝導電子の挙動について知りたいとい
う欲求に駆られ、大阪大学在籍時に同
じ研究室で分子の導電性に関する研究
を行なわれていました谷口正輝先生（現
大阪大学准教授）に相談しました。そ
して、以前谷口先生が共同研究をされ
ていたというご縁から、分子研の中村
敏和先生を紹介していただきました。
中村先生に共同研究のお願いを申し出
たところ、すぐにご快諾のお返事を頂
き、試料を抱えて分子研へ飛んで行き
ました。
まず始めに、ドーピングにより実

際にキャリアが誘起されているかにつ
いて調べるために、電子スピン共鳴法
（ESR）を用いて詳細な検討を行いまし
た。HBCナノチューブはもともと ESR 

不活性ですが、ヨウ素蒸気を導入する
と明確でシャープなESRシグナルが出
現しました。ドーピング時間の経過と
ともにシグナルはブロードになり、確
かに伝導キャリアに起因する電子スピ
ンからのシグナルであることが確認で
きました。ドーピング開始から18時間
経過後のESRシグナルの積分強度から
キャリア密度を見積もったところ、お
およそ10個のHBCに対し1つのキャ
リアが生成していることが明らかとな
りました。
先に述べましたように、このHBCナ

ノチューブは構造要素としてラセンキ
ラリティーを有しています。相田プロ
ジェクトではある種のHBC誘導体を用
いることにより、自己組織化で生成す
るほぼすべてのナノチューブを一方巻
きにできることを見出していました [2]。
私はこのナノチューブが非常に長く成
長することに目をつけ、その性質を利
用してナノチューブが一方向に配向し
たマクロスコピックなファイバーを作
製することに成功しました[3]。このファ
イバー試料を用いて ESR シグナルの角

度依存性を調べた結果、確かにg値や
ピーク幅（ΔHpp）に角度依存性があり、
ナノチューブ内では伝導電子が異方的
に振る舞うことを確認しました [4]。
さらに、ヨウ素でドーピングした 

HBCナノチューブのプロトン核磁気共
鳴（1H NMR）スペクトルの測定を中
村先生に行なっていただき、ナノチュー
ブ内を流れる伝導電子の性質について
より詳細に調べていただきました。そ
の結果、プロトン原子核のスピンー格
子緩和時間の逆数（1HT1–1）の対数が、
温度の対数に対し1/2乗で直線的に相
関していることが明らかとなりました。
このことは、伝導電子はナノチューブ
の壁内部を2次元的に流れている（図2

左）のではなく、1次元的に流れている
（図2右）ことを意味しており、間接的
ではありますが、実験的にラセン状の
電気伝導の実証に成功したということ
ができます [4]。ごく最近、SPring-8 で
のシンクロトロン放射光を用いた配向
性HBCナノチューブ試料のX線回折測
定から、ナノチューブを形成する分子の
詳細な配列構造の決定に成功し、確かに
HBC平面同士が少しずつずれながら積
層してラセンを形成していることが実験
的にも明らかとなりました [5]。この解
析結果をふまえて考えてみても、HBC

ナノチューブ中に誘起された電荷キャリ
アはラセンの巻き方向に沿ってスパイラ
ル状に伝導している可能性が極めて高い
と結論づけることができます。
以上のように、本共同研究から、ナ

ノチューブ内に生成した電荷キャリア
はナノスコピックなレベルにおいて
ラセンを形成したHBCカラムに沿っ
て1次元的に伝導するという重要な結
果を得ることができました。このこと
は、今後このナノチューブを用いたソ
レノイドや電磁誘導コイルなど、電気̶
磁気物性の応用に向けた非常に大きな
一歩であると考えています。また、本 

HBCナノチューブは、親水性側鎖の末
端に様々な機能部位を付加することが
可能であり、これまでに顕著な光電導
性を示す同軸型ナノチューブの作製に
も成功しています [6, 7]。今後、このよ
うな表面修飾HBCナノチューブを用
いて、光起電力特性や電界効果トラン
ジスタ特性の発現、さらには金属ナノ
チューブや磁性ナノチューブなど、さ
まざまな物性の発現にチャレンジして
いきたいと考えております。その際に
は、中村先生を始めとする多くの共同
研究者の方々の多大なお力添えを頂く
ことになるかと思います。今後ともど
うぞよろしくお願い申し上げます。

図2（左）電荷キャリアがナノチューブの壁内を2次元的に動いている様子を示す模式図。
　　（右）ラセン状に積層したHBCに沿って電荷キャリアが1次元的に動いている様子を示す
　　　　  模式図。今回の実験で、右のモデルがより確からしいことが示された。
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分子研の周囲には畑が広がっていて
そこでは麦が栽培されています。五月
ごろには50cmくらいにまで伸び青い
穂を結んでいました。オオムギで無い
のは判りましたが、コムギなのかどう
なのかはわかりませんでした。後日小
麦について調べてみると、国内の小麦
の9割が輸入で、国内生産の7割を北海
道が、以下福岡6％、群馬5％と続き愛
知東海地方で最多の3％の生産量となっ
ています（平成18年　東海農政局）愛
知の農家の方々がんばっています。
春、麦がまだ青いころ豊田市との境

界近くの麦畑を歩いているとキジの鳴
き声が聞こえました。藪の中にいるの
かなと思っていると河川敷の方からも
後方の麦畑からもなわばりを主張する
のがわかりました。3匹はいそうです。
キジはどこかなと探索することにしま
したが、安易に鳴き声の方向に歩いて
いくのは危険です。近づきすぎると警
戒され静かにされてしまいます。畑で
鳴いていたのは顔の真っ赤な雄と地味
な雌のつがいでした。意外とキジは馬
鹿なところがあって畑に隠れてもオス
の尻尾が見えていたり、つい他のオス
の鳴き声に反応してしまったりします。
構内にはタヌキがくらしていると

いう話をよく聞きます。私は分子研に
来て1年と2ヶ月が経ちましたが一回
もタヌキに会えていません。イヌと同
じくらいタヌキが好きなのでいつあえ
るのだろう心待ちにしていたのですが、
いっこうに出会いがなく寂しい生活を

強いられていました。代わ
りにハクビシンをみかけま
した。サントリーさんの講
演があった日に研究棟と南
実験棟の間の庭をうろうろ
していたところ目が光った
のでタヌキかなと思ったのですが、顔
の中心が白くてしっぽが長かったので
どうやらハクシビンだったようです。
その後も研究棟の庭や駐車場で頻繁に
見かけるので南実験棟と実験棟の間の
藪にひそんでいるのでしょう。非常に
警戒心が高くて人間の姿を見かけただ
けで逃げられてしまいます。夏になる
と除草が行われるのでハクビシンの安
住が脅かされるのではないかと危惧し
ていたのですが、装置開発室の近くで
目撃されているので元気に過ごしてい
るようです。
私は分子研から見て北西に住んで

いるので伊賀川沿いに歩いて通学して
いますが、四月くらいからつがいのム
クドリもよく見かけるようになります。
西三河総合庁舎の通りの街路樹は晩夏
に入るくらいからムクドリだらけにな
ります。ムクドリのことが嫌いではな
いのですが「ギュルギュル」とよそで
はちょっと聞くことのできない音のす
る木の下を通る気にはなれません。
少し暖かくなると蛇が出てきます。

伊賀川の河原には2mくらいのアオダ
イショウとシマヘビがいます。アオダ
イショウは神社近くの護岸で寝そべっ
てひなたぼっこをしていますが、除草

が行われると岡崎公園の方まで逃げて
きたりします。伊賀川のアオダイショ
ウは右目の上に白いふが入っていまし
た。左目については近くで観察する機
会が無かったのでわかりません。この
アオダイショウ、陸上にいるときは人
間以外に恐れるものは無いのですが、
人影を避けたりして川に逃げ込むとカ
ラスにちょっかいをかけられます。カ
ラスは川から上がるときを狙って襲い
ます。へびが川に入ると数匹のカラス
がやってきてへびが陸に上がろうとす
るところで待ち構えます。カラスに襲
われるのは一度や二度ではないのです
が毎回へびは何度も上陸を試みカラス
につつかれ、結局は草むらまで泳いで
いってへびが隠れてからすが飽きて終
わります。一方シマヘビは二度しか見
たことが無いのですが、伊賀川河原に
降りる階段のあるお稲荷さんの真下に
ある畑の近くに住み着いているようで
す。このシマヘビをはじめ見たときは
ゴム製のおもちゃか干物かと思うくら
い色がまっくろだったので「かわいそ
うにと」油断して近づいたところ、ガ
ラガラへびのようにしっぽを垂直に立
てて震わせて威嚇されました。私はま
んまと威嚇され一人ぼっちの河原で奇

岡崎に住んでいて
三宅伸一郎
総合研究大学院大学物理科学研究科機能分子科学専攻

みやけ・しんいちろう
京都大学大学院理学研究科修士課程を3年かけて終了。内最後の
半年は分子研ですごす。
分子研レターズ51で知ったサイバーレーザーに入社後1年間で出
奔。現在に至る。
趣味は散歩。好きな味噌汁の具は麩。好きな麺類はうどん。好き
な豆腐はもめん。好きなお菓子はグミ。苦手なものは分子科学。

＠総研大

COLUMN 1
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今回、総研大コラムの執筆を仰せつ
かりました小川グループ、博士後期過
程3年の三宅です。分子研ってどうい
うところか、分子研がある岡崎という
場所について簡単に紹介できたらと思
います。共同研究で来訪される研究員
や、これから総研大に入学を希望され
る学生の方々のほんの少しでもお役に
立てたら幸いです。
まず大学ではなく分子研という研究

所で学ぶメリットはなんでしょうか。
１）恵まれた研究の設備環境。こ

れは私が説明するまでもなく非常に恵
まれています。人が少ないこともある
のですが、研究設備は、待たされるこ
となく比較的自由に使えると思います。
データベース関係も充実しています。

2）アクティビティの高い研究者と過
ごせる。個人的にはこれが一番良い点

ではないかと考えていま
す。分子研は少人数のグ
ループ同士が、合同でセ
ミナーをやることが多く、
異なる分野の専門家と意
見交換ができます。研究
会も多いです。そこから、
共同研究に発展すること
もしばしば。セミナーだ
けでなく、各種のイベン
ト事の後に行われるラウ
ンジでの飲み会でも、濃
密な研究者同士のやりとりが楽しめま
す（床で転がって寝ている方もいらっ
しゃいますが（笑））。研究所外に出ても、
岡崎3機関（分子研、生理研、基生研）
関係者が良く出入りする場所なんかが
あります。今日も公務員宿舎の近くの
ワインバーなんかでは、ナノ構造の研

究する学生と苔の専門家などが楽しく
お酒を飲みながら議論していたりする
しょう。ひょっとしたら分子研の広報
担当者なんかが飲みに来ているかもし
れません。

3）語学関係のプログラムが充実して
いる。岡崎3機関には、2名の専任ネイ

COLUMN 2

声をあげてひるんだ隙に川に逃げられ
ました。今までにマムシにしっぽを振
られたことはあるのですが、ツヤがあ
り細身でまっくろだったので「やばい
ヤツが岡崎にいる。」とおおはしゃぎで
調べたところ、シマヘビは黒化するこ
とがあって威嚇するときはしっぽを立
てて振る、マムシはしっぽで地面をた
たいて威嚇するのだそうで、少しがっ
かりです。7月の始めの週に川底で細長
い物が沈んだ木の枝に太いほうをを挟
んで白くなびいていました。どうやら
溺れ死んだようです。河原で自転車に

乗っている名前は分からないおじさん
も最近ヌシを見かけないと言っていま
した。
八幡（はちまん）通りでは一の位が

二と七の日には二七（ふな）市という
市が開かれます。八幡通りは殿橋から
電車通りを北上して三菱東京の南側に
ある通りです。普段は心なしか殺風景
に感じる通りですが二七市の日にはお
祭りでもやっているかのような賑わい
です。八幡通りと電車通りの角にある
パチンコ店も二七市の日には二七市感
謝デーをします。地域ぐるみの取り組

みのようです。ちなみに二七市は12時
位には終わります。私は福岡の小倉出
身なのですが京都の吉田神社の節分祭
でハサミや鎌を売っている出店があっ
たのが印象的で、そこに来て二七市な
ので普通のお祭りはハサミや鎌を売っ
ているところがあたりまえで小倉のお
祭りが異常というのは間違った認識な
のでしょうか。だれか教えてください。
書くことがなくなりました。
俳句を盗作します。

すばらしい分子研だ蚊が居る

分子研・岡崎あれこれ
三宅　雄介
総合研究大学院大学物理科学研究科機能分子科学専攻

みやけ・ゆうすけ
2006年3月東京都立大学修士課程修了。同年4 月より総研大機能分
子科学専攻5年一貫博士課程3年次編入学。D3として分子スケール
ナノサイエンスセンター小川グループに所属。研究テーマは、有機
分子を用いた自己組織化ナノ構造、およびその電子状態を主に走査
トンネル顕微鏡（STM）を用いて研究している。AsiaNano 2006
　Outstanding Research Award,受 賞、2007 International 
Scanning Probe Microscopy Conference Best Poster Award
受賞。専門分野：有機合成・表面物理科学
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ティブ英語教師がおり、会話とプレゼ
ンテーションの授業が開講されていま
す。分子研以外の2研究所の学生、スタッ
フも参加するので、そこで交流が深まっ
てよい友人が出来たりします。個人的
な感想ですが、非常に授業の雰囲気が
良く、毎回得られるものも多かったで
す。また機会があれば受講したいと思
うプログラムでした。分子研の場合、
研究室に海外から研究員が来ることも
しばしばあるので、この語学関係の知
識は即実践できます。私の場合は、分
子研来て一年目にインド、ドイツ、中
国から、2年目にはインドからの研究者
がグループ内にいましたので、英語を
しゃべる機会には事欠きませんでした。
他にも色々とメリットはあるので

すが、じっくりモノを考えたい、研究
したいという学生には分子研最適な場
所だと思います。研究に疲れたら仲間
たちとバレーボール、バドミントンや
サッカーなんかの課外活動（サークル）
で汗を流すのも良いかと。研究所内に
はテニスコートや、卓球場、トレーニ
ング施設なんかもあります。山手地区
のラウンジでは音楽が趣味の有志が集
まって不定期に演奏会や、月に一回ほ
どの割合で、Happy Hourという名の

パーティが催されており、非常に良く
賑わっております。週末には、友人に
車を出してもらって海や山に繰り出す
ことも多いです。岡崎自体は、都会的
な刺激がほしい人にはちょっと物足り
ないかもしれませんが、名古屋に出る
のも比較的容易なので結構便利な場所
なのではないでしょうか。
このコラムを書くに当たって、岡崎

という土地を紹介するに当たり、岡崎
在住の友人に岡崎といえば何という質
問をぶつけたところ、「……味噌。」と
いう答えが返ってきました。味噌とい
うトピックのみでコラムの後半を書き
きる自信はありませんので、簡単に岡
崎という街を紹介させていただきます。
岡崎という土地は、地理的には坂が多
く、生活をするうえでは、車はあった
ほうがよいです。しかし車の運転が荒
いお土地柄なので、運転の際にはご注
意を。私の目線から見て岡崎の特徴と
言えば、意外に思われるかもしれませ
んがエスニック料理、特にインド料理
屋（一般的なカレー屋は除外する）が
多いことだと思います（ここでは触れ
ませんがタイ料理屋も多い）。岡崎とい
う街には外国の方（多数派は南米系）
が多いので、そのことも一因だと考え

られます。研究所から数キロ圏内に知っ
ている範囲でも7軒のインド料理屋が
あります（全国的にはもっと密度の濃
い場所があるかもしれませんが）。岡
崎市内のインド料理屋の特徴としては、
なぜか料理人には、ネパール系の人々
が多いということです。そのためイン
ド料理といってもネパール系の味が多
いです。料理人が変わると味が変わる
ため、店によっては日によって全然違
う味になっていたりするのもある意味、
魅力の一つです。ベジタリアンのイン
ド系の研究者の来訪に備えて、ベジタ
リアン向けのメニューがあるインド料
理屋をいくつか知っておくと便利です
（うちのラボでは今まで3回の来訪あり
ました）。駅前のインド料理屋ではスパ
イス類もスーパーなどより格安で購入
できるので、長期滞在のインド系研究
者には教えておくと喜ばれます。常連
になると、いろいろと面白い情報（腰
痛の民間療法とか変な言葉とか）を教
えてくれるのも魅力です。岡崎にお越
しの際には、一度、足を運んでみては
いかがでしょうか。
取り留めのない文章になってしまい

ましたが、最後に、ぜひ分子研で最良
の研究生活を楽しんでください。では。
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4月2日の入学式に続き、今年も平成
20年度学生セミナーが開催されました。
今年のテーマは「Ｗａ」。これは漢字の
「我、話、和、輪」を意味し、「我

（われ）

を表現し、
仲間と話

（はな）

し合い、力を和
（あわ）

せて、分野を
越えた大きな輪

（わ）

を創って欲しい」とい
う願いが込められています。
始めに、国立科学博物館の小川義和

先生より、サイエンスコミュニケーショ
ンについてご講演いただきました。つ
づいて一風変わった自己紹介を行いま
した。他分野の人に自分の専門を伝え、
理解してもらうのは予想以上に困難で、
もどかしさを感じた新入生も少なくな

かったようです。
夕食後には、美容整形や携帯電話な

ど、身近で一般的なテーマについて班
ごとに議論し、その内容を4コマ漫画
で発表してもらいました。出来上がっ
た作品は、説得力がある上に個性的で、
会場には笑いが絶えませんでした。
最後に、言語脳科学を研究されてい

る酒井邦嘉先生より、他分野へ進出す
る喜びや、苦労についてご講演いただ
きました。それにつづき各班で、班員
の専門を融合したプロジェクトを立案
し、その内容を発表してもらいました。
学問の枠にとらわれない自由な発想が

生まれ、分野を越えて一つの目標に向
かう事を体験できました。
私たち実行委員にとっても、このセ

ミナーを創りあげるうえで、いつしか
自分たちの中に大きな「Ｗａ」ができ、
とてもよい経験であると共に、大切な
思い出になりました。

物理科学研究科機能分子科学専攻　5年一貫制博士課程2年　小野木　覚

Satoru Onogi
名古屋大学理学部化学科を卒業後、
平成19年に総合研究大学物理科学
研究科機能分子科学専攻へ入学、現
在5年一貫制博士課程2年。分子ス
ケールナノサイエンスセンター櫻井
グループにて、非平面共役分子バッ
キーボウルのひとつ「スマネン」に、
窒素や酸素などの「ヘテロ原子」を
導入する研究に取り組んでいる。

E V E N T  R E P O R T

平成20年度前期学生セミナー

総合研究大学院大学（以下、総研大）
の博士後期課程にこの4月に編入した
筆者にとって、総研大生としての初め
ての行事が入学式とこの学生セミナー
であった。本セミナーは前年度入学生
が企画する「学生による学生の為のセ
ミナー」であり、これには全専攻の新
入生及びスタッフが集まる為、バラエ
ティー豊かな人材で構成され個性に溢
れた内容となっていた。
今年度の本セミナーは「Wa」とい

う言葉をキーワードに「我」「話」「和」
という3つのテーマが用意された。「我」
は自分の専門を異分野の者（以下、他者）

にわかるように説明するという自己表
現のスキルが、「話」は自分と他者の間
に生ずる知識の溝を配慮し協調し合う
という相互理解のスキルが各々求めら
れた。また、「和」は他者同士で新しい
科学の可能性を探るというセッション
であった。
筆者は本セミナーを受講して、研究

者としての考え方や在り方を改めて考
えさせられ、有意義な時間を過ごせた。
「我」というテーマでは他者に自分の専
門を簡潔に理解させた上で興味を持た
せる話術の重要性を、「話」では他者と
接するにあたり自分の専門外の知識を

持つことの重要性を各々考えさせられ
た。「和」では新しい科学を発掘し付加
価値を生み出すには自力だけでは困難
であり、他者とバランスのとれた幅広
い知識を持ち合い歩み寄ることでその
可能性を感じた。
本セミナーで得た経験を今後の研究

生活に活かすことでより精進していき
たい。
Takanori Tanikawa
兵庫県立大学物質科学研究科修士課
程修了後、平成20年に総合研究大
学院大学物理科学研究科に編入。分
子科学研究所極端紫外光研究施設加
藤グループにて、新方式の短波長自
由電子レーザー光源の研究開発に従
事している。

物理科学研究科機能分子科学専攻　5年一貫制博士課程３年　谷川　貴紀
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The impression notes of the Student Seminar 物理科学研究科構造分子科学専攻
5年一貫制博士課程4年　Md. Abu Sayed

The Academic exchange sessions 
FY2007 held on 18th march 2008, 
at Shonan Village Center, Hayama. 
About 35 Sokendai students, includ-
ing former students joined in the 
exchange session from different 
countries of Asia and Europe. On 
the day in lecture season Dr. Riikka 
Lansisalmi (Head of the Japanese 
L a n g u a g e s e c t i o n ,  D e p t .  o f 
Japanese & Korean studies, Leiden 
University, The Netherlands) talked 
about language, economy and 
globalization, and Prof. Zhenfeng 
Xi (College of Chemistry, Peking 
University, China) presented his 
present research activity. They also 

shared their memorable SOKENDAI 
life with us.

In separate meeting, I attended 
Dr. Akira Kinjo presentation, titled 
“Bioinformatics of protein struc-
ture” . In this season, SOKENDAI 
president Dr. Kodaira Keiichi also 
joined with us. Dr. Akira Kinjo in his 
lively presentation, he talked about 
his research activity from graduate 
study to present day. It was diffi cult 
to understand the computational 
technique for protein study in his 
lecture, although my work is relating 
to protein. 

In exchange recept ion , we 
talked about poster and exchange 

our ideas as well as research expe-
rience. The academic exchange 
sessions also make a platform in 
social communications among stu-
dents. I was very happy to make 
some new friends in this day.

It was a short program, but it 
was very helpful for mental growth 
of young scientists. Finally, I would 
like to thank SOKENDAI authority to 
make such exchange sessions.

Md. Abu Sayed
I joined Prof. Urisu group as a 
doctoral student in Oct. 2005. 
For my graduate study, I am 
constructing a new IR system 
for observing adsorbed bioma-
terials on solid surfaces under 
water. 

冬の学校

私は修士課程1年の時から計3回冬
の学校に参加しました。最初の年は、
全日程がほぼ2人の講師による授業で
構成され、時間をかけて基礎的な内容
を重点的に説明されていました。学会
やシンポジウムの講演とは異なり、ま
さに “学校の授業” という印象で感銘
を受けたのを良く覚えています。年々
スタイルは変わってきていますが、“学
校” 的なエッセンスが引き継がれてい
て、例えば今年のカリキュラムでは選
択受講制の講義が良かったと思います。
受講の様子に関しては、私も含めて少

し消極的な印象を受けました。各国の
生徒が集まって同じ授業を受けること
ができる貴重な機会ですので、受講生
がもっと積極的に発言し、生徒間のディ
スカッション等が活発に行われればよ
り良い授業になると思います。
授業以外での国際交流に関しては、

毎年参加される？　お決まりのメン
バーもいて、また去年、今年と担当研
究室だったこともあり、知り合いをた
くさんつくることができました。その
中の数人とは時々研究経過などを連絡
し合っており、今後も互いに影響を与

え合える仲にできればいいなと考えて
います。ちなみに、3年前に知り合っ
たタイの学生は、3人中2人がアメリカ
留学中、一人は今夏オーストリアに留
学予定とのことで、「やるなあ！」と一
方的に刺激を与えてもらっている状況
です。私も負けないようがんばります。

Kenta Kitano
京都大学大学院理学研究科化学専攻
修士課程を修了後、平成19年に総
合研究大学院大学構造分子科学専攻
入学、現在博士課程2年。光分子科
学研究領域光分子科学第一研究部門
大島グループで、分子の回転波束制
御に関する研究に取り組んでいます。

物理科学研究科構造分子科学専攻　5年一貫制博士課程4年　北野　健太

総合研究大学院大学（総研大）は1988年に、全国の大学共同利用機
関を基盤機関として、新しい理念と組織の下に創設された博士課程だけ
を有する大学院大学です。本部を神奈川県葉山町に置き、学生のみなら
ず研究者自身の総合性と学際性を高めることを目指して、学生セミナー、
国際シンポジウム、共同研究等々のユニークな活動を本部で行いつつ、
平素の授業や研究活動は各基盤研究機関において行っています。

総合研究大学院大学　http://www.soken.ac.jp/

総研大葉山キャンパス
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総研大生受賞者紹介

総合研究大学院大学構造分子科学専攻
博士課程の陳龍君が日本化学会第88春
年会において、学生講演賞を受賞した。
日本化学会第88春季年会は去る3月26
日から30日までの5日間、立教大学池袋
キャンパスで開かれた。
日本化学会年会「学生講演賞」は発表
内容、プレゼンテーション、質疑応答な
どにおいて優れた講演で、講演者の今後
の一層の研究活動発展の可能性を有する
と期待されるものに対して贈呈するもの
である。
今回の受賞対象となった陳君の発表は、

『新規π共役多核シフ塩基錯体 (II)：自己
集積化によるナノ構造の構築と機能』と
題するものであり、π -共役系で連結し
た新規多核金属錯体の合成および自己集
積化を報告したものである。陳君は、種々

のπ -共役系をコアとして持つ、サイズ
やモルフォロジー、金属の数などの異な
る一連の共役ディスク状多核金属錯体を
合成した。 同じモルフォロジーを有する
にもかかわらず、異なる集積化能を示す
と共に、形態の全く異なるナノ構造体を
与えることを見いだした。さらに、形成
されたナノ構造体の発光特性及び磁気的
な相互作用を検討し、ナノ構造体ならで
はの光・磁気相互作用を見いだした。今
回の研究成果は、金属錯体の新しい機能
の開拓へとつながると期待される。本受
賞を契機に、同君のより一層の成長を期
待している。 

（物質分子科学研究領域・分子機能
研究部門　江　東林・主任指導教員）

陳　龍（物理科学研究科構造分子科学専攻）
日本化学会第88回春年会において学生講演賞を受賞

総合研究大学院大学構造分子科学専
攻博士課程2年の沼尾茂悟君がナノ学
会第6回大会若手優秀発表賞を受賞し
ました。受賞題目は、「新しい炭素材
料： Mesopourous Carbon Nano 
Dendrite」です。
今回の受賞研究は銀アセチリドナノ樹
状体結晶を急激に200℃まで昇温し、ナ
ノスケールの発熱爆発反応によって結晶
の部分温度を2200℃以上にし、銀を突
沸蒸発させてグラファイト性の多孔性炭
素ナノ樹状体を生成させ、この新しい炭
素樹状体がBET表面積1500m2／ cm

以上を示し様々な電極材料や触媒担体と
しての機能を持たせることに成功したも
のです。さらに、大電力用スーパキャパ
シタとしての性能を発現する事も示しま
した。このユニークなナノ材料の開発が
高く評価されました。
なお、同じ研究室の十代健助教もこの
賞を受賞しており、同一研究室から2名
の若手優秀発表賞受賞者が出た事が懇親
会では話題となりました。

（物質分子科学研究領域・電子構造
研究部門　西　信之・主任指導教員）

沼尾　茂悟（物理科学研究科構造分子科学専攻）
ナノ学会第6回大会若手優秀発表賞を受賞
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平成20年度（4月入学）５年一貫制博士課程新入生
専　　攻 氏　　名 所　　属 研究テーマ

構造分子科学 遊　佐　仁　暁 物質分子科学研究領域 新規π共役系の設計と合成

機能分子科学
杉　浦　晃　一 物質分子科学研究領域

分子性導体の示す特異な電子状態を磁気共鳴（ESR，NMR）を用
いて研究する

小　林　　　昻 生命・錯体分子科学研究領域 ピリジン環を有するピンサー型錯体を触媒とする不斉合成の開発

物理科学研究科（構造分子科学専攻）
氏　　名 博　士　論　文　名 付記する専攻分野 授与年月日

張　　　振　 Fabrication of incubation type planar ion-channel biosensor using silicon-on-
insulator substrate 理　学 H20. 3.19

KAFLE, Bhim 
Prasad

Study of Photoionization and Dissociation  Dynamics of Fullerene C60 理　学 H20. 3.19

白　鳥　和　矢 Finite-temperature density functional approach to electrochemical reaction 理　学 H20. 3.19

福　嶋　　　 貴
Synthesis, Properties and Photochemical Multi-electron Reduction of Ruthenium 
Complexes Having NAD+ Analogous Ligands

理　学 H20. 3.19

河　尾　真　宏 Synthesis and Self-organaization of The Giant Porphyrin Wires 理　学 H20. 3.19

平成19年度総合研究大学院大学修了学生及び学位論文名

物理科学研究科（機能分子科学専攻）
氏　　名 博　士　論　文　名 付記する専攻分野 授与年月日

PONSECA Jr. 
Carlito

Development of Integrated Optics for the fi rst Principle Analysis of the terahertz 
Spectrum of Some Biomolecules 理　学 H20. 3.19

総合研究大学院大学平成20年度（4月入学）新入生紹介

平成20年度（4月入学）博士後期課程新入生
専　　攻 氏　　名 所　　属 研究テーマ

構造分子科学

飯　塚　拓　也 極端紫外光研究施設 強相関物質および薄膜の電子状態の研究

塚　原　侑　平 生命・錯体分子科学研究領域 二酸化炭素の電気化学的多電子還元反応の構築

藤　原　邦　代 生命・錯体分子科学研究領域 プレーナー型パッチクランプによる神経細胞解析素子の開発

機能分子科学

清　田　泰　臣 理論・計算分子科学研究領域 3D-RISM法による生体分子の物質輸送に関する理論的研究

水　上　　　渉 理論・計算分子科学研究領域 局在化軌道を用いた大規模高精度分子理論の開発

谷　川　貴　紀 極端紫外光研究施設 新方式の放射光源の開発研究



■平成19年度（後期）分子科学フォーラム

回 開 催 日 時 講 演 題 目 講 演 者

第 71回 2007年 11月 14日 ナノテクノロジーで生命を測る 馬場　嘉信

第 72回 2008年  2月 13日 星空に巡らす化学の夢 山本　　智

第 73回 2008年  2月 20日 分子が拓く物性革命 高橋　利宏

第 74回 2008年  3月 12日 冷却原子で観る量子論の不思議 久我　隆弘

分子科学フォーラム・分子研コロキウム　開催一覧

■平成19年度（後期）分子研コロキウム

回 開 催 日 時 講 演 題 目 講 演 者

第 802回 2007年 11月 28日
高強度数サイクルレーザーパルスによる原子・分子の超精密実時間イ
メ－ジング

森下　　亨

第 803回 2007年 12月 12日 Ultra-fast spectroscopy to study the mechanism of photoreceptor 
activation

Klaas Jan 
Hellingwerf

第 804回 2007年   1月 16日
αへリックス蛋白質中での振動子ポーラロンによる生体エネルギー伝
播と量子音波

Tomio Petrosky

第 805回 2008年   1月 30日 溶媒分子の粒子性と巨大分子間相互作用 秋山　　良

第 806回 2008年   2月 27日 分子研のアーカイブズ活動について 木村　克美

第 807回 2008年   3月 19日 Molecular Electronics with TTF Derivatives Concepció Rovira 
Angulo

第 808回 2008年   3月 26日 量子コヒーレンスの断熱操作と超短パルス光発生への応用 桂川　眞幸

人事異動一覧

異動年月日 氏 名 区 分 異 動 後 の 所 属・ 職 名 現（ 旧 ） の 所 属・ 職 名 備 考

19.11.30

19.12.31

19.12.31

19.12.31

19.12.31

19.12.31

20. 1. 1

20. 1. 1

初　井　宇　記

長　澤　賢　幸

大　石　　　修

八　木　　　創

角　山　寛　規

七　分　勇　勝

大　迫　隆　男

八　木　　　創

辞 職

辞 職

辞 職

退 職

辞 職

辞 職

採 用

採 用

財団法人高輝度光科学研究センター
利用研究促進部門　研究員

信越化学工業株式会社　新機能材料
技術研究所　所員

日本電子データム株式会社

光分子科学研究領域　光分子科学第
三研究部門　研究員

北海道大学　触媒化学研究センター
博士研究員

北海道大学　触媒化学研究センター
博士研究員

生命・錯体分子科学研究領域　錯体
触媒研究部門　助教

光分子科学研究領域　光分子科学第
三研究部門　研究員

光分子科学研究領域　光分子科学第
三研究部門　助教

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　助教

技術課　学術支援班　学術支援技術
係　技術職員

生命・錯体分子科学研究領域　生体
分子情報研究部門　研究員

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　研究員

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　研究員

日本学術振興会　海外特別研究員
（米国ワシントン大学にて研究従事）

生命・錯体分子科学研究領域　生体
分子情報研究部門　研究員
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20. 2. 1

20. 2. 1

20. 2.16

20. 3. 1

20. 3. 1

20. 3.10

20. 3.30

20. 3.30

20. 3.30

20. 3.30

20. 3.30

20. 3.30

20. 3.30

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

野　中　大　輔

高　橋　一　暢

深　津　惠　子

阿　達　正　浩

戸　谷　明　子

伊　藤　　　暁

　田　理　恵

生　田　靖　弘

三　上　泰　治

安　藤　嘉　倫

江　　　宗　乙

赤　木　史　生

中　岡　由美子

根　岸　雄　一

竹　内　雅　宜

笹　川　拡　明

加　藤　清　則

石　村　和　也

矢ヶ﨑　琢　磨

古　屋　亜　理

比　田　直　輝

大　江　洋　平

渡　邉　孝　仁

島　田　美　帆

金　安　達　夫

日　野　貴　美

神　谷　育　代

森　田　明　弘

採 用

所属変更

採 用

採 用

採 用

辞 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

辞 職

辞 職

辞 職

定年退職

辞 職

退 職

　 　
退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

兼任終了

岡崎統合バイオサイエンスセンター
戦略的方法論研究領域　研究員

岡崎統合バイオサイエンスセンター
戦略的方法論研究領域　研究支援員

生命・錯体分子科学研究領域　生体
分子情報研究部門　技術支援員

極端紫外光研究施設　光源加速器開
発研究部門　助教

計算科学研究センター　事務支援員

米国　国立衛生研究所　

名古屋大学　大学院工学研究科　研
究員

名古屋大学　大学院工学研究科　研
究員

山口東京理科大学　基礎工学部　助
教

東京理科大学　理学部第一部　講師

東京大学　大学院理学系研究科　特
任助教

日本電子株式会社

名古屋大学　物質科学国際センター
COE特任准教授

株式会社　豊田中央研究所　客員研
究員

理論・計算分子科学研究領域　計算
分子科学研究部門　専門研究職員

東京大学　大学院理学系研究科　特
別研究員

高エネルギー加速器研究機構　物質
構造科学研究所　博士研究員

九州シンクロトロン光研究センター
研究員

大阪大学　大学院理学研究科　非常
勤研究員

JSR株式会社

（東北大学　大学院理学研究科　教
授）

九州大学　大学院システム生命科学
府　人材養成ユニット　特別研究員

分子科学研究所　研究支援員（RA）

日本原子力開発研究機構　高崎量子
応用研究所　博士研究員

計算科学研究センター　専門研究職
員

理論・計算分子科学研究領域　専門
研究職員

理論・計算分子科学研究領域　専門
研究職員

理論・計算分子科学研究領域　専門
研究職員

理論・計算分子科学研究領域　専門
研究職員

生命・錯体分子科学研究領域　生体
分子情報研究部門　技術支援員

生命・錯体分子科学研究領域　錯体
物性研究部門　研究員

計算科学研究センター　特定事務職
員

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　助教

生命・錯体分子科学研究領域　生体
分子情報研究部門　助教

分子スケールナノサイエンスセンター
先導分子科学研究部門　助教

技術課長

技術課　学術支援班　学術支援係　
技術職員

理論・計算分子科学研究領域　計算
分子科学研究部門　研究員

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　研究員

生命・錯体分子科学研究領域　生体分子
情報研究部門　研究員（非常勤研究員）

生命・錯体分子科学研究領域　錯体触
媒研究部門　研究員（非常勤研究員）

生命・錯体分子科学研究領域　錯体物
性研究部門　研究員（非常勤研究員）

極端紫外光研究施設　研究員（非常
勤研究員）

極端紫外光研究施設　研究員（非常
勤研究員）

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　研究員

分子スケールナノサイエンスセンターナノ分
子科学研究部門　研究員（非常勤研究員）

理論・計算分子科学研究領域　計算
分子科学研究部門　教授（兼任）

名古屋大学
勤務

異動年月日 氏 名 区 分 異 動 後 の 所 属・ 職 名 現（ 旧 ） の 所 属・ 職 名 備 考

人事異動一覧
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20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 3.31

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

佃　　　達　哉

小　澤　岳　昌

浅　井　美　博

秋　山　　　良

林　　　倫　年

北　島　正　弘

曽　田　一　雄

馬　場　正　昭

前　田　大　光

北　川　　　宏

片　山　　　睦

近　藤　　　満

加　藤　晃　一

野　田　真　史

禿　子　　　瞳

平　本　昌　宏

倉　重　佑　輝

山　根　宏　之

齊　藤　　　碧

長　屋　貴　量

榮　　　慶　丈

竹　村　和　浩

小　林　正　人

吉　留　　　崇

高　見　利　也

原　田　洋　介

山　本　　　勇

岩　瀨　文　達

兼任終了

兼任終了

客員終了

客員終了

客員終了

客員終了

客員終了

客員終了

客員終了

客員終了

客員終了

客員終了

客員終了

退 職

退 職

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

（北海道大学　触媒科学研究センター
教授）

（東京大学　大学院理学系研究科　
教授）

（産業技術総合研究所　計算科学研究部
門　基礎解析研究グループリーダー）

（九州大学　大学院理学研究院　准
教授）

（国立台湾大学　凝態科学研究中心
副研究員）

（物質・材料研究機構　材料研究所反応・励
起のダイナミックスグループディレクター）

（名古屋大学　大学院工学研究科　
教授）

（京都大学　大学院理学研究科　准
教授）

（立命館大学　理工学部　准教授）

（九州大学　大学院理学研究院　教
授）

（理化学研究所　ゲノム科学総合研究センター　
遺伝子構造機能研究グループ　チームリーダー）

（静岡大学　機器分析センター　准
教授）

（名古屋市立大学　大学院薬学研究
科　教授）

理論・計算分子科学研究領域　理論分
子科学第二研究部門　専門研究職員

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　教授

理論・計算分子科学研究領域　理論
分子科学第一研究部門　助教

光分子科学研究領域　光分子科学第
三研究部門　助教

技術課　機器利用技術班　機器利用
技術一係員

技術課　計算科学技術班　計算科学
技術二係員

理論・計算分子科学研究領域　専門
研究職員

理論・計算分子科学研究領域　専門
研究職員

理論・計算分子科学研究領域　専門
研究職員

理論・計算分子科学研究領域　専門
研究職員

理論・計算分子科学研究領域　専門
研究職員

光分子科学研究領域　光分子第一研
究部門　研究員

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　研究員

物質分子科学研究領域　電子物性研
究部門　研究員（非常勤研究員）

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　教授（兼任）

生命・錯体分子科学研究領域　生体
分子情報研究部門　教授（兼任）

理論・計算分子科学研究領域　理論・
計算分子科学研究部門　客員教授

理論・計算分子科学研究領域　理論・
計算分子科学研究部門　客員准教授

理論・計算分子科学研究領域　理論・
計算分子科学研究部門　客員准教授

光分子科学研究領域　光分子科学第
四研究部門　客員教授

光分子科学研究領域　光分子科学第
四研究部門　客員教授

光分子科学研究領域　光分子科学第
四研究部門　客員准教授

物質分子科学研究領域　物質分子科
学研究部門　客員准教授

生命・錯体分子科学研究領域　生命・
錯体分子科学研究部門　客員教授

生命・錯体分子科学研究領域　生命・
錯体分子科学研究部門　客員准教授

生命・錯体分子科学研究領域　生命・
錯体分子科学研究部門　客員准教授

分子スケールナノサイエンスセンター
先導分子科学研究部門　客員教授

理論・計算分子科学研究領域　理論
分子科学第二研究部門　研究員

計算科学研究センター　事務支援員

大阪大学　大学院工学研究科　准教
授

日本学術振興会　特別研究員（名古
屋大学にて研究従事）

広島大学　大学院理学研究科　特任
助教

東京大学　分子細胞生物学研究所　
産学官連携研究員

日本学術振興会　特別研究員（早稲
田大学にて研究従事）

京都大学　エネルギー理工学研究所
博士研究員

九州大学　情報基盤研究開発センター
特任准教授

東京工業大学　資源化学研究所　特
別研究員

名古屋大学
勤務

東京大学
勤務

早稲田大学
勤務

京都大学
勤務

九州大学
勤務

異動年月日 氏 名 区 分 異 動 後 の 所 属・ 職 名 現（ 旧 ） の 所 属・ 職 名 備 考

人事異動一覧

84 分子研レターズ 58　August 2008



20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1
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20. 4 .1

20. 4 .1

KIM,Yong Hoon

浜　坂　　　剛

今　　　宏　樹

近　藤　直　子

野　田　真　史

矢ヶ﨑　琢　磨

加　藤　晃　一

眞　壁　幸　樹

石　谷　隆　広

神　谷　由紀子

加　藤　晃　一

眞　壁　幸　樹

川　口　博　之

山　田　篤　志

田　中　啓　文

岡　崎　　　進

永　瀬　　　茂

平　田　文　男

平　田　文　男

岡　崎　　　進

相　田　美砂子

西　野　正　理

北　尾　彰　朗

緑　川　克　美

富　永　圭　介

雨　宮　健　太

阿波賀　邦　夫

伊　東　　　忍

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

勤務命令

勤務命令

転 出

転 出

転 出

転 出

併 任

併 任

併任解除

兼任委嘱

客員委嘱

客員委嘱

客員委嘱

客員委嘱

客員委嘱

客員委嘱

客員委嘱

客員委嘱

生命・錯体分子科学研究領域　生体
分子情報研究部門　研究員

生命・錯体分子科学研究領域　錯体触
媒研究部門　研究員（非常勤研究員）

分子スケールナノサイエンスセンター　ナノ
分子科学研究部門　研究員（非常勤研究員）

理論・計算分子科学研究領域　理論
分子科学第二研究部門　事務支援員

理論・計算分子科学研究領域　理論分
子科学第二研究部門　専門研究職員

理論・計算分子科学研究領域　計算
分子科学研究部門　専門研究職員

岡崎統合バイオサイエンスセンター
生命環境研究領域　教授

岡崎統合バイオサイエンスセンター
戦略的方法論研究領域　助教

計算科学研究センター　専門研究職
員

岡崎統合バイオサイエンスセンター　生命
環境研究領域　研究員（非常勤研究員）

生命・錯体分子科学研究領域　生体
分子機能研究部門　教授

生命・錯体分子科学研究領域　生体
分子機能研究部門　助教

東京工業大学　大学院理工学研究科
教授

名古屋大学　大学院工学研究科　助
教

大阪大学　大学院理学研究科　助教

名古屋大学　大学院工学研究科　教
授

理論・計算分子科学研究領域研究主
幹

計算科学研究センター長

（理論・計算分子科学研究領域　理
論分子科学第二研究部門　教授）

理論・計算分子科学研究領域　計算
分子科学研究部門　教授（兼任）

理論・計算分子科学研究領域　理論・
計算分子科学研究部門　客員教授

理論・計算分子科学研究領域　理論・
計算分子科学研究部門　客員准教授

理論・計算分子科学研究領域　理論・
計算分子科学研究部門　客員准教授

光分子科学研究領域　光分子科学第
四研究部門　客員教授

光分子科学研究領域　光分子科学第
四研究部門　客員教授

光分子科学研究領域　光分子科学第
四研究部門　客員准教授

物質分子科学研究領域　物質分子科
学研究部門　客員教授

生命・錯体分子科学研究領域　生命・
錯体分子科学研究部門　客員教授

韓国　Hankuk University for Foreign 
Studies 非常勤講師

理論・計算分子科学研究領域　理論
分子科学第二研究部門　研究員

理論・計算分子科学研究領域　計算
分子科学研究部門　研究員

名古屋市立大学　大学院薬学研究科
教授

米国　University of Chicago 博士研究
員

富士通株式会社

（岡崎統合バイオサイエンスセンター
生命環境研究領域　教授）

（岡崎統合バイオサイエンスセンター
戦略的方法論研究領域　教授）

生命・錯体分子科学研究領域　錯体
物性研究部門　准教授

理論・計算分子科学研究領域　計算
分子科学研究部門　助教

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　助教

計算科学研究センター　教授

（理論・計算分子科学研究領域　理
論分子科学第一研究部門　教授）

（分子科学研究所　理論・計算分子科学研究
領域　理論分子科学第二研究部門　教授）

理論・計算分子科学研究領域研究主
幹

（名古屋大学　大学院工学研究科　
教授）

（広島大学　大学院理学研究科　教
授）

（物質・材料研究機構　計算科学セ
ンター　主任研究員）

（東京大学　分子細胞生物学研究所
准教授）

（理化学研究所　中央研究所　緑川レ
ーザー物理工学研究室　主任研究員）

（神戸大学　分子フォトサイエンス
研究センター　教授）

（高エネルギー加速器研究機構　物
質研究所　主幹研究員）

（名古屋大学　物質科学国際研究セ
ンター　教授）

（大阪市立大学　大学院理学研究科
教授）
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20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1

20. 4 .1
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20. 4. 6

20. 4.16

20. 4.16

20. 4.30

20. 4.30

20. 5. 1

20. 5. 1

20. 5. 1

20. 5.15

20. 5.16

20. 5.16

20. 5.16

20. 5.31

20. 6. 1

20. 6. 1

20. 6. 1

20. 6. 1

客員委嘱

客員委嘱

昇 任

配 置 換

配 置 換

退 職

採 用

採 用

退 職

退 職

採 用

採 用

採 用

辞 職

採 用

採 用

所属変更

辞 職

転 出

勤務命令

採 用

採 用

生命・錯体分子科学研究領域　生命・
錯体分子科学研究部門　客員准教授

生命・錯体分子科学研究領域　生命・
錯体分子科学研究部門　客員准教授

技術課長

技術課　計算科学技術班　計算科学
技術一係員

技術課　計算科学技術班　計算科学
技術二係員

理論・計算分子科学研究領域　専門
研究職員

計算科学研究センター　専門研究職
員

スウェーデン王国　Stockholm 
University,Department of Physics,博士研究員

理論・計算分子科学研究領域　専門
研究職員

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　技術支援員

岡崎統合バイオサイエンスセンター
生命環境研究領域　技術支援員

生命・錯体分子科学研究領域　生体
分子機能研究部門　助教

生命・錯体分子科学研究領域　錯体
物性研究部門　研究員

機器センター　事務支援員

東京工業大学　大学院理工学研究科
助教

分子科学研究所　理論・計算分子科学研
究領域　計算分子科学研究部門　教授

分子スケールナノサイエンスセンター　ナノ
分子科学研究部門　研究員（非常勤研究員）

計算科学研究センター　教授

（青山大学　理工学部　准教授）

（大阪大学　蛋白質研究所　准教授）

技術課　機器開発技術班長

計算科学技術班　計算科学技術二係
員

計算科学技術班　計算科学技術一係
員

岡崎統合バイオサイエンスセンター
生命環境研究領域　事務支援員

日立製作所

光分子科学研究領域　光分子科学第
三研究部門　研究員

理論・計算分子科学研究領域　理論
分子科学第二研究部門　事務支援員

岡崎統合バイオサイエンスセンター
　生命環境研究領域　技術支援員

機器センター　事務支援員

東京大学　大学院工学系研究科　技
術補佐員

分子制御レーザー開発研究センター
事務支援員

生命・錯体分子科学研究領域　生体
分子情報研究部門　技術支援員

生命・錯体分子科学研究領域　錯体
物性研究部門　助教

（計算科学研究センター　教授）

京都大学　大学院工学研究科　准教
授

産業技術総
合研究所勤
務

慶応義塾大
学勤務

異動年月日 氏 名 区 分 異 動 後 の 所 属・ 職 名 現（ 旧 ） の 所 属・ 職 名 備 考

人事異動一覧

86 分子研レターズ 58　August 2008

長谷川　美　貴

高　橋　　　聡

鈴　井　光　一

澤　　　昌　孝

岩　橋　建　輔

磯　貝　美　穂

永　田　武　史

米　澤　東　夫

松　田　晃　孝

中　島　　　彩

森　田　将　人

種　村　博　代

鈴　木　万里子

坂　井　恭　子

山　口　拓　実

福　嶋　　　貴

中　川　信　代

深　津　惠　子

石　田　　　豊

江　原　正　博

池　滝　何　以

江　原　正　博



分子研レターズ58をお届けします。本号では関
一彦先生からご逝去後に原稿をいただく結果とな
りました。あまりにも早いご逝去に私自身もやるせ
ない気持ちでいっぱいです。心よりご冥福をお祈り
申し上げます。本号に関先生の原稿と追悼を掲載す
るにあたり、奥様の眞千子様・ご子息の真一郎様・
名古屋大学の大内幸雄准教授ほかの方々にお世話
になりました。この場でお礼申しあげます。
本号でも、巻頭言の大峯巖先生、レターズの関

先生・野口宏先生からを中心に、分子研に対する
いくつかの貴重なご提言を賜りました。レターズ・
広報委員としては、大峯先生のお言葉をお借りする
と、分子研が学問に対する熱情と柔軟性と強い意志
によって、真の学問の府としてさらに大きく発展し
て行くためには、社会の深い共鳴と信頼を大切な支
えとすることが必須であり、そのためにはより積極
的な広報活動が必要であると改めて認識いたしま
した。
昨年より始まった共同利用研究ハイライトも本

号では2編を掲載することができました。いずれも
共同利用者の方々が分子研の特徴を存分に活かせ
て達成されたすばらしい成果だと感じました。
分子研レターズでは皆様からのご投稿やご意見

をお待ちしておりますので、よろしくお願いいたし
ます。最後になりましたが、ご多忙中にもかかわら
ずご執筆いただいた著者の皆様に深く感謝いたし
ます。

本号編集担当　横山利彦

編 集 後 記




